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建
設
業
が
今
後
も
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
担

い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
で
は
、
実
際
に
建
設
業
で

働
い
て
い
る
人
々
は
自
分
の
家

族
や
親
族
を
建
設
業
で
働
か
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
業
者
の
考
え
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。
建
設
業
で
働
か
せ
た
い
、

ま
た
は
実
際
に
働
い
て
い
る
人

は
「
社
会
的
に
必
要
な
仕
事
に

従
事
で
き
る
誇
り
が
あ
る
」「
結

果
が
目
に
見
え
る
。
造
っ
た
も

の
が
残
る
」「
業
界
は
面
白
い

し
、地
図
に
残
る
仕
事
は
誇
り
」

「
達
成
感
が
あ
る
」
な
ど
と
、

一
様
に
〝
や
り
が
い
が
あ
る
〟

と
口
を
揃
え
る
。

　

一
方
で
働
か
せ
た
く
な
い
場

合
は
「
経
営
が
安
定
し
な
い

し
、
待
遇
面
も
良
く
な
い
。
夏

は
暑
い
し
冬
は
寒
く
て
大
変
」

と
の
理
由
を
挙
げ
る
。
ま
た
、

働
か
せ
る
こ
と
に
反
対
で
は
な

い
も
の
の
「
子
ど
も
に
会
社
を

継
が
せ
た
い
か
と
言
う
と
、
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
の
で
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
し
ま
う
。
大
き
い
会
社
に

社
員
と
し
て
務
め
る
な
ら
ば
社

会
に
と
っ
て
良
い
仕
事
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
な
の
で
働
い

て
ほ
し
い
」「
地
元
の
経
営
状

態
が
安
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
れ

ば
反
対
し
な
い
」
と
の
正
直
な

声
も
あ
る
。
仕
事
自
体
は
胸
を

張
っ
て
誇
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
や
り
が
い
も
あ
る
が
、
経

営
者
の
視
点
に
立
つ
と
、
も
ろ

手
を
挙
げ
て
賛
成
と
は
言
え
な

い
本
音
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」

に
代
表
さ
れ
る
公
共
事
業
に
対

す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
は
少
な
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
無
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
近
年

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
、
女
性
活

躍
、
地
域
の
守
り
手
な
ど
業
界

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、「
新
３
Ｋ
」（
給
与
・
休

暇
・
希
望
）
よ
り
も
「
３
Ｋ
」

（
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
）
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
が
現
実

だ
。
他
の
業
界
に
も
言
え
る
こ

と
だ
が
、
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

む
し
ろ
「
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

に
は
、
違
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
え

付
け
る
し
か
な
い
」
と
の
意
見

も
あ
る
。

　

建
設
業
の
こ
と
を
知
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
逆
に
良
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
る
。
快
適
な
屋
内
に
居
な

が
ら
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
、
最

新
の
重
機
を
操
る
。
そ
ん
な
時

代
が
目
前
ま
で
来
て
い
る
。
後

世
に
残
る
施
設
を
つ
く
り
、
地

域
の
役
に
立
ち
、
感
謝
さ
れ
る

仕
事
は
尊
い
。
や
り
が
い
も
あ

る
。
新
３
Ｋ
は
理
想
だ
と
諦
め

る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
々

が
建
設
業
で
働
か
せ
た
い
と
思

う
よ
う
な
業
界
に
変
え
て
い
く

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

で
き
る
こ
と
を
実
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
「
建
設
業
の
未
来
を
拓
く
」

の
は
次
世
代
で
は
な
い
。
現
役

世
代
で
あ
る
は
ず
だ
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

地
方
の
建
設
業
者
の
大
半
が
今

後
の
持
続
的
な
経
営
や
公
共
事

業
の
課
題
と
し
て
「
安
定
的
な

事
業
量（
公
共
事
業
費
）の
確

保
」を
挙
げ
た
。国
の
主
導
に
よ

り
、
建
設
業
で
も
働
き
方
改
革

や
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
の

ほ
か
、
今
年
は
現
場
の
技
能
者

へ
の
適
切
な
賃
金
支
払
い
に
向

け
「
お
お
む
ね
２
％
以
上
の
賃

金
上
昇
の
実
現
を
目
指
す
」
動

き
が
始
ま
っ
た
。
い
ず
れ
も
必

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
そ

も
そ
も
事
業
が
安
定
的
か
つ
公

平
公
正
に
発
注
さ
れ
、
適
切
な

受
注
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
処
遇

改
善
の
た
め
の
原
資
を
確
保
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

業
者
か
ら
は
「
安
定
し
て
受

注
で
き
れ
ば
経
営
は
安
定
す
る

が
、
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ

り
、
工
事
が
な
い
時
期
は
経
営

が
厳
し
い
」（
土
木
・
建
築
）、

「
下
請
け
の
た
め
に
も
、
元
請

け
の
工
事
量
、
受
注
量
の
確
保

が
重
要
」（
建
築
）、「
後
継
者

が
続
け
て
い
け
る
よ
う
な
安
定

し
た
事
業
量
と
労
務
単
価
が
必

要
」（
造
園
）、「
経
営
計
画
を

立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

予
算
次
第
で
は
人
が
雇
え
な
く

な
る
」（
設
計
・
コ
ン
サ
ル
）

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

受
注
量
の
安
定
は
経
営
の
安

定
に
も
直
結
す
る
が
「
数
年
先

の
受
注
量
確
保
が
見
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
。
若
い
人
が
な
か

な
か
入
っ
て
こ
な
い
し
、
上
は

年
を
取
っ
て
い
く
。
雇
用
に
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
る
と
若
い
人
が
い
な

く
な
り
、
会
社
自
体
が
厳
し
く

な
っ
て
し
ま
う
」（
建
築
）
と

判
断
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
声

も
あ
る
。
災
害
復
旧
事
業
で
仕

事
が
増
え
た
と
し
て
も
「
東
日

本
大
震
災
の
時
は
、
復
旧
の
た

め
に
従
来
の
仕
事
を
断
っ
て
社

員
総
出
で
忙
し
く
対
応
し
た

が
、
復
旧
後
に
仕
事
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
困
っ
て
い
る
」（
土

木
・
建
築
）と
本
音
を
明
か
す
。

　

元
請
け
業
者
だ
け
が
安
定
的

に
受
注
で
き
れ
ば
よ
い
わ
け
で

は
な
い
。「
地
方
自
治
体
も
民

間
も
ど
れ
だ
け
安
く
発
注
す
る

か
に
腐
心
し
て
い
る
。
下
請
け

は
生
き
残
る
こ
と
で
精
一
杯
」

（
建
築
鉄
骨
）、「
最
近
は
専
門

業
種
の
解
散
、
廃
業
が
目
に
見

え
て
増
え
て
い
る
。
官
民
挙
げ

て
対
策
を
し
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
。
脱
炭
素
と
言
っ
て

い
ら
れ
な
く
な
る
」（
造
園
）。

事
態
は
急
を
要
す
る
の
だ
。

◎
受
発
注
者
対
等
に

　

発
注
者
の
理
解
・
能
力
不
足

を
指
摘
す
る
意
見
も
多
い
。「
発

注
者
の
能
力
が
落
ち
て
い
る
」

（
設
計
・
コ
ン
サ
ル
）、「
担
い

手
３
法
が
発
注
担
当
者
ま
で
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
旧
態
依
然
の

対
応
」（
土
木
・
建
築
）、「
書

類
の
削
減
・
簡
素
化
を
も
っ
と

し
て
ほ
し
い
」（
土
木
・
管
、

機
械
器
具
設
置
）、「
く
じ
引
き

で
経
営
が
左
右
さ
れ
る
よ
う
な

制
度
は
考
え
直
し
た
方
が
い

い
」（
土
木
）、「
自
治
体
の
一

部
で
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
が
十

分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
『
安
い

こ
と
は
い
い
こ
と
だ
』
と
幹
部

職
員
が
口
に
し
て
い
る
。
入
札

不
調
を
発
注
者
側
の
都
合
と
し

て
捉
え
て
お
り
、
理
由
を
説
明

し
て
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な

い
」（
土
木
・
管
）と
い
う
現
実
。

あ
る
土
木
設
計
業
者
は
「
市
町

村
発
注
業
務
で
の
工
事
変
更
設

計
積
算
等
サ
ー
ビ
ス
業
務
が
特

に
多
い
」
と
指
摘
す
る
。
行
政

側
も
人
手
不
足
で
現
場
を
知
ら

な
い
職
員
が
増
え
、
十
分
な
引

き
継
ぎ
や
教
育
が
さ
れ
な
い
ま

ま
担
当
す
る
場
合
も
目
立
つ
。

　

日
本
経
済
や
地
域
の
発
展
の

礎
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
事
業
で
は
、

必
要
な
予
算
を
安
定
的
・
持
続

的
に
確
保
し
、
円
滑
に
執
行
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
。
そ

れ
に
は
受
発
注
者
が
対
等
な
立

場
で
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
適
正
な
入
札
契
約
を

通
じ
て
、
受
注
者
も
適
正
な
利

益
を
確
保
す
る
。
個
々
の
企
業

が
将
来
に
希
望
の
持
て
る
よ
う

な
経
営
が
で
き
な
け
れ
ば
、
業

界
全
体
が
本
当
に
存
続
の
危
機

を
迎
え
て
し
ま
う
。

　

人
気
漫
画
『
解
体
屋
ゲ
ン
』

の
主
人
公
ゲ
ン
は
、
天
下
国
家

を
語
る
中
で
言
う
。「
今
の
世

界
は
課
題
だ
ら
け
だ
。
今
す
ぐ

取
り
か
か
っ
て
も
間
に
合
う
か

ど
う
か
分
か
ら
ね
ぇ
。
生
半
可

な
決
意
じ
ゃ
無
理
だ
ぞ
」。
建

設
業
界
が
全
体
で
強
い
危
機
感

と
共
通
認
識
を
持
ち
、
今
す
ぐ

に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
地
方
の
建
設
業
者
は
今
、
建
設
業
の
持
続
的
な
経
営
に
向
け
て
何
が
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
特
に
公
共
事
業
の
発
注
者
に
対
し
て
何
を
求

め
て
い
る
の
か
。
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
「
声
な
き
声
」
を
探
る
た
め
、

日
本
工
業
経
済
新
聞
社
で
は
購
読
者
に
対
し
て
「
建
設
業
の
現
状
と
課
題
」

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、安
定
的
な
事
業
量（
受

注
）
の
確
保
を
求
め
る
声
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
理
不
尽
な
要
求
に
悩
み
、
旧
態
依
然
と
し
た
体
質
に
苦
し
む
姿
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。建
設
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
は
担
い
手
の
確
保
・

育
成
、
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
り
、
業
界
全
体
と
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。円
滑
に
事
業
を
発
注
し
て
適
切
な
入
札
・

契
約
を
行
い
、
速
や
か
に
執
行
す
る
。当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

る
よ
う
に
、
旧
来
の
慣
習
か
ら
脱
却
し
、
受
発
注
者
が
真
の
信
頼
関
係
を
構

築
す
る
べ
き
時
が
来
た
。

２～３面
建設業の現状と課題に関する 
アンケート結果
４面

『解体屋ゲン』原作者 
星野茂樹先生インタビュー
５面
タッセイ 代表取締役社長 
田中陽介氏インタビュー
６面
大和証券 エクイティ調査部 
担当部長 チーフアナリスト 
寺岡秀明氏インタビュー
７面
熊本城復旧関係者インタビュー
９面
未来への提言（埼玉県・茨城県）
10面
未来への提言（群馬県・山梨県）
11面
未来への提言（新潟県・長野県）

安定した事業量が必須
旧
態
依
然
の
体
質
改
め
よ

建
設
業
の
未
来
を
拓
け

働
か
せ
た
い
業
界
目
指
せ

◦受注業者の選別をしっかりと行ってほしい。まだまだ不適格業者がいることも理解してもらわないといけない（土木）
◦災害対策は発生後ではなく、危険箇所の前倒しの取り組みも必要だと思う。積極的に予算を取って欲しい（土木・建築）
◦�書類作成は大変なので簡素化してもらいたい。ただ、工事書類は適切な施工の証拠にもなる。簡素化をやりすぎると自分たちの首

を締める恐れも（電気）
◦�総合評価参加時に過去３年間の評定点を提出して平均点を出す。１件でも漏れてたら失格。漏れなく評定点をもらってるのかチェッ

クが大変（設計・コンサル）
◦�紙ベースの書類がまだ多い。施工計画書で当たり前のことまで出す必要はない。事故があった時の警察署の番号などは当事者は分

かっていること（電気）
◦�完成写真は見えないところ以外はいらない。天気を書いたり、書類を整合させないといけない（電気）
◦設計変更を認めない、頭が固い自治体が多いためギスギスした関係になる（土木）
◦�法人と個人を一緒の入札に参加させるな。ランクを増やしてちゃんとランク分けするべき。その中でやる気があれば法人化してく

る（造園）
◦市町村のような小さいところも業界の声を反映してほしい（土木・建築）
◦�国は大学に予算を付けるべき。目先の利益ばかり追いかけて中長期的な視野の助成がなければ、教育機関との連携もなくなる（設

計・コンサル）
◦新規参入者が多いため、需給のバランスが崩れる（土木・建築）
◦低入札価格調査や保留が多い。設計労務単価よりも低価格で入札しており、ダンピングが激しい（鉄筋）
◦地域の実情に合わせた資機材による設計が必要ではないか（土木・建築）
◦�国交省が出した指針に県・市町村が右ならえで従うが、国が前提としている条件や業者は県・市町村レベルとは全然違う（土木・建築）
◦間口を広げるために参加資格を低めに設定し、建築なのに土木業者が落札して下請けに丸投げしている実態がある（建築）
◦形式にとらわれない現場のマネジメント能力を培う力が必要（土木）
◦技術者の確保競争に発注者が参入しており、官民の競争に発展している（土木・建築）

安定的な
事業量（受注）の確保

50.2%

技術力の向上および
技能の伝承
14.0%

受注単価の向上
11.2%

後継者育成と
事業承継
9.3%

新規受注の確保
7.4%

働き方改革の推進
4.7%情報通信技術への対応

2.3% 回答なし
0.9%

建設業の持続的な経営に向けて
一番重要な要素は何か（担い手確保除く）

公共事業の発注者（特に地方自治体）に
求めたいことは何ですか（複数選択）

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

0.8%
5.3%

11.1%
14.9%

17.2%
22.5%

安定した事業費の確保
書類の削減・簡素化

適切な設計変更
適正な入札・契約方式の実施
中長期的な発注見通しの提示
業界のイメージアップへの支援

回答なし

28.3%

書類の削減、適切な設計変更を

公共事業の発注者に求める「業者の生の声」

紙面内容
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『解
こ わ し や

体屋ゲン』

Ⓒ石井さだよし

建設業の現状と課題
アンケート調査結果
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建設業の未来を拓く　～提言特集号～
　今後の担い手確保に向けては「給与・賃金水準の改善」
や「休日の確保」など処遇改善の必要性を指摘する声が
多かった。「仕事のやりがい」は、楽しさや達成感を通
じて得られるものの、それには一定の給与水準確保や入
職後の育成策が不可欠と言える。一方で「女性・外国人
材の確保」や「建設キャリアアップシステムの導入促進」
の回答割合は低かった。国土交通省が提唱する給料が良

く、休暇が取れ、希望が持てる「新３Ｋ」の重要性が裏
付けられており、まずは官民一体で「新３Ｋ」の実現を
目指す必要がある。当然ながら、その前提となる安定し
た事業量と適切な発注環境の整備を確実に進めなければ
ならない。他産業との人材獲得競争が一層厳しくなる中、
業界全体で建設業が今後も発展し続けていくための方策
に積極果敢に挑戦する必要があるだろう。

働
き
方
改
革
で
印
象
に
変
化

◦�選択肢のいくつかを叶えるためには、安定した事業量の確保と、受注単
価の向上や改善が必要。金銭の余力があれば大抵はできる（建築資材）

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

給与・賃金水準の改善

休日の確保

業界のイメージ向上

仕事のやりがい

入職後の育成策

福利厚生の充実

将来のキャリアパスの提示

企業情報の発信

女性・外国人材の確保

建設キャリアアップ
システムの導入促進

回答なし 0.5％

1.2％

1.6％

1.9％

2.6％

3.7％

9.7％

13.9％

15.8％

20.2％

29.0％

業
　
　
者
　
　
の
　
　
生
　
　
の
　
　
声

給与・賃金
水準の改善

◦世間並みの給与を支給しないことには定着もままならない（土木）
◦国・地公体・その他外郭団体の工事単価設定が安すぎる！公告前に再度予定価格の確認等が必須と思う（土木・建築）
◦特に現場作業員について、現在の水準より３割増し位でないと若い人は就職しない（造園）
◦社員のモチベーション。年功でなく実力に沿って。最低でも業界標準より上でないといけない（電気）
◦�給与水準の厳しいところが多い。経営状態かつかつのところが多い。もっと儲かるようにしないと。事業量の先行きが見
えないと給料も払えない（設計・コンサル）

◦�日給月給を月給に変えないと無理だろうと思う。そして、暑い時期などきつい労働に見合うレベルに給料上げないと人は
来ない（鉄筋）

◦�どうしても高めてほしいが、休日出勤や残業代を全て払ってしまうと経営が成り立たないだろうというのも理解している
（土木・建築）

休日の
確保

◦�企業は有給取得に向け管理が厳しい。働きたい世代や残業で稼ぎたい年代の人たちが稼げない。それぞれの要望も汲んで
やらないと収入格差が広がる（土木・建築）

◦�３Ｋのイメージがあるので、せめて休日は一般企業と変わらない週休２日だとPRできる。休みがない、残業が多い環境
を改善しなければ入ってこない（土木・建築）

◦今の若者は小さい頃から週休２日に慣れているから、せめて隔週休２日でないと難しいのではないか？（造園）
◦�学校が週休２日制だった人が今まで休んでいた日に仕事があると思ったら入ってこない。国や県の工事は第１・２・４土
曜日休みが定着しつつあるが民間はまだまだ（鉄筋）

◦�完全週休２日が他業界では当たり前だが、建設業界は天候に左右されるため工期に間に合わないので難しい。民間は特に
工期設定が厳しい（土木・建築）

イメージ
向上

◦�負のイメージ。公共事業は悪。大事なことをやっている。悪かった時に印象が残る。大事なインフラを作っても、税金の
無駄使いといわれると困る（設計・コンサル）

◦�業界としてメッセージを出していると思うが、良いイメージが定着していない。現実とのギャップがある。良いイメージ
を持って入社してくる人はいない（土木・建築）

仕事の
やりがい

◦�多種の現場を経験し最新技術や業務知識を習得させて仕事の苦しさ、楽しさ、やりがいを実感させ、能力をしっかりと掌
握した上で、年功序列ではない透明性の高い評価を行うことで組織の活性化を図っている（土木）

◦�社員が魅力を感じてくれる要素が会社にあるのか無いのか。そこが重要（土木）
◦�任せること。任せられることで成長を感じる。任せるまでに５年はかかるが、任せられたことをやりきる人はあっという
間に成長する（電気）

◦�どれだけ人の役に立ってるかを知ること。生命と財産を守る。定着率は良いが入ってきてくれない。やりがいが伝わって
いない（設計・コンサル）

◦�最初は何も分からず現場に来て、終わらせて仕上げる時の達成感を感じてもらうには教育が大事（土木・建築）
◦�先輩を見て学べよ、では駄目。目標がなくなって辞める人が多い。ステップアップを示すことがやりがいにつながる（土
木・建築）

その他 ◦若手だけでなく、60歳以上でも今までの経験を生かして、できるだけ長く働きたいと考える方も多くいる（建築）
その他の
回答
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働き方改革

◦�休みたい人には都合がよいが、働きたい人・稼ぎたい人もいる。時代の流れで一方的に休め休めではなく、そのような意
見も汲み取る必要がある（土木・建築）

◦一概に休日が多ければ良いというわけじゃないが、最近は材料屋も隔週休２日が多くなってきた（造園）
◦�週休２日は法的にしなければならず10年前と全く違う。いずれ完全週休２日になると思う。作業効率は良くなっている。
民間は土日は単価を上げてもらう必要がある（電気）

◦�国発注工事では週休２日制が広まりつつある。建設業協会でも月３回の土曜日閉所をポスターでPRしている。業界が変
わってきていると感じる（土木）

◦�公共や大手ゼネコンの下請けでは発注前から週休２日で決まっている。以前は日曜のみ休みが当たり前だったが、そのよ
うに謳っていると現場も導入しやすい。実際に４週８休が取れている（土木・建築）

◦�週休２日制は末端まで浸透していない。下請けであれば結局は、元請けの方針に従うしかない（電気）

デジタル化
◦�現地とのやり取り、他全てデータのやり取りには電子媒体が必需。既に３次元測量も当たり前になってきており、ますま
す進化に対応していかなければならない（電気）

◦�電子契約はやりにくいこともない。国の担当者も慣れが必要。デジタル化が進んでるが、会議などは遠方でない限り従来
通りでもいい（設計・コンサル）

ICT 施工
◦�工事や施工計画・施工管理にICTを導入することには賛成。積算システム（概算・試算レベル）にAIを活用した積算シス
テムの構築をお願いしたい（土木・建築）

◦ＣＡＤやＢＩＭなどデジタル化が進んでいる。民間では大型開発でICTが使われている（鉄筋）
◦道具は買って使わないと身に付かない（設計・コンサル）

事業量増加
◦主要幹線道路更新事業が活性化されており、その恩恵を享受している（土木）
◦�最近は予算は多い。ただし５・６兆円が例えば来年０円では駄目。それなら２年で２・８兆円ずつ、５年で１兆円ずつな
どの配分を（設計・コンサル）

女性の活躍

◦�最近では小さい現場でも当たり前の様に女性専用のトイレ・更衣室・休憩室などが配置されている、そのためか現場の雰
囲気も以前より明るくなった（土木・建築）

◦施工管理業務などは増えてきたが、現場労働となると職種が限られてくると思うし、まだまだ少ない（造園）
◦�看病で中抜けもできるので、女性も多い。７対３の割合で女性社員がいる。男女で設計の感覚が違うので面白い（設計・
コンサル）

その他

◦大規模工事のイメージは良くなってきている。地元の現場だとまだまだ昭和の風情が残っている（設計・コンサル）
◦�昔とは違い手に職を付けたいと思う人が減ってきた。ものづくりの楽しさを伝える必要があるが、伝えられる人も減って
きた（管）

◦昔と比べて安全になった。暑い寒いの環境も改善されている（土木・建築）
◦�足場や塗装・防水業者はイケイケの若手社長というイメージがあるが、ローカルゼネコンは保守的で閉鎖的な業界という
イメージだろう（建築）

その他の
回答

◦�災害復旧業務への対応増加（設計・コンサル）
◦�デジタル化は良いが経費が業務を圧迫している。従事者のためになってい
ない変化が多い（建築資材）

◦下請け工事が多い中、競争が激しく、元請けから依然として絞られる（建築）

　近年の建設業で進む働き方改革と生産性向上の取り組
みが、業界のイメージに変化を与えている状況がうかが
える。週休２日制に関しては国の取り組みが地方自治体
にも浸透しつつあるとはいえ、民間工事では取り組みが
進んでいないという意見や、元請けは週休２日であって
も下請けは週休２日ではないとの声も多い。急速なデジ
タル化に伴い、建設業でもＩＣＴ導入が進んでいるが、

建設現場のイメージや働き方を大幅に変えるようになる
には、まだ道半ばだ。実際に「変化していない」との回
答も目立つ。だが、10 年前には想像できなかったスピー
ドで環境が変化を遂げたのは事実。事業量が増え、女性
も現場で活躍できるような環境に変化してきている現状
の追い風を生かしながら、官民一丸でイメージアップ策
を講じ続けるべきだ。

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 30％

週休２日制導入などの
働き方改革の推進

デジタル化の導入

ICT施工の増加

国土強靱化対策を
含めた事業量の増加

女性の活躍

外国人材の活用

変化していない

給与・賃金水準の改善

元下関係の変化

国民（地域住民）の対応変化

回答なし 0.6%

2.0%

4.2%

6.2%

6.8%

7.1%

9.3%

9.9%

13.6%

14.4%

26.0%
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建設業界における
今後の担い手確保に向けて
重要な要素は何か（複数選択）

建設業界に対するイメージに
ついて、最近変化があったと
感じるか（複数選択）

建
設
業
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す
る
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ー
ト
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地域発展の架け橋に　～提言特集号～

その他の
回答

◦施工可能な設計が第一義、十分な仮設費計上を（土木・管）
◦発注者側の理由による工期延長（土木・建築）
◦平等を優先した地元企業の軽視（設計・コンサル）
◦�下請け業者に対しても点数化し総合評価に組み込んではどう
か？良い仕事をすれば次につながることになる（建築資材）

公
共
事
業
費
確
保
が
大
前
提

　とにかく安定的な公共事業費の確保を求める声が多く
寄せられた。今後も継続して担い手の確保・育成、働き
方改革、生産性向上などを進めるには資金が必要であり、
公共事業が安定して発注されることが大前提となる。ま
た中長期的な計画を早期に示すことで、企業側も将来の
雇用や設備投資計画を立てやすくなる。今回のアンケー
トでは、行政側の知識不足を指摘する厳しい意見も相次

いだ。現場を理解していない、積算能力が低い、頻発す
る工事受注後の設計変更、マニュアル通りの対応など、
発注者の能力不足に不満を持つ業者は多い。地域の発展
は「地域の守り手」の健全な発展があってこそ成り立つ
ことを再認識するべきであり、行政側の不作為により、
公共事業が円滑に執行されないような状況はあってはな
らない。

　業者からは「発注の平準化」を求める声が最も多かっ
た。以前に比べて施工時期の平準化に取り組む発注者は
増えたものの、４月から６月は閑散期になることや、繰
越手続きをせずに年度末の工期にこだわる地方自治体が
少なくない現状が浮かび上がる。予定価格の設定方法に
ついては「設計単価の見直しが必要」「予算ありきの設計」
「実情に合っていない」「材料費の高騰が加味されていな

い」といった問題点を指摘する意見が出ている。また、
予定価格が適切であったとしても、最低制限価格で落札
するようなダンピング受注は依然として減らず、結果的
に下請けや資材業者等にしわ寄せが行ってしまう。特に、
くじ引きや変動型の最低制限価格制度による落札は「運」
に左右されるものであり、各自治体は早急に改善を図る
必要があるはずだ。

業
　
　
者
　
　
の
　
　
生
　
　
の
　
　
声

公共事業費の
確保

◦国家予算の取り合いになる。業者数×１億円で予算を取ってほしい（設計・コンサル）
◦事業量もそうだが、儲からなければやっていけない。儲かる単価設定を望む（造園）

受注者の
担い手不足

◦�地場建設業の平均年収は十分とは言えない。閉塞した業態に新卒の人材が多く飛び込んでくるはずはなく、この負のスパ
イラル状況を刷新しない限り、建設業の未来はない（土木）

◦�災害の時の対応は当たり前、それ以外の入札は叩かれるでは建設業者の志は上がらない、若手のなり手も育たない（土木・
建築）

◦�発注者側も宣伝をしないと人が来ない。ハコモノを作らない、業者を減らせと言ったり、震災の時は人を集めろと言った
り勝手なことを言ってくる（土木・建築）

行政側の
知識不足

◦�専門業者からのアプローチがほぼ途絶え、マニュアルでの理解にとどまっている。現場を全く理解していない。コンサル
の理解不足をそのままスルーで発注設計書に移行（土木）

◦�一緒に良いものを作り上げる考えが国、県に行くほどない。システマティックでドライ。仕様書の使い回しを押し付ける
のみ。技術職員というより予算執行官（設計・コンサル）

◦工事を受注してからの変更が多い発注元がある（土木・建築）
◦職員が仕事をマニュアル通りにしかやらない（管）
◦�積算能力が低い。能力が低いことや責任を取りたくないから、設計変更などの融通が利かない。昔ながらの甲と乙の関係
（設計・コンサル）

◦�県本庁の電気設備担当者は設計積算がシビア・正確。出先は知識不足でコンサルに丸投げで、積算すれば最初から赤字の
現場も（電気）

中長期的
計画策定

◦先々の整備計画を早い段階で公表してほしい（土木・建築）
◦�予算消化のための年度末発注が多く、ものすごく忙しい。年間を通して集中せず分散して発注する体制を作ってほしい（土
木・建築）

◦�新規雇用の判断になる。ある程度のラインを決め、下回らないよう数字を調整してもらう。先があるから企業は採用し学
生も分かってくる。今は公務員（安定）のイメージが強すぎる（設計・コンサル）

その他
◦首長だけでなく、幹部もそうだが、目先の安さだけに重きを置いている傾向が見られる（造園）
◦会社規模に関わらず受注件数が決まっている。大きな会社と小さな会社では経費が違うから不平等感がある（土木・建築）
◦写真560枚とか無駄な時間が多いため、入札より費用がかかる（管）

発
注
平
準
化
求
め
る
声
最
多
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発注の
平準化

◦�地域ごとの仕事量を平準化し、地域間格差をなくしてほしい。また秋から春先までの期間に工事が集中している（土木・建築）
◦�年間を通して按分された発注になってきた。ただし金額については細切れ感が強く、実力の無い業者が受注して下請け業者の主任
技術者配置に暗雲が出てきている（土木）

◦10月以降に出された案件は自動的に工期の後ろを伸ばす。工事が終わる３月になると毎日検査（設計・コンサル）
◦�４月から６月は暇。１、２月に仕事が出てくれば４月にスタートできる。12月に発注して最初から繰越明許扱いにしてほしい（電気）

予定価格
設定方法

◦国の方から自治体に、もっと強く最近の設定方法を使用するよう要請して欲しい（造園）
◦設計単価の見直しが必要。実情に合っていないものが多い（土木・建築）
◦予算ありきで設計をやって予算内に収まらないと工期を短くしたりする（建築）
◦�材料費の高騰が加味されていない。鉄筋はトン当たり７万円がここ１年で９万円まで上がった。時価に対応してくれないと、手間
賃が下がる一方（鉄筋）

◦発注者がコンサルに積算を丸投げなので、ばらつきがある。参加条件もまちまちで、統一されてない（電気）

適切な
工期設定

◦補修工事については、見積徴取等の結果、ほぼ適正な工期設定がなされてきていると思う（土木）
◦�予算を取って年度内に消化するため、３月で終われない工事を「３月で終わりにしてほしい」と言ってくる。繰り越しするなど、
工期設定にゆとりを持ってほしい（土木・建築）

◦良くなってきた部分もあるが、業務によってもう少し長いといいと思う（造園）
◦実態とかけ離れた基準による設定になっていることがある。その状況で週休２日にしろと言うのは無理がある（鉄筋）

ダンピング
受注対策

◦�元請け受注では減少していると思うが、下請けの立場からすると10年以上も前の単価がまだ一人歩きをして人件費の単価見直し
等の恩恵にはほとんど預かっていない（土木）

◦�制限価格ギリギリで取っても利益は出ないので金額を上げてほしい。業者を絞ってほしい。解体は儲かるイメージがあるのか参入
する業者が多く、叩いていることが多い（土木・建築）

◦安く受注して、仕事が汚い不良不適格業者が増えてきた（造園）
◦�最低制限価格の問題。みんな利益を削って最低ラインに合わせる。それでは社員教育などにお金が回せない。役所が暗に教育する
なと言ってるようなもの（管）

その他

◦�指名競争入札を望む。一般競争はどこからでも参加できてしまう。公共事業は地元還元だから、地元業者が取りやすいようにすれ
ば良いのにと思う（土木・建築）

◦くじ引きの世界が横行。くじで生活が左右されてしまうのはいかがなものか（土木）
◦�電子入札では、施工者は１つでも間違えると不備になってしまうが、発注者側がミスをしても入札日を延期するだけでペナルティ
はない（土木・建築）

◦随意契約にしてほしい。予備設計をやった設計者に詳細設計もやらせればよい（設計・コンサル）
◦くじ引きが問題。元請けが最低ラインで落札するため、下請けの利益はさらに厳しくなる（建築）
◦�変動型の最低制限価格制度は問題。取る気がない会社が高い価格で付けてみんな失格になる。受注見通しが立たず、下請けでやり
ながら落札できた工事をやるなど商売のやり方を変えないといけない（土木）

◦�設計変更への柔軟な対応を望む。追加になるとどこかを減らしてプラマイゼロにしろと言われる。内訳に入ってないけど図面に入
ってるからと言われる（建築）

◦国・県・市町村で作業手順が違うので統一化してほしい（土木・建築）

◦�書類等の手間が多くかかりすぎる（建築）
◦公共事業参入のハードルの低さ（土木・建築）
◦発注価格と工期の適正化（建築資材）
◦年度締めの制度（設計・コンサル）
◦手続き業務の煩雑性（電気）
◦地元企業の育成・維持（設計・コンサル）

その他の
回答

1.1%

6.3%

7.7%

11.0%

12.4%

17.9%

20.1%

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％

発注の平準化

予定価格の設定方法

適切な工期設定

総合評価落札方式の改善

ダンピング受注対策

多様な入札・契約方式の導入

指名競争入札の導入（復活）

回答なし

23.6%

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％ 35％30％

安定的な公共事業費の確保

受注者の担い手不足

行政側の知識不足

中長期的な計画策定

行政の人手不足

国民の正しい理解

ICT対応

首長の理解不足

回答なし 0.8%

3.8%

4.4%

5.8%

6.9%

10.4%

16.8%

17.3%

33.8%

公共事業の課題は何か
（入札契約関係除く、複数選択）

公共事業の発注や入札契約
における課題は何か

（複数選択）

建
設
業
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

「
提
言
特
集
号
」
の
制
作
に
当
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
読
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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建設業の未来を拓く　～提言特集号～

Ⓒ石井さだよし

―
漫
画
の
題
材
と
し
て
建
設
業
界
、

特
に
爆
破
解
体
を
取
り
上
げ
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い

星
野　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
登
場
す
る
以
前
の

１
９
９
８
年
頃
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
の

ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
で
新
潟
の
サ
ブ
コ

ン
に
勤
務
す
る
マ
リ
ン
さ
ん
と
い
う

ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
の
方
と
知
り
合
い

ま
し
た
。
ま
だ
文
字
チ
ャ
ッ
ト
の
時

代
で
、
夜
中
に
何
時
間
も
文
字
チ
ャ

ッ
ト
で
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

マ
リ
ン
さ
ん
は
私
の
こ
と
を
面
白

が
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
業
界
の
内
幕
話

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
あ
る
日

突
然
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ど
う
や
ら
マ
リ
ン
さ
ん
が
勤
め
る
サ

ブ
コ
ン
が
倒
産
し
た
ら
し
い
の
で

す
。
私
は
マ
リ
ン
さ
ん
の
本
名
も
勤

務
先
も
知
ら
ず
、
結
局
そ
の
当
時
温

め
て
い
た
ゼ
ネ
コ
ン
を
舞
台
に
し
た

企
画
も
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
５
年
た
っ
た
２
０
０
２

年
、
当
時
原
作
者
と
し
て
泣
か
ず
飛

ば
ず
だ
っ
た
私
で
す
が
『
週
刊
漫
画

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
』
誌
か
ら
４
回
の
連
載

枠
を
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
、
た
っ
た
４
回
で
建
設
業

の
話
を
や
る
の
は
難
し
い
、
大
型
工

事
を
描
く
に
は
時
間
も
回
数
も
足
り

な
い
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
時
「
解
体

業
な
ら
、
そ
れ
も
爆
破
解
体
な
ら
一

気
に
片
付
け
ら
れ
る
の
で
は
」
と
ひ

ら
め
き
ま
す
。
爆
破
解
体
を
思
い
付

い
た
の
は
、
映
画
『
フ
ァ
イ
ト
・
ク

ラ
ブ
』（
１
９
９
９
年
製
作
）
を
見

て
、
高
層
ビ
ル
が
爆
破
さ
れ
崩
壊
し

て
い
く
シ
ー
ン
が
印
象
に
残
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
漫
画
ら
し
い
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
と
爽
快
な
オ
チ
、
こ
れ
な

ら
読
み
切
り
で
も
い
け
る
と
い
う
確

信
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ま
さ

か
19
年
続
く
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
。

―
『
解
体
屋
ゲ
ン
』
を
通
じ
て
業
界

に
伝
え
た
い
こ
と
、
建
設
業
界
の
魅

力
は
何
で
し
ょ
う
か

星
野　

取
材
を
続
け
る
う
ち
に
、
土

木
・
建
設
業
界
自
体
が
自
分
た
ち
の

問
題
に
取
り
組
み
、
少
し
ず
つ
改
善

し
て
い
っ
て
い
る
の
を
知
り
ま
し

た
。
以
前
に
比
べ
れ
ば
労
働
時
間
は

短
縮
さ
れ
、
女
性
の
活
用
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
若
手
を
大
切
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
世
間
の
建
設
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
は
相
変
わ
ら
ず
３
Ｋ
で
す
。

私
が
思
う
に
建
設
業
の
魅
力
の
一
つ

は
手
に
職
を
つ
け
る
、
あ
る
い
は
資

格
を
取
る
こ
と
で
自
分
に
自
信
が
持

て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

他
の
多
く
の
仕
事
で
は
、
専
門
性

が
低
く
、
誰
で
も
代
替
可
能
な
場
合

が
多
く
、
そ
う
し
た
職
場
で
は
上
司

の
顔
色
を
う
か
が
い
、
い
つ
リ
ス
ト

ラ
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
お
び
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
資
格
を
取

り
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
る
こ
と
は
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
残
念
な
が
ら
賃
金
の

低
さ
に
喘あ

え

い
で
い
る
中
小
企
業
の
話

も
よ
く
聞
き
ま
す
。
人
手
不
足
な
の

に
給
料
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
の
は

業
界
の
闇
で
し
ょ
う
ね
。
外
国
人
技

能
実
習
制
度
は
根
本
的
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
一
度
全

て
白
紙
に
戻
し
て
や
り
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
格

差
是
正
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
は
ぜ

ひ
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

―
『
解
体
屋
ゲ
ン
』
で
は
建
設
業
界

内
外
の
多
彩
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
現
状
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に

見
つ
け
て
取
材
し
、
物
語
の
中
で
解

決
策
を
提
示
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か星
野　

課
題
は
ど
こ
に
で
も
転
が
っ

て
い
ま
す
。
社
会
の
問
題
点
の
一
つ

一
つ
を
詳
細
に
見
て
ゆ
け
ば
、
そ
れ

ら
は
全
て
が
話
作
り
の
ネ
タ
に
な
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
そ
れ
を
漫
画
と
い
う
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
落
と
し
込
ん

で
、
一
般
の
読
者
に
面
白
お
か
し
く

伝
え
る
の
に
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
力

が
必
要
で
す
。

　

専
門
家
の
話
を
聞
い
て
正
解
は
こ

れ
だ
ろ
う
な
、
と
思
え
る
時
で
も
、

あ
え
て
そ
れ
を
捨
て
て
、
よ
り
ば
か

ば
か
し
い
解
決
方
法
を
採
用
す
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
伝
わ
ら
な
い
・
記

憶
に
残
ら
な
い
難
し
い
話
よ
り
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
強
い
「
ば
か
話
」
で
問

題
点
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
方
が
、
読

者
の
記
憶
に
残
る
か
ら
で
す
。

　

話
を
作
る
時
に
取
材
し
た
こ
と
が

10
と
す
る
と
、
そ
の
う
ち
の
１
を
使

い
、
さ
ら
に
理
想
を
プ
ラ
ス
す
る
と

い
っ
た
感
じ
で
組
み
立
て
て
い
ま

す
。
漫
画
で
は
描
こ
う
と
思
え
ば
何

で
も
出
来
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
何
を
根
拠
と
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ

を
出
す
か
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

―
一
度
登
場
し
て
問
題
を
解
決
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
そ
の
回
限
り
で
な

く
、
状
況
が
変
化
し
た
こ
と
で
新
た

な
問
題
を
抱
え
て
再
登
場
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
状
況
の
変
化
や
成
長

を
ど
の
よ
う
に
物
語
に
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か

星
野　

一
度
取
材
し
た
対
象
が
時
間

の
経
過
と
と
も
に
変
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
の
庭
園

を
作
り
上
げ
る
話
の
後
に
、
そ
の
ホ

テ
ル
自
体
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
、
と
い

う
話
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
「
生
活

を
ち
ゃ
ん
と
し
よ
う
」
と
い
う
意
識

が
生
じ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
成
長
さ

せ
た
り
、
変
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
今
後
の
『
解
体
屋
ゲ
ン
』
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
構
想
さ
れ
て
い

ま
す
か

星
野　

建
設
業
界
は
職
人
の
人
手
不

足
、
高
齢
化
、
若
手
の
参
入
不
足
と

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
日
本
社
会
の

抱
え
る
問
題
で
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
か
ら
先
の

日
本
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
、
公

共
事
業
を
増
や
し
、
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
し
、
社
会
全
体
を
活
性
化
す
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
解
体
屋
ゲ
ン
』
は
こ
れ
ま
で
、

解
体
の
話
以
外
に
大
ま
か
に
分
け

て
、
緑
化
事
業
、
商
店
街
活
性
化
事

業
、
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
・
Ｃ
Ｍ
Ｉ
・
Ａ
Ｉ

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
話
、
今
で
い
う
Ｄ
Ｘ
で
す
ね
、
そ

こ
に
実
在
す
る
職
人
さ
ん
や
企
業
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
て
い
た
だ
く

話
を
織
り
交
ぜ
て
き
ま
し
た
。
１
０

０
０
回
目
に
向
け
、
こ
こ
か
ら
先
は

行
政
と
公
共
事
業
の
話
を
取
り
上
げ

て
ゆ
く
予
定
で
す
。

―
今
後
、
建
設
業
界
は
ど
う
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
か

星
野　

人
手
不
足
や
Ｄ
Ｘ
、
外
国
人

労
働
者
な
ど
、
こ
れ
か
ら
２
～
３
年

で
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
来

る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
を
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
ピ
ン
チ
と
取
る

か
、
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る

か
、
現
実
は
ど
ち
ら
に
進
む
で
し
ょ

う
か
。
不
安
も
あ
り
つ
つ
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。

　
『
解
体
屋
ゲ
ン
』
で
は
そ
の
点
に

注
視
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
考
え

る
理
想
を
追
求
し
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
爆
破
解
体
と
い
う
特
殊
な
技
術
や
正
義
感
あ
ふ
れ

る
行
動
力
を
持
つ
主
人
公
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
題
を

解
決
す
る
人
気
漫
画
『
解
体
屋
ゲ
ン
』。
現
実
に
建

設
現
場
で
発
生
し
て
い
る
事
象
は
も
と
よ
り
、
社
会

問
題
や
今
後
起
こ
り
得
る
未
来
を
予
測
し
た
テ
ー
マ

を
題
材
に
す
る
な
ど
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が

ら
現
実
世
界
と
つ
な
が
る
部
分
も
多
い
。
実
際
の
現

場
に
存
在
す
る
課
題
を
大
胆
か
つ
、
時
に
は
ば
か
ば

か
し
い
手
法
で
解
決
す
る
姿
は
実
に
痛
快
だ
が
、
現

状
を
打
破
す
る
手
段
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
る
点

が
あ
り
、
建
設
業
界
に
対
す
る
示
唆
に
富
ん
で
い

る
。
原
作
者
で
あ
る
星
野
茂
樹
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
建
設
業
界
の
魅
力
や
作
品
を
通
し
て
業
界

に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
っ
た
。

『
解こ

わ

し

や

体
屋
ゲ
ン
』
原
作
者 

星
野
茂
樹
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

自
信
と
プ
ラ
イ
ド
が
働
く
強
み

変
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
時
期
来
る

作品紹介『解
こ わ し や

体屋ゲン』
　爆破解体のプロフェッショナルである
熱血漢の主人公・朝倉巌（通称ゲン）が、
仲間たちと一緒に活躍する姿を描いた爆
破解体エンターテインメント。『週間漫
画TIMES』（芳文社、毎週金曜日発売）に
て大人気連載中。本日（10月1日）発売
の最新号で連載は第928話を迎える。
最新95巻も本日発売。

原作・星野茂樹
　群馬県前橋市出身の漫画原作者。
2002年より芳文社発行の『週刊漫画
TIMES』において「解体屋ゲン」（作画:
石井さだよし）が連載中の他、合同会社
ENMAKU代表として、日本の漫画を海
外に輸出する『Ninja World』シリーズ
を制作中。

　宮城県気仙沼市に生まれる。中学校卒
業後、航空自衛隊第4術科学校生徒隊に
入隊。パイロットを目指すが挫折。心機
一転、漫画家を目指し21歳で「ちばて
つやプロダクション」に入社。漫画家と
しての基礎を学ぶ。少年サンデーにて「ス
トレートどまん中」で漫画家デビュー。
2005年石井漫画工房設立。

作画・石井さだよし

日本を元気に も建設業界を応援
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若
い
子
の
目
線
で
向
き
合
う

　

建
設
現
場
の
若
手
職
人
に
焦
点
を
当
て
た
映
画
が
７
月
に
劇
場
公

開
さ
れ
た
。
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
。
社
会
人
の

誰
し
も
が
経
験
す
る
で
あ
ろ
う
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
。
若
き
希

望
の
挫
折
に
職
場
全
員
で
立
ち
向
か
う
物
語
。
企
画
・
製
作
は
、
独

自
の
人
材
育
成
策
に
取
り
組
む
福
井
県
の
内
外
装
工
事
・
建
材
会
社

で
あ
る
タ
ッ
セ
イ
（
田
中
陽
介
代
表
取
締
役
社
長
）
が
務
め
た
。
劇

場
公
開
を
終
え
た
田
中
社
長
に
、
映
画
へ
掛
け
た
想
い
と
担
い
手
の

確
保
、
若
手
育
成
の
考
え
方
を
聞
い
た
。

たなか・ようすけ
　1980年福井市生まれ。大学進学を機
に上京し、俳優として9年間活動。
2007年に家業であるタッセイに入社す
る。19年5月から代表取締役社長。

担
い
手
確
保
の
心
掛
け

　

き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
。
い
わ
ゆ

る
３
Ｋ
と
呼
ば
れ
る
建
設
現
場
で
の

仕
事
。
そ
の
仕
事
に
は
夢
や
希
望
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実

際
は
そ
う
で
は
な
い
。

　

職
人
が
い
な
い
と
会
社
は
回
ら
な

い
。
果
た
し
て
今
の
若
い
子
は
、
一

人
親
方
の
も
と
に
弟
子
入
り
す
る
形

で
業
界
に
入
っ
て
く
る
の
か
。
年
齢

差
が
あ
り
、
そ
の
人
と
合
わ
な
け
れ

ば
業
界
を
去
っ
て
し
ま
う
。
同
年
代

の
同
期
が
い
て
、
す
ぐ
上
の
先
輩
が

い
て
、
監
督
・
コ
ー
チ
の
よ
う
な
ベ

テ
ラ
ン
親
方
が
数
人
い
る
環
境
を
大

切
に
作
っ
て
き
た
。
い
わ
ば
部
活
動

の
よ
う
な
雰
囲
気
。

　

Ｔ
Ａ
Ｔ
（
正
社
員
職
人
チ
ー
ム
）

結
成
か
ら
今
年
で
５
期
生
が
入
社
し

た
。
入
社
前
の
高
校
生
を
招
く
際
に

は
保
護
者
も
会
社
に
招
い
て
い
る
。

そ
の
保
護
者
の
建
設
業
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
や
は
り
３
Ｋ
だ
。
し
か

し
、
社
員
同
士
の
会
話
や
雰
囲
気
を

見
て
安
心
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

　

社
員
一
人
一
人
と
向
き
合
っ
て
い

る
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

若
手
育
成

　

建
設
業
の
世
界
に
何
十
年
も
浸
っ

て
お
ら
ず
、
業
界
の
常
識
み
た
い
な

こ
と
に
あ
ま
り
縛
ら
れ
な
い
で
、
い

ろ
ん
な
こ
と
を
し
て
き
た
。
一
番
大

事
な
こ
と
は
、
若
い
子
の
目
線
で
、

寄
り
添
っ
て
あ
げ
る
こ
と
を
ど
れ
だ

け
す
る
か
。
ど
ん
な
制
度
を
作
っ
て

も
、
ど
ん
な
広
告
を
打
っ
て
も
、
ど

れ
だ
け
お
金
を
か
け
て
も
、
結
局
、

若
い
子
た
ち
が
去
っ
て
し
ま
う
。
定

着
し
な
い
。

　

親
方
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
弟
子
入

り
し
な
い
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
今
の

子
た
ち
に
と
っ
て
は
良
さ
そ
う
な
の

だ
と
感
じ
る
。
親
方
に
対
し
て
は
必

ず
同
期
で
２
人
ワ
ン
ペ
ア
に
。
自
分

一
人
だ
と
心
が
折
れ
そ
う
だ
が
、
愚

痴
が
言
え
る
相
手
が
い
た
り
、
こ
い

つ
に
は
負
け
た
く
な
い
気
持
ち
に
な

る
。
背
中
を
見
て
盗
め
、
ガ
ツ
ン
と

叱
る
こ
と
は
あ
れ
ど
、
同
期
や
年
の

近
い
先
輩
が
い
る
環
境
が
大
切
。
辞

め
た
い
と
辞
表
を
持
っ
て
く
る
人
も

い
る
が
、
も
う
一
回
と
ど
ま
っ
た
り

す
る
。
そ
ん
な
手
間
が
か
か
る
こ
と

を
わ
ざ
わ
ざ
や
ら
な
く
て
も
、
と
思

う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大

切
な
こ
と
。

　

こ
の
ほ
か
の
こ
だ
わ
り
は
、
直
行

直
帰
を
さ
せ
な
い
こ
と
。
会
社
に
来

て
部
署
の
違
う
社
員
と
言
葉
を
交
わ

す
。
自
分
は
一
人
で
は
な
い
。
仲
間

が
い
る
。
自
分
は
こ
こ
の
一
員
な
ん

だ
と
、
思
う
か
思
わ
な
い
か
は
定
着

に
も
の
す
ご
く
重
要
な
も
の
だ
と
思

う
。

　

彼
ら
が
ど
う
し
た
ら
、
嫌
に
な
ら

ず
に
前
向
き
に
仕
事
で
成
長
し
て
い

け
る
か
。
若
い
子
の
目
線
で
、
人
と

し
て
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
っ
て
み
た

い
。

　1949年に創業。営業エリアは福井・
金沢を拠点とした北陸地域に加え、中
京・関西方面にも進出している。
　事業は二つの大きな柱で構成。一つ
は大型ビルなどを中心とした内装工
事。非住宅分野の内装工事では、専属
施工集団「タッセイ職友会」（210人）
と二人三脚で責任施工体制を整備。北
陸ナンバーワンの実績を誇る。もう一
つは住宅用建築資材の販売と納入。福
井・石川両県でトップシェアを有する。
　スローガンは「建てる」を応援する
会社。

３
つ
の
転
機
を
経
て

映
画
化
の
夢
膨
ら
む

　

今
か
ら
７
年
前
。
人
出
不
足
や
採

用
難
が
深
刻
さ
を
増
す
中
で
、
何
が

地
元
北
陸
で
で
き
る
の
か
、
焦
燥
感

に
駆
ら
れ
て
い
た
。
全
国
の
事
例
を

研
究
す
る
日
々
で
転
機
が
訪
れ
る
。

あ
る
大
学
の
建
築
学
部
教
授
と
の
出

会
い
だ
っ
た
。「
内
装
職
人
。
響
き

が
良
く
な
い
。
も
っ
と
人
が
憧
れ
る

か
っ
こ
い
い
名
前
に
せ
ん
と
あ
か

ん
」。
そ
の
言
葉
が
心
に
大
き
く
響

い
た
。
内
装
工
事
・
建
材
卸
売
り
で

は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
建
設
業
に
興
味

の
な
い
若
者
に
少
し
で
も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
選
ん
だ
道
は
見
栄
え
や
デ
ザ

イ
ン
の
追
求
。
そ
れ
が
最
初
の
ス
テ

ッ
プ
だ
っ
た
。

　

２
０
１
５
年
ご
ろ
か
ら
は
、
自
社

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
宣
伝
と
、
企
業
の
見

え
方
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
採
用
に

つ
い
て
業
界
外
に
本
格
的
に
発
信
し

て
い
く
こ
と
し
た
。

　

２
つ
目
の
転
機
が
訪
れ
る
。
自
社

独
自
の
組
織（
Ｔ
Ａ
Ｔ
）を
立
ち
上
げ

た
。
正
社
員
職
人
チ
ー
ム
で
あ
る
。

警
察
特
殊
部
隊「
Ｓ
Ａ
Ｔ
」を
に
お
わ

せ
る
名
称
。
い
か
に
キ
ャ
ッ
チ
ー
で

ポ
ッ
プ
か
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
功

を
奏
し
、
学
生
に
今
ま
で
見
向
き
も

さ
れ
な
か
っ
た
状
況
が
一
変
し
た
。

　

７
年
の
試
行
錯
誤
の
末
に
福
井
県

出
身
で
、
同
い
年
で
あ
る
片
山
享
監

督
に
出
会
う
。
３
つ
目
の
転
機
で
あ

る
。
東
京
で
９
年
間
を
俳
優
活
動
に

注
い
で
い
た
頃
の
情
熱
が
よ
み
が
え

り
、
映
画
で
建
設
業
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

夢
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

映
画
企
画

　

監
督
の
建
設
業
へ
の
印
象
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
だ
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
は
日
雇

い
労
働
。
そ
こ
は
監
督
が
足
を
踏
み

入
れ
よ
う
と
考
え
も
し
な
か
っ
た
世

界
。
だ
が
、
映
画
の
取
材
で
現
場
に

足
を
運
ん
だ
と
き
、
価
値
観
が
崩
壊

し
た
と
い
う
。「
楽
し
い
？
」「
楽
し

い
」。「
や
り
が
い
は
？
」「
快
適
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」。そ
の
一
問
一
答

の
表
情
や
声
色
は
本
心
か
ら
来
る
も

の
だ
っ
た
。
お
客
様
の
た
め
、
お
施

主
様
の
た
め
、
会
社
の
た
め
、
家
族

の
た
め
。
夢
や
や
り
が
い
を
持
っ
た

職
人
を
見
て
、
先
入
観
が
吹
き
飛
ん

だ
。
こ
の
実
情
を
ぜ
ひ
映
画
に
落
と

し
込
み
た
い
。
監
督
に
よ
る
職
人
取

材
の
日
々
が
始
ま
っ
た
。

映
画
製
作

　

高
校
時
代
駅
伝
部
だ
っ
た
主
人

公
。
大
会
で
タ
ス
キ
を
途
切
れ
さ
せ

て
し
ま
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
、
立
ち

止
ま
り
た
く
な
い
、
負
け
た
く
な
い

気
持
ち
を
強
く
抱
い
て
い
る
。
建
設

業
界
に
入
っ
て
同
じ
作
業
を
こ
な
す

日
々
。
職
人
の
技
術
は
一
朝
一
夕
で

身
に
つ
く
は
ず
が
な
い
。
同
期
が
新

し
い
仕
事
を
任
さ
れ
る
様
子
を
目
に

し
、
少
し
ず
つ
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
て

い
く
。
負
け
た
く
な
い
焦
り
が
大
事

故
に
つ
な
が
り
得
る
ミ
ス
に
つ
な
が

る
。
自
分
は
も
っ
と
で
き
る
。
ど
う

し
て
上
手
く
い
か
な
い
の
か
。

　

葛
藤
に
苦
し
む
中
、
周
り
の
助
言

を
得
る
。
建
物
は
一
人
で
作
る
も
の

で
は
な
い
。
一
人
で
悩
む
こ
と
は
な

い
こ
と
に
気
が
付
く
。
各
工
程
で
タ

ス
キ
が
交
わ
さ
れ
ゴ
ー
ル
に
到
達
す

る
の
だ
。

Ｐ
Ｒ
活
動

　

中
小
企
業
、
特
に
建
設
業
で
は
職

人
不
足
が
深
刻
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
相
ま
り
、
業
界
を
直

接
知
っ
て
も
ら
う
機
会
、
会
う
機
会

が
奪
わ
れ
て
い
る
。
な
ん
と
か
し
て

業
界
を
伝
え
て
い
け
な
い
か
。
福
井

県
と
石
川
県
の
高
校
に
チ
ラ
シ
と
招

待
券
を
持
参
し
た
ほ
か
、
県
知
事
や

副
知
事
、
教
育
委
員
会
、
建
設
関
係

部
署
に
も
声
を
掛
け
て
回
っ
た
。

劇
場
公
開

　

レ
イ
ト
シ
ョ
ー
で
の
１
日
１
回
限

り
の
公
開
だ
っ
た
。
１
０
０
人
規
模

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
映
画
館
に
２

週
間
で
７
０
０
人
が
訪
れ
た
。
年
齢

層
も
中
・
高
校
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
か
っ
た
。
高
校
生
、
大
学
生
の

子
を
持
つ
親
の
姿
も
。
高
校
生
が
映

画
を
見
た
後
に
タ
ッ
セ
イ
本
社
を
訪

れ
る
ほ
ど
反
響
が
大
き
か
っ
た
。

公
開
を
振
り
返
る

　

凄
い
情
熱
を
注
い
だ
。
普
段
あ
ま

り
ス
ポ
ッ
ト
の
当
た
ら
な
い
建
設
現

場
の
職
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
か

っ
た
。

　

学
生
が
社
会
に
出
て
人
と
一
緒
に

仕
事
を
す
る
と
は
。
映
画
で
は
建
設

業
を
舞
台
に
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ

ッ
プ
に
苦
し
む
様
子
を
描
い
た
。
こ

れ
は
多
く
の
人
が
経
験
す
る
こ
と
で

あ
り
、
共
感
を
得
や
す
か
っ
た
と
思

う
。

　

目
線
に
も
意
識
し
た
。
主
人
公
の

若
手
職
人
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
同

期
、先
輩
、親
方
、親
御
さ
ん
な
ど
。

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
の
悩
み
や
想
い

を
描
け
た
。

　

企
画
着
手
は
２
０
１
９
年
だ
っ

た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
い
人
・
高
校

生
。
当
初
は
動
画
配
信
サ
イ
ト
の
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、
１
話
６
分
の
シ
ョ

ー
ト
ム
ー
ビ
ー
を
５
話
構
成
で
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、福
井
の
建
材
屋
・

内
装
工
事
会
社
が
短
編
ビ
デ
オ
を
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
リ
リ
ー
ス
し
て
多
く

の
人
に
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ニ
ュ

ー
ス
性
も
な
く
、
珍
し
い
こ
と
で
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

草
の
根
運
動
み
た
い
な
周
知
。
た

だ
建
設
業
に
興
味
を
持
っ
た
人
が
い

た
と
き
に
、
こ
ん
な
会
社
が
あ
る
よ

と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
。

の
で
は
な
い
か
。

映画『くもりのち晴れ』…職人の世界を題材に、普段知られることのない、負けず嫌
いの職人の葛藤と希望を描いた作品。企画・製作：タッセイ　監督・脚本：片山享

㈱タッセイ
本社：福井県福井市河増町30－20

映画で建設業界ＰＲ
タッセイ 代表取締役社長田中陽介氏インタビュー

会 社 概 要

安
心
で
き
る
職
場
環
境

前
向
き
な
成
長
後
押
し

一
人
で
悩
む
こ
と
は
な
い

現
場
の
職
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
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し
て
し
ま
う
と
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な

ど
の
発
注
者
に
は
、
コ
ス
ト
が
イ
ン

プ
ッ
ト
さ
れ
る
。
そ
の
認
識
を
受
注

者
側
が
覆
す
の
は
大
変
だ
。
こ
の
よ

う
な
傾
向
も
あ
り
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
利
益
率
が
下
が
る
構
図
が
生

ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
改
善

に
は
、
一
昔
前
と
同
様
、
業
界
全
体

が
足
並
み
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
難
し

い
だ
ろ
う
。

利
潤
出
な
い
デ
ジ
タ
ル

化
は
不
十
分

　

就
業
者
数
の
減
少
を
踏
ま
え
る

と
、
建
設
投
資
が
あ
ま
り
増
え
す
ぎ

て
も
、
今
の
業
界
で
は
仕
事
を
受
け

き
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
若
者
離
れ

の
解
消
は
、
建
設
業
の
将
来
を
左
右

す
る
問
題
だ
。

　

技
術
者
よ
り
は
、
特
に
技
能
者
。

高
齢
者
の
退
職
に
よ
る
人
員
減
は
、

こ
の
先
避
け
ら
れ
な
い
。
若
者
を
増

や
そ
う
と
働
き
方
改
革
を
進
め
て
は

い
る
が
、
目
玉
の
取
り
組
み
が
週
休

２
日
だ
け
で
は
状
況
打
開
は
厳
し

い
。

　

例
え
ば
、
建
設
現
場
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
生
産
効
率
の
向
上
、
施
工

の
自
動
化
な
ど
を
進
め
る
流
れ
と
一

体
で
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ

を
図
る
仕
掛
け
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

担
い
手
の
確
保
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
は

ワ
ン
セ
ッ
ト
で
は
な
い
か
。
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
生
産
性
改
善
の
切
り
札
で

あ
る
の
と
同
時
に
、
人
材
を
引
き
付

け
る
材
料
に
も
活
用
で
き
る
は
ず

だ
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
利
益
率

の
改
善
は
確
実
に
意
識
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
事
例
を
み
て
も
、

利
益
率
改
善
を
目
指
す
意
識
は
あ
ま

り
み
て
と
れ
な
い
。
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
の

主
眼
は
、
人
手
不
足
解
消
に
置
か
れ

て
き
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
ド

ロ
ー
ン
と
い
っ
た
新
技
術
は
普
及
す

る
の
に
、
利
益
率
が
上
が
ら
な
い
。

こ
れ
で
は
駄
目
だ
。
建
設
業
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
余
力

を
価
格
競
争
で
費
や
し
て
は
な
ら
な

い
。

　

受
け
き
れ
な
い
ほ
ど
の
工
事
量
が

あ
れ
ば
、
受
注
者
側
も
必
然
的
に
利

益
の
高
い
案
件
を
選
別
す
る
よ
う
に

な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
の
需
給

変
化
は
考
え
に
く
い
。
建
設
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
は「
若
者
を
入
れ
る
」、「
生

産
効
率
を
ア
ッ
プ
し
て
人
手
不
足
を

補
う
」、
そ
し
て
「
利
益
率
を
改
善

す
る
」。
こ
の
３
点
が
意
識
さ
れ
る

べ
き
だ
。

　
建
設
業
に
対
す
る
市
場
関
係
者
の
見
方
は
、
全
体
の
建
設
投
資
と
個
々
の
企
業
の
今
後
を
巡
っ
て
、
楽
観
・

警
戒
の
含
み
が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。「
建
設
投
資
は
当
面
、
高
水
準
の
横
ば
い
傾
向
を
予
測
す
る
。
そ
れ

に
対
し
、
企
業
の
採
算
低
下
は
気
が
か
り
な
材
料
」。
こ
う
分
析
す
る
の
は
、
大
和
証
券
エ
ク
イ
テ
ィ
調
査
部

の
建
設
担
当
、
寺
岡
秀
明
担
当
部
長
チ
ー
フ
ア
ナ
リ
ス
ト
。
企
業
間
や
周
辺
環
境
で
今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
。
寺
岡
氏
は
、他
産
業
に
比
べ
改
善
余
地
が
あ
る
利
益
率
の
観
点
な
ど
か
ら
、業
界
の
針
路
を
提
言
す
る
。

大和証券 エクイティ調査部担当部長 チーフアナリスト　寺
て ら

岡
お か

秀
ひ で

明
あ き

氏

　

全
国
規
模
の
ゼ
ネ
コ
ン
と
、
地
域

建
設
業
の
勝
ち
残
り
策
は
多
種
多

様
。
東
京
・
大
阪
の
大
都
市
圏
の
建

設
需
要
は
、
し
ば
ら
く
堅
調
な
地
合

い
が
続
く
。
手
広
く
事
業
所
を
構
え

る
大
手
が
、
流
れ
に
乗
ら
な
い
手
は

な
い
。

　

大
阪
は
万
博
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｒ
（
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
が
誘
致
さ
れ
れ

ば
、
大
型
事
業
が
相
次
ぐ
こ
と
に
な

る
。
民
間
の
再
開
発
系
は
、
24
～
25

年
に
か
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成

し
て
く
る
。
そ
こ
で
一
服
感
は
出
る

だ
ろ
う
が
、
Ｉ
Ｒ
な
ど
が
次
に
つ
な

が
る
期
待
は
持
て
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
は
、

洋
上
風
力
発
電
の
工
事
が
こ
れ
か
ら

始
ま
る
。
本
格
的
に
動
い
て
く
る
の

は
23
年
度
以
降
。
大
手
は
ほ
ぼ
、
洋

上
風
力
を
見
据
え
て
船
を
建
造
し
て

い
る
。
再
エ
ネ
投
資
と
の
両
輪
で
、

不
動
産
開
発
に
成
長
の
余
地
を
求
め

る
戦
略
も
目
立
つ
。
基
本
的
に
、
国

内
建
設
業
を
純
粋
に
伸
ば
し
て
い
こ

う
と
い
う
大
手
の
動
き
は
、
あ
ま
り

み
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、
戦
略
次
第
で
「
公
共
工
事

の
受
注
中
心
」
と
い
う
考
え
方
に
も

依
然
強
み
は
あ
る
。
公
共
中
心
に
業

績
を
上
げ
る
上
場
企
業
は
何
社
も
あ

る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
ラ
イ
ト
工
業
。
手
厚
く

予
算
が
配
分
さ
れ
た
土
砂
災
害
対
策

関
連
事
業
に
着
目
し
、
高
速
道
路
の

り
面
工
事
の
受
注
な
ど
で
業
績
を
伸

ば
し
て
い
る
。
橋
梁
な
ど
イ
ン
フ
ラ

改
修
関
係
で
は
、
シ
ョ
ー
ボ
ン
ド
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
強
い
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
系
構
造
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

分
野
で
業
績
拡
大
を
果
た
し
て
い

る
。

　

ほ
か
に
も
、
高
速
道
路
系
の
橋
梁

補
修
や
、
床
版
の
取
り
替
え
工
事
な

ど
を
巡
り
、
準
大
手
以
降
の
参
入
が

増
え
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
動
向
の
背
景
に
は
、
通

常
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
を
楽
に
は

受
注
で
き
な
い
実
情
が
あ
る
。
一
般

競
争
入
札
は
受
注
の
予
測
を
し
き
れ

な
い
。
手
掛
け
る
案
件
を
特
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
過
度
な
競
争
を
避
け
る

経
営
は
、一
つ
の
炯け

い

眼が
ん

と
も
い
え
る
。

地
元
の
領
域
を
守
れ

　

大
都
市
圏
以
外
の
地
方
は
、
人
口

減
少
の
影
響
も
大
き
い
中
、
よ
り
小

刻
み
な
建
設
需
要
を
ど
う
取
り
込
ん

で
い
け
る
か
で
、
経
営
手
腕
が
試
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
へ
の
見
方
は
厳
し

い
。
再
エ
ネ
投
資
に
関
し
て
は
、
洋

上
風
力
の
次
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
脱
炭
素
に
つ
な
が
る
省
エ
ネ
改

修
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）、
木
造
建
築
な

ど
、
将
来
の
建
設
需
要
に
関
わ
る
新

た
な
潮
流
は
い
く
つ
か
出
て
い
る
。

　

た
だ
、
地
場
の
場
合
は
上
場
企
業

ら
と
違
い
、
イ
ン
フ
ラ
の
防
災
・
減

災
分
野
を
稼
ぎ
の
軸
と
す
べ
き
。
地

域
の
水
害
対
策
、
河
川
整
備
な
ど
に

大
手
参
入
の
余
地
は
少
な
く
、
間
違

い
な
く
地
元
の
領
域
だ
。

　

発
注
者
に
も
よ
る
が
、
行
政
に
よ

る
発
注
・
施
工
時
期
の
平
準
化
は
進

ん
で
き
た
。
経
営
者
は
、
昔
に
比
べ

受
注
計
画
を
立
て
や
す
い
。
し
か
し

実
際
に
は
、
事
業
執
行
が
予
定
よ
り

遅
延
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
地
域
建

設
業
に
は
死
活
問
題
だ
。
根
本
原
因

に
は
、
行
政
側
の
技
術
職
員
不
足
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

人
手
不
足
の
影
響
は
、
官
民
問
わ

ず
、
よ
り
地
方
の
組
織
が
悩
ま
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
課
題
。
企
業
側
に
で
き

る
対
策
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
生
産
効
率
ア
ッ
プ
に
、
一
段
と

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
手
で
あ
れ
ば
、
潤
沢
な
研
究
開

発
費
を
つ
ぎ
込
め
る
。
地
域
企
業
に

は
ま
だ
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
何

も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に

競
争
力
で
差
が
開
く
の
は
明
白
。
し

か
も
そ
の
開
き
は
、
今
の
想
像
以
上

の
ス
ケ
ー
ル
で
起
こ
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
動
か
な
い
企
業
が
、
こ
の
先

生
き
残
れ
な
い
恐
れ
は
強
ま
っ
て
い

る
。

　

全
体
の
建
設
投
資
は
、
高
水
準
の

横
ば
い
が
当
面
続
く
と
み
て
い
る
。

懸
案
の
民
間
工
事
に
つ
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
沈
ん
だ
分
が
、
今
期
か
ら
戻

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
情
勢
的
に
、
今

後
の
建
設
投
資
が
右
肩
下
が
り
に
落

ち
込
む
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
持
っ
て

い
な
い
。

　

建
設
需
要
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
造
ら

れ
た
イ
ン
フ
ラ
や
、
建
築
物
な
ど
の

維
持
管
理
・
更
新
計
画
。
多
く
の
構

造
物
・
施
設
で
老
朽
化
が
進
み
、
国

内
は
大
規
模
更
新
期
に
入
っ
た
。
築

30
年
、
50
年
が
経
過
す
る
橋
梁
や
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
更
新
需
要
は
、
こ
れ

か
ら
が
本
番
だ
。
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
稼
ぎ
た
い
経
営

者
は
、
国
の
予
算
編
成
の
動
向
を
熟

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

民
間
と
比
べ
、
公
共
事
業
予
算
は

じ
り
じ
り
と
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。

国
土
交
通
省
の
当
初
予
算
は
２
０
１

４
年
度
以
降
、６
兆
～
６
・
１
兆
円
規

模
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
こ
へ
補
正

予
算
が
随
時
加
わ
り
、
全
体
の
事
業

量
を
押
し
上
げ
る
流
れ
が
続
い
た
。

　

昨
年
度
を
み
る
と
、
補
正
予
算
は

第
１
次
か
ら
３
次
ま
で
が
措
置
さ

れ
、
公
共
事
業
関
係
費
は
９
・
３
兆

円
に
上
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
３
次
補

正
の
１
・
７
兆
円
は
本
年
度
の
執
行

分
に
回
さ
れ
る
。
本
年
度
の
公
共
事

業
は
、
当
初
分
６
・
１
兆
円
に
１
・

７
兆
円
を
加
え
た
７
・
８
兆
円
を
正

味
の
事
業
規
模
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
15

兆
円
程
度
の
財
政
措
置
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」（
21
～
25
年
度
）
が
、

強
力
な
下
支
え
と
な
る
。
取
り
組
み

初
年
で
あ
る
21
年
度
は
、
加
速
化
対

策
の
前
倒
し
で
も
あ
る
昨
年
度
補
正

と
、
本
年
度
当
初
の
予
算
が
合
算
さ

れ
、
執
行
に
至
る
形
に
な
っ
た
と
言

い
換
え
ら
れ
る
。

　

国
内
の
自
然
災
害
は
、
ま
す
ま
す

激
甚
化
し
て
い
る
。
地
域
の
防
災
・

減
災
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
た

め
の
公
共
事
業
予
算
を
大
き
く
減
ら

す
動
意
は
、お
よ
そ
見
当
た
ら
な
い
。

　

仮
に
公
共
事
業
費
が
６
兆
円
を
切

る
こ
と
に
な
れ
ば
厳
し
い
が
、
国
内

の
課
題
を
理
解
し
た
政
権
で
あ
れ

ば
、
そ
う
し
た
決
断
を
下
す
こ
と
は

な
い
は
ず
だ
。

　

建
設
業
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
機

会
は
絶
え
な
い
。
建
設
投
資
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
く
と
は
見
て
い
な
い

が
、
周
辺
環
境
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
関

係
で
は
新
設
ニ
ー
ズ
が
減
る
分
、
改

修
関
係
の
予
算
が
増
え
、
ト
ー
タ
ル

で
高
水
準
の
横
ば
い
に
な
る
と
い
っ

た
見
方
だ
。

目
先
は
製
造
・
物
流
、

回
復
兆
候
ま
ち
ま
ち

　

民
間
中
心
の
建
築
工
事
は
、
分
野

に
よ
り
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る
。
全

体
で
み
て
、
今
後
３
～
４
年
程
度
は

心
配
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
先
に
は

不
透
明
感
も
あ
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な
ど
を
見
込

ん
だ
ホ
テ
ル
開
発
は
、
新
型
感
染
症

そ
の
た
め
、
日
本
建
設
業
連
合
会
の

決
議
や
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
経

済
政
策
も
あ
り
、
13
年
度
以
降
、
ゼ

ネ
コ
ン
の
採
算
性
は
徐
々
に
改
善
し

た
。
他
産
業
に
も
劣
ら
な
い
利
益
率

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
体
質
が
一
気
に

逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
印
象
だ
。

　

建
設
業
に
は
、
採
算
性
に
対
す
る

意
識
を
改
め
て
高
め
て
も
ら
い
た

い
。

　

公
共
事
業
に
限
れ
ば
、
適
正
な
利

益
率
に
近
づ
い
て
い
る
。
粗
利
で
15

％
前
後
、
良
い
と
き
で
20
％
近
い
実

績
も
聞
か
れ
る
。

　

本
来
、
粗
利
ベ
ー
ス
で
あ
れ
ば
20

％
か
、
少
な
く
と
も
15
％
以
上
は
ほ

し
い
。
営
業
利
益
率
で
は
10
％
以
上

は
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
、
確
保
で

き
る
業
界
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

れ
が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
で
い

る
。
建
設
業
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
多

く
、
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
や
す

い
環
境
に
は
あ
る
。
こ
う
し
た
受
注

産
業
の
弱
み
は
、
民
間
案
件
で
一
層

顕
著
に
な
る
。
低
価
格
で
一
度
受
注

　

直
近
の
建
設
業
界
が
抱
え
る
懸
念

事
項
は
、
大
き
く
分
け
て
２
点
。
再

開
発
系
の
大
型
建
築
案
件
で
激
化
し

て
い
る
価
格
競
争
と
、
若
者
の
入
職

離
れ
だ
。
ア
ナ
リ
ス
ト
の
観
点
か
ら

言
え
ば
、
大
型
建
築
で
起
こ
っ
て
い

る
価
格
競
争
の
解
消
が
、
一
番
の
課

題
と
捉
え
る
。

　

事
業
規
模
が
数
百
億
円
か
ら
１
０

０
０
億
円
、
２
０
０
０
億
円
規
模
ま

で
上
る
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
こ
こ
２
年
、
採
算
性
の
低
下
が

著
し
い
。

　

大
規
模
ビ
ル
の
建
設
に
は
、
非
常

に
高
度
な
技
術
力
が
必
要
。
付
加
価

値
が
高
い
建
築
物
を
造
る
の
だ
か

ら
、
本
来
は
採
算
性
も
高
く
あ
る
べ

き
な
の
だ
が
、
逆
に
な
っ
て
い
る
。

低
い
利
益
率
が
全
体
の
業
績
を
引
き

下
げ
て
い
る
格
好
に
み
え
て
し
ま

う
。

　

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
の
抑
止
は
、
業

界
全
体
の
共
通
認
識
だ
っ
た
は
ず
。

の
影
響
直
撃
に
よ
り
、
回
復
の
兆
し

は
依
然
み
え
な
い
。
当
面
は
戻
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
昨
年
度

へ
こ
ん
だ
製
造
業
の
工
場
関
連
、
物

流
施
設
の
開
発
が
、
本
年
度
は
比
較

的
堅
調
だ
。
こ
の
先
伸
び
て
い
き
そ

う
な
形
態
の
一
つ
に
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
も
浮
上
し
て
き
た
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
普
及
で
オ
フ
ィ

ス
の
空
室
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
大
都
市
圏
の
大
規
模
再
開
発

は
着
実
に
進
む
。
空
室
率
が
短
期
的

に
上
昇
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た

計
画
は
な
く
な
ら
な
い
。
都
心
部
の

再
開
発
が
自
然
と
落
ち
着
い
て
く
る

の
は
今
後
５
～
６
年
く
ら
い
だ
ろ

う
。

建設アナリストの視点・見方

建
設
投
資

全体
インフラ更新、防災・減災の需要を背景に高水準
の横ばいが当面続く。新型コロナウイルス感染症
の影響で沈んだ分は、今期から戻ってくる。

公共
６兆円を下限ラインに補正で積み増す流れ。国の
「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対
策」が下支え。国内事情をみれば、公共事業予算を
大きく減らす動意はない。

民間
全体でみて、今後３～４年は心配していない。ホ
テル開発は当面戻らない恐れ。昨年度へこんだ工
場関連、物流施設の開発は比較的堅調。

経
営
課
題

大型建築
メガプロジェクトにおける価格競争の激化で、採
算性が低下している。ダンピング受注の抑止は、
業界全体で足並みをそろえる必要がある。

若者離れ

担い手の確保とデジタル化はワンセット。デジタ
ル化を生産性改善の切り札にするのと同時に、人
材を引き付ける材料に。その際、デジタル化を利
益率改善に直結させるのは必須。余力を価格競争
に充ててはいけない。

企
業
間
競
争

上場企業ら
大手は洋上風力発電に視線。不動産開発にも成長
の余地を求める。高速道路関係のメンテナンスに
は準大手以降の参入が増えている。

地場
インフラの防災・減災分野の多くは、地元の領域
として軸となる。人手不足の影響は地方でより顕
著であり、デジタル化への乗り遅れは今後の命取
りとなる恐れ。

基
本
は
高
水
準
、流
れ
を
掴
め

建設投資

「
も
っ
と
稼
げ
る
産
業
に
な
る
」。
寺
岡
氏
は
建
設
業
の
可
能
性
を
説
く

「
20
％
利
益
」
当
然
の
意
識
を

経営課題

す
み
分
け
必
至
先
手
こ
そ
戦
略

企業間競争

市場が解く建設経営の明日



2021年（令和 3年）10月 1日（金曜日）（7） 日 本 工業経済新聞

地域発展の架け橋に　～提言特集号～
　熊本地震から５年が経過し、１～３月にかけて熊本城の重要文化財建
造物である長塀や天守閣復旧工事が完了した。同時期には15兆円規模と
なる「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」が閣議決定。
大規模な補正予算のもと、全国の各自治体は一斉に事業に取り掛かって
いる。そこで、熊本城天守閣復旧工事の関係者３人を取材。大規模災害
から歴史的建造物を守るために必要な備えや建設業界の魅力向上・発信
につながる手掛かりを探した。

天守閣被害状況のドローン画像 図面制作のための点群データ小天守下屋の撤去が完了

熊
本
城
復
旧
に
建
設
業
の
魅
力
あ
り

　

歴
史
的
建
造
物
は
設
計
図
が
完
全
で

は
な
い
場
合
が
あ
る
。
災
害
に
よ
っ
て

被
害
を
受
け
る
と
、
復
旧
に
必
要
な
資

料
収
集
に
多
大
な
時
間
を
費
や
し
、
着

工
ま
で
に
さ
ら
に
時
間
を
要
し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
今
回
の
熊
本
城
復
旧
で

用
い
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
存
在
は
大
き
い
。
昭

和
35
年
（
１
９
６
０
年
）
の
再
建
時
の

図
面
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
固
定
３
Ｄ

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
無
人
航
空
機

ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
、
点
群
デ
ー
タ
を

採
取
。
オ
ル
ソ
図
と
実
測
図
を
組
み
合

わ
せ
て
最
終
図
面
を
起
こ
し
て
い
る
。

大
林
組
の
清
沢
唯
志
氏
は
「
事
前
に
点

群
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と

い
う
時
に
早
く
復
旧
事
業
に
取
り
掛
か

れ
る
の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

　

平
時
に
お
け
る
点
群
デ
ー
タ
の
採
取

に
つ
い
て
、
熊
本
市
で
は
「
予
算
が
取

れ
る
か
ど
う
か
が
鍵
」
と
話
す
。
い
か

に
事
前
の
点
群
デ
ー
タ
収
集
が
有
益
で

あ
る
か
を
理
解
し
て
も
ら
う
か
が
重
要

に
な
る
と
い
う
。
イ
ン
フ
ラ
全
体
の
流

れ
と
し
て
、
橋
梁
修
繕
に
つ
い
て
は
予

防
保
全
が
有
効
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
活
発
化
。
災
害
時
に
も
境

界
が
明
確
と
な
る
地
籍
調
査
は
全
国
の

各
市
区
町
村
で
進
ん
で
い
る
。
社
会
全

体
が
事
後
で
は
な
く
予
防
管
理
に
移
り

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
文
化
財
的
価
値
を

持
つ
建
物
に
つ
い
て
も
、
全
国
の
各
市

区
町
村
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
事
前
の
点

群
デ
ー
タ
採
取
に
ぜ
ひ
乗
り
出
し
て
ほ

し
い
。

　

一
般
人
や
若
手
に
と
っ
て
建
設
業
が

魅
力
あ
る
産
業
に
な
る
た
め
に
は
熊
本

城
で
実
施
し
て
い
る
「
復
旧
の
見
え
る

化
」
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
受
発
注

者
が
設
計
段
階
か
ら
「
ど
う
や
っ
て
安

全
に
復
旧
現
場
を
見
せ
る
か
」
を
協
議

し
進
め
て
い
る
。
観
光
客
は
生
々
し
い

復
旧
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
来

る
た
び
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る

と
現
場
に
一
層
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な

る
。
復
旧
を
進
め
つ
つ
、
経
済
・
観
光

資
源
と
し
て
も
力
を
発
揮
す
る
好
例
と

言
え
る
。

　

業
界
の
魅
力
を
伝
え
て
若
手
を
確
保

す
る
に
は
、
工
事
の
様
子
を
日
常
的
に

世
間
一
般
に
「
見
え
る
化
」
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
見
え
な
い
囲
み
で
工
事

を
す
る
の
で
は
な
く
、
せ
め
て
透
明
な

囲
み
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
地
勉
強

会
の
よ
う
な
一
過
性
の
も
の
で
は
な

く
、
日
ご
ろ
の
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
こ
そ

が
、
一
般
人
の
日
常
生
活
に
入
り
込

み
、
建
設
業
へ
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
有

効
な
手
段
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
熊
本
城
復
旧
工
事
を
通
じ
て

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」「
工
事
の
見
え
る
化
」

の
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
。
建
設
業
に

と
っ
て
参
考
に
す
べ
き
内
容
は
多
い
は

ず
だ
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
が
復
旧
の
立
て
役
者

　

熊
本
地
震
に
よ
っ
て
熊
本
城
天
守

閣
の
屋
根
瓦
は
土
煙
を
上
げ
て
落
下

し
、
櫓
や
石
垣
が
崩
落
す
る
な
ど
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
発
災
直
後
の

状
況
に
つ
い
て
、
市
の
担
当
職
員
は

「
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
話
す
。
熊
本
城
全
体
の
完
全

復
旧
に
は
20
年
を
要
す
る
見
通
し
だ

が
、
昨
年
度
ま
で
に
天
守
閣
と
重
要

文
化
財
で
あ
る
長
塀
の
復
旧
が
完
了

し
た
。
早
期
の
完
全
復
旧
が
期
待
さ

れ
る
中
、
最
前
線
で
復
旧
に
当
た
る

熊
本
城
総
合
事
務
所
の
濵
田
清
美
副

所
長
と
田
代
純
一
主
査
を
取
材
。
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
文
化
財
的

価
値
の
保
全
と
最
新
技
術
に
よ
る
補

強
の
在
り
方
、
復
旧
工
事
と
資
源
活

用
の
両
立
な
ど
を
聞
い
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

被
災
１
年
目
は
復
旧
に
向
け
た
環

境
整
備
と
国
（
国
交
省
・
文
化
庁
）

と
の
調
整
に
奔
走
し
た
。
田
代
氏
は

「
天
守
閣
の
復
旧
は
、
計
画
段
階
が

ま
ず
大
変
で
し
た
」
と
話
す
。
通
常

の
公
共
事
業
の
よ
う
に
調
査
・
設
計
・

施
工
を
分
け
る
と
、
時
間
が
か
か
り

過
ぎ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
設
計
事

務
所
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
「
い

つ
ど
こ
が
崩
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
仮
設
設
計
を
ど
こ
か
ら
手
を
付

け
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
こ
と

が
判
明
。
２
つ
の
問
題
点
を
解
消
す

る
た
め
、
復
旧
整
備
事
業
に
は
ゼ
ネ

コ
ン
に
よ
る
設
計
・
施
工
一
体
型
が

有
力
と
な
っ
た
。
名
古
屋
城
天
守
木

造
復
元
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、

地
震
か
ら
わ
ず
か
４
カ
月
後
に
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
公
告
。
そ
の
後
は
大
林

組
に
よ
る
復
旧
工
事
へ
と
続
く
。

　

濵
田
氏
は
「
復
旧
事
業
を
進
め
る

に
当
た
り
、
腐
心
し
て
い
る
点
は
大

き
く
２
つ
」
と
話
す
。
１
つ
は
「
し

っ
か
り
し
た
丁
寧
な
復
旧
」
を
挙
げ

た
。
石
垣
に
は
明
確
な
耐
震
基
準
が

な
い
た
め
「
同
じ
地
震
を
想
定
し
て

専
門
家
や
文
化
庁
と
の
協
議
や
実
験

を
重
ね
、
文
化
財
的
な
価
値
を
守
り

な
が
ら
、
ど
の
程
度
の
補
強
が
可
能

か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
る
。
昨
年
度
に
は
文
化
庁
主
導
で

「
熊
本
城
の
石
垣
の
耐
震
診
断
基
準
」

が
完
成
。「
櫓
に
つ
い
て
も
で
き
る

限
り
の
耐
震
化
を
進
め
る
」と
語
る
。

　

２
つ
目
に
「
復
旧
の
見
え
る
化
」

を
掲
げ
る
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

熊
本
城
は
、
市
の
重
要
な
観
光
資
源

で
も
あ
る
。
完
全
復
旧
の
20
年
後
ま

で
開
園
を
待
っ
て
い
た
ら
長
期
の
経

済
的
打
撃
は
必
至
だ
。
し
か
し
、
通

常
の
考
え
な
ら
工
事
エ
リ
ア
に
観
光

客
を
入
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

相
反
す
る
課
題
を
克
服
す
べ
く
、
復

旧
基
本
計
画
策
定
委
員
会
で
「
復
旧

の
見
え
る
化
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま

れ
た
。
濵
田
氏
は
「
普
段
、
文
化
財

が
修
復
さ
れ
る
現
場
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
復
旧
の
見
え
る
化
は
文
化
財
が

大
事
に
修
復
さ
れ
る
様
子
を
広
く
見

て
も
ら
う
こ
と
で
、
文
化
財
の
貴
重

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
」と
語
る
。

　

そ
こ
で
、
復
旧
完
了
ま
で
の
20
年

間
の
仮
設
構
造
物
と
し
て
特
別
見
学

通
路
を
設
置
。
加
え
て
、
工
事
全
般

の
設
計
段
階
か
ら
復
旧
の
見
え
る
化

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
濵
田

氏
は
「
現
場
の
様
子
が
見
れ
る
の

で
、
訪
れ
る
度
に
復
旧
を
実
感
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
最
初
は
文
化
財
の

保
存
と
活
用
を
い
か
に
両
立
す
る
か

で
苦
心
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
職
員

全
員
が
「
い
か
に
見
せ
る
か
」
を
意

識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
む
意
味
の

あ
る
大
き
な
テ
ー
マ
」
と
話
す
。

　

今
回
の
地
震
で
得
た
教
訓
に
つ
い

て
濵
田
氏
は
、
ま
ず
は
文
化
財
の
石

垣
を
挙
げ
た
。「
年
々
災
害
の
レ
ベ

ル
が
上
が
っ
て
い
て
、
今
後
は
熊
本

地
震
に
耐
え
ら
れ
る
水
準
を
要
求
さ

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
熊
本
城
の

石
垣
の
耐
震
基
準
が
出
来
て
、
今
後

は
基
準
を
全
国
版
に
し
て
い
く
動
き

が
あ
る
そ
う
で
す
。
防
災
・
減
災
に

つ
な
が
る
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

　

今
回
の
復
旧
で
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
大
工
や
左
官
、
石
工
な
ど

の
技
能
者
、
技
術
者
の
育
成
・
確
保

も
大
き
な
課
題
と
認
識
。「
若
い
人

が
技
能
者
や
技
術
者
に
な
ろ
う
と
す

る
に
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
仕
事
が

あ
る
か
ど
う
か
が
動
機
付
け
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
熊
本
城
で
は
仕

事
が
少
な
く
と
も
20
年
あ
り
ま
す

が
、
20
年
後
以
降
も
継
続
し
て
職
と

し
て
成
り
立
つ
よ
う
な
体
制
が
出
来

れ
ば
志
望
者
が
出
て
く
る
は
ず
で

す
。
ま
た
、
高
校
生
や
中
学
生
が
興

味
を
持
つ
よ
う
な
現
場
見
学
や
情
報

発
信
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
だ
。

熊本市 熊本城総合事務所
副所長

濵田 清美氏

文
化
財
の
保
存
と
活
用 

両
立
に
苦
心

　

熊
本
城
は
、
熊
本
市
の
ど
こ
か
ら

で
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
災
し

た
熊
本
城
を
目
の
当
た
り
に
し
た

時
、
市
民
の
衝
撃
が
計
り
知
れ
な
い

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
当
時
、
九
州
支
店
建
築
設
計

部
だ
っ
た
清
沢
唯
志
氏
は
現
地
に
初

め
て
入
っ
た
と
き「
建
物
が
可
哀
想
」

と
思
っ
た
と
い
う
。
城
の
設
計
は
初

め
て
だ
っ
た
が
「
早
く
復
旧
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
奮
い
立
っ
た
。

　

設
計
と
し
て
は
「
50
年
後
、
１
０

０
年
後
に
図
面
を
見
ら
れ
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
復
旧
・
改
修
補
強
を
、

と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。「
復
旧
に
向

か
っ
て
い
る
気
持
ち
が
同
じ
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
め
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
大
林
組
だ
け
で
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。「
熊
本
市
、
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
全
面
的
な
協
力
の
お
か
げ

で
す
」
と
清
沢
氏
は
関
係
者
に
感
謝

し
た
。

　

地
震
発
生
の
２
０
１
６
年
４
月
か

ら
約
４
カ
月
後
、
熊
本
城
天
守
閣
復

旧
整
備
事
業
に
関
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
が
公
告
さ
れ
た
。
12
月
上
旬
に
は

設
計
業
務
委
託
契
約
を
熊
本
市
と
大

林
組
が
締
結
。
清
沢
氏
が
「
年
内
に

第
１
回
目
の
総
合
定
例
を
開
始
し
ま

し
た
」
と
語
る
よ
う
に
、
異
例
の
ス

ピ
ー
ド
で
事
業
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　

設
計
ポ
イ
ン
ト
は
数
多
く
あ
る

が
、
代
表
的
な
技
術
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
活
用
が
挙
が
っ
た
。清
沢
氏
は「
熊

本
城
再
建
へ
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
時
点

か
ら
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
た
。
形

態
が
複
雑
過
ぎ
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
な
い
と

関
係
者
が
細
部
ま
で
理
解
で
き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
工
事
を

通
じ
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
重
要
性
を
改
め
て

痛
感
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

と
言
う
の
も
、
昭
和
35
年
の
再
建

時
に
関
す
る
最
上
階
の
詳
細
図
面
は

１
枚
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら

だ
。
そ
こ
で
、
解
体
部
復
元
に
向
け

た
図
面
を
制
作
す
る
た
め
「
固
定
３

Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
と
無
人
航

空
機
ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
て
点
群
デ

ー
タ
を
取
り
ま
し
た
。
そ
し
て
点
群

デ
ー
タ
に
よ
る
オ
ル
ソ
図
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ

に
よ
っ
て
重
ね
合
わ
せ
検
討
を
行
い

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
さ
ら
に
現

地
に
よ
る
実
測
を
経
て
、
最
終
図
面

な
ど
を
起
こ
し
た
。

　

実
測
は
「
跳
ね
出
し
足
場
と
し
て

途
中
階
か
ら
足
場
を
組
ん
で
実
測
し

ま
し
た
。
京
都
か
ら
伝
統
建
築
に
精

通
し
た
棟
梁
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
、

そ
り
な
ど
を
全
て
測
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
東
京
本
社
の
構
造
設
計
者
と

も
部
材
寸
法
の
打
ち
合
わ
せ
を
屋
根

の
上
か
ら
携
帯
で
何
度
も
行
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。「
実
測
図
を
作
っ

て
、
今
ま
で
検
証
し
て
き
た
図
面
と

比
べ
な
が
ら
最
終
調
整
を
行
い
ま
し

た
。
短
期
間
だ
っ
た
た
め
、
こ
こ
が

一
番
大
変
で
し
た
」
と
述
懐
し
た
。

　

地
震
へ
の
対
策
に
も
心
血
を
注
い

だ
。
清
沢
氏
は
「
も
う
一
度
同
じ
地

震
が
起
き
て
も
、
お
客
様
に
被
害
が

及
ん
で
は
い
け
な
い
」
こ
と
を
念
頭

に
設
計
に
当
た
っ
た
。「
大
林
の
技

術
を
ほ
と
ん
ど
盛
り
込
ん
だ
」
と
話

す
よ
う
に
、
随
所
に
最
新
技
術
と
工

夫
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
の
地
震
で
は
大
天
守
最
上
部

の
瓦
が
ほ
と
ん
ど
落
下
し
、
落
下
の

衝
撃
に
よ
っ
て
３
階
屋
根
の
瓦
が
広

く
破
損
す
る
な
ど
の
二
次
災
害
が
発

生
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
瓦
下
地
の

工
法
変
更
に
軽
量
化
を
取
り
入
れ

た
。
約
80
㎡
あ
る
最
上
階
屋
根
は
３

０
０
㎏
／
㎡
軽
く
し
、
計
24
ｔ
の
軽

量
効
果
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ

ら
に
ブ
レ
ー
ス
や
耐
震
壁
で
補
強

し
、
建
物
に
粘
り
（
靱
性
）
を
持
た

せ
る
た
め
に
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
と
ブ

レ
ー
キ
ダ
ン
パ
ー
の
ク
ロ
ス
ダ
ン
パ

ー
も
設
置
。
新
し
く
開
発
し
た
粘
弾

性
ダ
ン
パ
ー
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、

最
新
技
術
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

今
回
の
復
旧
工
事
の
経
験
を
、
全

国
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
に
も
生
か

す
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
清

沢
氏
は
「
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ

ー
と
無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

点
群
デ
ー
タ
の
採
取
は
、
復
旧
工
事

を
行
う
際
に
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し

た
。
災
害
が
起
き
な
い
こ
と
が
一
番

望
ま
し
い
で
す
が
、
事
前
に
点
群
デ

ー
タ
を
取
っ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い

う
時
に
早
く
復
旧
事
業
に
取
り
掛
か

れ
る
の
で
は
」と
話
す
。
そ
し
て「
Ｂ

Ｉ
Ｍ
を
使
う
に
し
て
も
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
」
と
振

り
返
っ
た
。

大林組 大阪本店本社設計本部
設計品質管理第二部長

清沢 唯志氏

大
林
の
技
術
を
ほ
と
ん
ど
盛
り
込
ん
だ

　

地
震
当
時
、
大
阪
の
工
事
現
場
に

勤
務
し
て
い
た
金
城
知
広
氏
は
、
地

震
発
生
か
ら
３
カ
月
後
の
２
０
１
６

年
７
月
に
現
地
入
り
。
飯
田
丸
五
階

櫓
倒
壊
防
止
緊
急
対
策
工
事
か
ら
携

わ
っ
て
い
る
。
天
守
閣
復
旧
工
事
着

工
時
は
工
事
長
と
し
て
手
腕
を
振
る

い
、
19
年
３
月
か
ら
は
工
事
事
務
所

長
と
し
て
復
旧
に
当
た
っ
た
。「
着

任
当
時
は
、
熊
本
城
の
石
垣
の
多
く

が
崩
れ
落
ち
、
熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
熊
本
城
も
屋
根
の
瓦
や
鯱
瓦
も

落
ち
、
と
て
も
哀
れ
な
姿
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
早
く
完
成
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

施
工
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
地
震
対
策
が
挙
が
っ
た
。「
当
初

は
全
フ
ロ
ア
を
耐
震
補
強
す
る
計
画

で
し
た
が
、
地
震
後
の
調
査
の
結

果
、
杭
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
の
設

計
者
の
判
断
か
ら
、
地
下
１
階
か
ら

地
上
３
階
ま
で
を
制
震
構
造
に
設
計

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

関
係
す
る
業
者
さ
ん
と
１
か
ら
調
整

を
や
り
直
す
こ
と
と
な
っ
た
の
が
大

変
で
し
た
ね
」
と
話
す
。

　

事
業
ス
ピ
ー
ド
も
特
徴
的
な
ポ
イ

ン
ト
に
挙
が
る
。
金
城
氏
は
「
通
常

は
調
査
・
設
計
・
工
事
と
そ
れ
ぞ
れ

時
間
を
か
け
ま
す
が
、
今
回
は
設
計

と
工
事
の
同
時
並
行
で
進
み
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
最
終
の
設
計
図
が
で

き
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
で
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
」
と
明
か
す
。

　

着
工
す
る
と
壁
が
次
々
と
立
ち
は

だ
か
る
。「
実
際
に
取
り
掛
か
る
と

建
物
が
物
凄
く
傷
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
で
工

事
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で
や
り
直

し
が
結
構
あ
り
ま
し
た
。
全
て
が
同

時
並
行
だ
っ
た
の
で
、
工
程
管
理
や

予
算
管
理
な
ど
に
苦
労
し
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

中
で
も
大
変
だ
っ
た
場
面
は
小
天

守
の
外
周
部
分
を
解
体
し
１
階
の
床

を
作
る
工
事
。「
石
垣
が
崩
れ
て
し

ま
っ
て
お
り
、
小
天
守
の
外
周
部
分

が
宙
に
浮
い
て
い
る
状
況
で
し
た
。

そ
の
対
処
と
し
て
は
、
ま
ず
仮
設
の

鉄
骨
で
そ
れ
ら
を
下
か
ら
支
え
た
り

し
つ
つ
解
体
し
ま
し
た
。
そ
し
て
石

垣
を
一
旦
解
体
し
復
旧
し
、
い
よ
い

よ
新
し
い
鉄
骨
の
床
を
作
っ
て
い
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
辺
り
の
工
事
計

画
に
つ
い
て
は
、
地
震
直
後
の
調
査

の
時
か
ら
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
し
た
が
、
や
は
り
大
変
で
し

た
。
ま
た
、
改
修
工
事
で
は
既
存
の

構
造
躯
体
と
新
し
い
構
造
躯
体
を
調

整
し
な
が
ら
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
調
整
が
と
て

も
大
変
で
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

今
回
の
天
守
閣
復
旧
工
事
の
経
験

を
、
全
国
に
存
在
す
る
歴
史
的
建
造

物
に
も
生
か
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
金

城
氏
は
「
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
時
代
で
は

徐
々
に
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
歴
史
的
に
価
値
が
あ
る
建
物
は

保
存
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
も
オ
イ

ル
ダ
ン
パ
ー
と
ブ
レ
ー
キ
ダ
ン
パ
ー

の
ク
ロ
ス
ダ
ン
パ
ー
な
ど
新
し
い
免

震
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
機
運
が
高
ま
れ
ば
、
保
存
工

事
・
改
修
工
事
も
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
「
今
回
の
天
守
閣
は
瓦
、
左

官
、
宮
大
工
、
石
工
な
ど
の
皆
さ
ん

の
技
術
に
よ
っ
て
復
旧
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
今
回
感

じ
た
の
は
、
技
術
者
の
方
々
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
明
か
す
。

実
際
に
今
回
は
地
元
熊
本
の
技
術
者

に
加
え
て
、
京
都
府
や
奈
良
県
な
ど

か
ら
も
技
術
者
を
集
め
て
い
る
。

　
「
歴
史
的
な
建
物
を
保
存
し
て
い

く
た
め
に
は
、
今
後
も
瓦
、
左
官
、

宮
大
工
、
石
工
と
い
っ
た
技
術
力
を

維
持
・
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
、
建
物
と
し
て
価
値
の
あ
る
建

物
に
つ
い
て
は
技
術
の
伝
承
と
い
う

点
に
お
い
て
も
計
画
的
な
改
修
は
必

要
」
と
述
べ
た
。

　

19
年
10
月
５
日
、
復
旧
し
た
大
天

守
の
外
観
が
特
別
公
開
と
な
っ
た
。

「
工
事
途
中
で
の
特
別
公
開
に
よ

り
、
一
般
市
民
が
工
事
現
場
に
入
っ

て
熊
本
城
を
目
に
し
て
喜
ん
で
い
る

姿
を
目
に
し
た
と
き
、
熊
本
城
の
工

事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
誇
り
に

思
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
こ

と
し
４
月
の
特
別
公
開
第
３
弾
を
目

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
金

城
氏
は
天
守
閣
復
旧
工
事
に
関
わ
っ

た
４
年
余
り
を
振
り
返
り
な
が
ら

「
今
ま
で
携
わ
っ
た
現
場
の
中
で

も
、
特
に
思
い
出
に
残
る
現
場
に
な

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
に
。

大林組 SUMA大淀工事事務所
副所長、熊本城工事事務所長

金城 知広氏

技
術
力
の
維
持
・
確
保
が
必
要

熊 本 城 復 旧 関 係 者 イ ン タ ビ ュ ー

復旧工事が完了した
熊本城の天守閣
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当
社
は
、
１
９
６
８
年
に
太
田
市

で
創
業
し
ま
し
た
。
私
は
２
代
目
で

あ
り
ま
す
が
、
当
社
に
入
社
す
る
前

に
は
、
埼
玉
県
に
あ
る
別
の
会
社
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会
社
で

は
、
建
退
共
の
ポ
ス
タ
ー
が
本
社
屋

に
常
に
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

各
現
場
事
務
所
に
は
建
退
共
加
入
事

業
者
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
私
自
身
も
被
共
済
者
と
な

っ
て
、
そ
こ
で
建
退
共
の
存
在
を
知

り
ま
し
た
。

　

当
社
と
し
て
は
先
代
が
従
業
員
の

処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
１
９
７
９
年
か
ら
建
退
共
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
今
日
ま

で
、
多
く
の
現
場
に
従
事
し
た
証
し

と
し
て
職
員
が
退
職
金
を
受
け
取
っ

て
き
ま
し
た
が
、
皆
が
入
っ
て
い
て

良
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
経
営
者

の
立
場
と
し
て
も
心
強
い
制
度
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
が

　

当
社
は
、
港
湾
工
事
を
主
に
行
う

会
社
と
し
て
１
９
６
２
年
に
先
代
社

長
が
創
業
し
て
か
ら
県
内
外
の
港
や

漁
港
の
整
備
維
持
な
ど
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
の
発
展
、
社
の
成
長
、

社
に
関
わ
る
人
々
の
幸
せ
を
思
い
、

こ
れ
を
目
標
に
社
員
一
同
、
日
々
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

当
時
は
従
業
員
も
少
な
く
退
職
金

　

当
社
は
土
木
工
事
業
を
営
む
会
社

と
し
て
沖
縄
県
糸
満
市
に
て
１
９
７

３
年
に
創
業
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
も
あ
り
、
今
年
で

48
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
で
は
土
木
建
築
業
や
解
体
業

な
ど
の
総
合
建
設
会
社
と
し
て
営
ん

で
お
り
ま
す
。
解
体
業
に
伴
い
再
生

路
盤
材
を
作
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
、
資
源
の
節
約
、
資
源

の
有
効
活
用
な
ど
環
境
に
優
し
い
シ

ス
テ
ム
作
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
は
１

９
８
１
年
に
加
入
し
、
今
年
で
40
年

　

当
社
は
信
州
安
曇
野
に
位
置
す

る
、
北
西
部
に
は
北
ア
ル
プ
ス
連
峰

が
そ
び
え
緑
豊
か
な
松
川
村
に
本
社

が
あ
り
、
主
に
土
木
工
事
を
得
意
と

す
る
建
設
会
社
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
９
７
５
年
に
現
会
長
の
平
林
春

正
が
「
有
限
会
社
平
林
工
業
」
を
設

立
、
組
織
業
績
の
伸
長
に
よ
っ
て
１

９
９
８
年
に「
株
式
会
社
平
林
工
業
」

と
改
組
し
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に

現
会
長
よ
り
引
き
継
い
で
代
表
取
締

役
社
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
建
設
業
は
、
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
変
革
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

は
俗
に
い
う「
３
Ｋ
」と
言
わ
れ「
き

つ
い
」「
汚
い
」「
危
険
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
若
者
の
入
職
者
は
減
少

し
、
働
く
人
た
ち
は
高
齢
化
が
進
ん

受
け
取
っ
た
経
験
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
肌
身
で
感
じ
る
こ
と
で
す
。

　

私
が
経
営
者
と
な
っ
て
か
ら
は
、

先
代
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
な

る
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
給
月
給
制
の
作
業
員
が
多
か
っ
た

当
時
、
全
員
を
社
会
保
険
に
加
入
さ

せ
月
給
制
に
移
行
し
、
安
定
的
に
雇

用
す
る
こ
と
に
ま
ず
注
力
し
ま
し

た
。
建
退
共
に
つ
い
て
も
現
場
の
み

な
ら
ず
本
社
お
い
て
も
ポ
ス
タ
ー
や

ス
テ
ッ
カ
ー
を
常
に
掲
示
し
、
協
力

会
社
で
加
入
し
て
い
な
い
企
業
に
も

声
を
か
け
て
加
入
を
促
し
ま
し
た
。

　

社
員
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
全
て
の

現
場
で
「
こ
こ
を
自
分
の
家
の
前
だ

と
思
っ
て
作
業
を
す
る
よ
う
に
」
と

伝
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
場
所
で
も

家
族
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
お

の
お
の
が
丁
寧
な
作
業
を
心
が
け
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
は
近
隣
住
民
へ
真

心
と
し
て
伝
わ
り
ま
す
し
、
安
全
対

策
も
お
の
ず
と
徹
底
さ
れ
、
結
果
的

に
信
頼
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

何
よ
り
も
当
社
は
従
業
員
を
大
切

に
し
て
お
り
、
長
く
勤
め
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
協

力
会
社
に
対
し
て
も
同
じ
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
業
界
全
体
で
信
頼
で

き
る
退
職
金
制
度
が
不
可
欠
で
す
。

建
退
共
が
今
後
も
ま
す
ま
す
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
従

業
員
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
の
を

機
に
長
期
に
働
い
て
も
ら
い
退
職
後

の
生
活
の
た
め
に
も
と
建
設
業
退
職

金
共
済
制
度
に
加
入
い
た
し
ま
し

た
。

　

建
設
業
は
業
種
の
幅
が
広
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
会
社
様
と
の
お
付

き
合
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
近
年

は
証
紙
の
受
け
取
り
、
受
け
渡
し
を

行
う
会
社
様
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

建
設
業
に
携
わ
る
会
社
様
が
、
従
業

員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
建
設
業
に
携

わ
る
若
い
人
材
が
減
っ
て
い
る
な

か
、
建
設
業
は
安
心
し
て
働
け
る
業

界
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、
若
い
人

材
が
増
え
る
こ
と
を
願
い
、
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

を
迎
え
ま
す
。
当
社
は
昔
言
わ
れ
ま

し
た
３
Ｋ
（
き
つ
い
・
危
険
・
汚
い
）

の
イ
メ
ー
ジ
払
拭
（
ふ
っ
し
ょ
く
）

に
努
め
、
働
き
方
改
革
に
取
り
組

み
、
週
休
２
日
制
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
導
入
な
ど
新
規
入
職
者
へ
魅
力
あ

る
業
界
へ
と
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
中
で
、
こ
の
制
度
は
中
途
採

用
さ
れ
た
方
も
建
設
業
で
仕
事
を
し

て
い
る
限
り
、
継
続
し
て
利
用
で
き

る
素
晴
ら
し
い
制
度
だ
と
思
い
ま

す
。
当
社
で
は
全
従
業
員
へ
の
建
退

共
制
度
へ
の
加
入
を
義
務
付
け
て
お

り
ま
す
。
現
在
で
は
臨
時
の
従
業
員

へ
も
制
度
の
説
明
を
し
、
加
入
を
し

て
頂
く
こ
と
で
信
頼
を
寄
せ
て
お
り

ま
す
。

　

建
設
業
界
で
は
〝
新
３
Ｋ
〟
と
し

て
「
給
料
が
高
い
・
休
日
が
多
い
・

希
望
が
も
て
る
」
業
界
を
目
指
す
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
点
で
建
退

共
は
福
利
厚
生
充
実
と
い
う
部
分
で

大
変
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
制
度
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
多
く
の

建
設
に
関
わ
る
業
者
様
が
加
入
す
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

で
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
国
を
あ

げ
て
若
い
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

に「
給
与
が
い
い
」「
休
暇
が
と
れ
る
」

「
希
望
が
あ
る
」
の
〝
新
３
Ｋ
〟
を

目
指
し
労
働
条
件
の
見
直
し
や
処
遇

改
善
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。
社
会
保
険
の
加
入
促
進
や
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の

登
録
等
い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。「
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
」
と
い
う
の
も
建
設
職
人
に
対

す
る
処
遇
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

退
職
金
は
国
で
定
め
た
基
準
に
よ
り

支
払
わ
れ
、
ま
た
雇
用
さ
れ
る
事
業

主
が
変
わ
っ
て
も
働
い
た
期
間
分
通

算
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

　

事
業
主
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

掛
金
が
損
金
扱
い
で
あ
っ
た
り
、
入

札
に
参
加
す
る
た
め
の
経
営
事
項
審

査
の
加
点
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

や
は
り
こ
れ
か
ら
若
い
人
財
を
確
保

す
る
に
は
、
他
業
種
に
劣
ら
な
い
福

利
厚
生
の
充
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
幸
福
」
と
「
利
益
」、
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
表
す
「
厚
生
」。
建

設
業
で
働
く
人
た
ち
が
安
心
し
て
働

け
る
。
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
建
設
業
と
建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
10
月
は
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
加
入
促
進
強
化
月
間
。
独
立

行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

は
、
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
の
後
援
、
関
係
諸
機
関
、
協
賛
団
体

の
協
力
を
得
て
加
入
促
進
強
化
月
間
を
実
施
。
よ
り
多
く
の
事
業
主
へ

同
制
度
の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
加
入
を
働
き
か
け
る
。

　
建
設
業
の
事
業
主
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
育
て
て
い
く
制
度
で
も

あ
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
事
業
主
の
加
入
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
加

入
促
進
強
化
月
間
に
合
わ
せ
、
加
入
事
業
者
、
受
給
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
声
を
紹
す
る
。

業
界
全
体
で
信
頼
で
き
る
退
職
金
制
度

従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
へ

福
利
厚
生
の
充
実
を
ア
ピ
ー
ル

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
業
界
へ

荻
原
建
設
株
式
会
社（
群
馬
県
太
田
市
）

株
式
会
社
細
川
産
業（
青
森
市
）

株
式
会
社
照
屋
土
建（
沖
縄
県
糸
満
市
）

株
式
会
社
平
林
工
業（
長
野
県
松
川
村
）

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

荻
原
　
丈
始

細
川
　
英
邦

照
屋
　
正
人

平
林
　
　
努

加
入
者
の

受
給
者
の

声

声

　

私
は
高
校
を
卒
業
し
た

１
９
６
８
年
に
入
社
し
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年

に
退
社
す
る
ま
で
施
工
管

理
者
と
し
て
勤
務
し
ま
し

た
。

　

当
地
の
建
設
業
者
は
、

通
常
の
業
務
の
ほ
か
に
、

風
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に

対
応
し
、
降
雪
時
に
は
除

廃
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
に
求
め
ら
れ
、

地
域
の
協
力
と
理
解
を
得

て
作
業
に
あ
た
り
、
そ
し

て
、
目
的
物
を
利
用
し
て

い
た
だ
き
喜
ば
れ
る
、
地

域
密
着
の
素
晴
ら
し
い
仕

事
で
す
。

　

私
が
就
職
し
た
当
時
、

建
設
業
界
は
高
度
経
済
成

長
に
伴
い
、
工
事
量
が

年
々
増
加
し
た
時
期
で
し

希
望
と
ゆ
と
り
あ
る
将
来
に

富
山
県浦

田
　
秀
明

た
が
、
建
設
業
界
は
休
日

が
少
な
く
、
作
業
環
境
も

自
然
に
左
右
さ
れ
、
夏
場

は
熱
中
症
に
悩
ま
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
降
雨

時
や
降
雪
時
に
は
作
業
の

遅
延
を
招
き
、
早
朝
か
ら

夜
遅
く
ま
で
働
き
、
お
盆

や
年
度
末
に
は
休
む
こ
と

な
く
、
世
間
か
ら
は
「
き

つ
い
・
き
た
な
い
・
き
け

ん
」
の
３
Ｋ
業
種
と
や
ゆ

さ
れ
、
他
業
種
へ
の
転
職

や
退
職
が
相
次
ぎ
、
新
規

就
業
者
が
激
減
し
人
手
不

足
が
恒
常
的
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
施
工
の

機
械
化
に
よ
る
作
業
環
境

の
改
善
や
、
休
日
の
増
加

や
定
年
の
延
長
な
ど
の
働

き
方
改
革
が
進
み
、
建
設

業
退
職
金
共
済
制
度
の
充

実
も
あ
り
、
近
年
で
は
新

規
就
業
の
若
者
も
増
加
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
は
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
業
種
で
、
そ
こ

で
働
く
人
々
に
は
今
も
将

来
も
希
望
と
ゆ
と
り
あ
る

生
活
が
で
き
、
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
に
、
今
後
と

も
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
が
、
さ
ら
に
充
実
さ
れ

る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
に
携
わ
っ
て
43

年
ほ
ど
た
ち
ま
す
が
、
当

初
は
こ
ん
な
に
長
く
従
事

す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
い
ろ
ん
な
事
が
頭

の
中
を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
し

か
っ
た
こ
と
、
結
婚
、
子

供
を
授
か
っ
た
こ
と
、
孫

建
退
共
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
を

福
井
県

清
水
　
純
一

が
で
き
た
こ
と
、
と
て
も

幸
せ
で
す
。
今
思
う
と
会

社
辞
め
な
く
て
良
か
っ
た

な
ぁ
と
、
つ
く
づ
く
実
感

し
ま
す
。
そ
れ
に
、
退
職

金
も
い
た
だ
い
て
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

多
い
少
な
い
は
個
人
の

価
値
観
だ
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
そ
れ
な
り
に
満

足
し
て
い
ま
す
。
頂
い
て

か
ら
、
家
族
全
員
に
少
し

だ
け
で
す
が
配
り
ま
し

た
。
皆
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い

ま
し
た
。
笑
い
な
が
ら
、

悪
い
こ
と
し
た
ん
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
ね
と
。
こ
う

し
て
働
く
事
が
で
き
た
の

も
家
族
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
、
建
設
業
界
は
大
変

な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

屋
外
作
業
な
の
で
天
候
に

も
の
す
ご
く
左
右
さ
れ
、

暑
い
と
き
は
暑
い
し
、
寒

い
と
き
は
寒
い
中
で
の
作

業
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
、
建
設
業
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

若
手
社
員
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
雪
が
降
り
、
除

雪
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
早
朝
か
ら
除
雪
作

業
を
し
ま
す
が
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
状
態
で
す
。
若
者

た
ち
が
進
ん
で
入
社
を
望

む
よ
う
な
魅
力
あ
る
業
界

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
、
こ
の
建
設

業
退
職
金
共
済
制
度
が
も

っ
と
充
実
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

　

私
は
２
０
２
０
年
12
月

末
を
も
っ
て
、
型
枠
大
工

と
し
て
56
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
会
社
を
退
職
し
た

者
で
す
。
仕
事
を
始
め
た

当
時
は
、
１
９
６
５
年
ご

ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

電
気
産
業
と
比
較
し
て
、

全
て
の
分
野
で
遅
れ
て
い

た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
工
具

の
電
気
化
、
作
業
環
境
な

ど
進
ん
で
い
な
く
職
場
で

何
か
と
工
夫
し
、
仕
事
を

し
た
も
の
で
す
。
電
話
一

本
で
何
で
も
注
文
で
き
る

現
在
と
は
、
か
な
り
の
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

安
全
に
関
し
て
も
同
じ

で
、
当
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

だ
け
で
、
安
全
帯
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
と
違
い
職
人
や
熟
練
工

の
集
ま
り
だ
っ
た
の
で
、

事
故
、
ケ
ガ
な
ど
は
無
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
今
は
技
術
の
進
歩
と

共
に
、
作
業
も
簡
素
化
さ

れ
、
誰
で
も
そ
の
日
か
ら

老
後
の
力
に

神
奈
川
県

西
塚
　
清
吉

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
安
全
の
た

め
の
装
備
が
過
度
に
な

り
、
不
必
要
な
物
ま
で
装

着
し
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
何
だ
か
ん

だ
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
合
理
性
に
欠
け
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
地
上
で
作
業
す
る

者
に
も
ハ
ー
ネ
ス
が
導
入

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
、
１
９
７
５
年
ご

ろ
か
ら
職
場
を
任
さ
れ
、

無
我
夢
中
で
突
っ
走
り
、

代
表
的
な
建
物
と
し
て
は

日
本
橋
の
日
銀
新
館
や
新

宿
の
都
庁
本
棟
に
携
わ

り
、
本
当
に
充
実
し
た
キ

ャ
リ
ア
を
送
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

さ
て
受
給
し
た
建
退
共

の
退
職
金
で
す
が
「
ち
り

も
積
も
れ
ば
山
と
成
る
」

の
こ
と
わ
ざ
を
実
感
し
ま

し
た
。
生
活
に
追
わ
れ
る

中
、
計
画
的
に
こ
れ
だ
け

の
金
額
を
貯
金
す
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
簡
単
に
出

来
る
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
入
社
し
た
当

時
、
こ
の
よ
う
な
制
度
も

な
く
、
金
額
を
知
っ
た
時

は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

老
後
の
力
と
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
会
社
の
担
当

者
、会
社
、共
済
の
方
々
に

深
く
感
謝
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
９
６
８
年
よ
り
、
個

人
の
造
園
業
で
働
い
た
の

が
最
初
で
し
た
。
そ
の

後
、
県
内
外
の
市
町
村
な

ど
の
公
共
事
業
工
事
に
参

若
い
力
の
希
望
に

千
葉
県

　
匿
　
名

入
し
、
私
も
各
工
事
の
代

理
人
と
し
て
、
工
事
を
進

め
な
が
ら
完
成
図
書
を
作

成
し
て
い
る
時
、
こ
の
建

退
共
制
度
に
つ
い
て
知

り
、
各
自
手
帳
に
作
業
枚

数
の
証
紙
を
貼
り
付
け
た

り
、
下
請
け
の
人
の
会
社

に
証
紙
を
配
布
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

今
に
な
っ
て
振
り
返
っ

て
見
ま
す
と
、
そ
の
作
業

の
一
時
、
一
日
の
積
み
重

ね
が
建
退
共
手
帳
と
し
て

今
こ
こ
に
あ
り
、
退
職
の

手
当
と
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
で
も

年
数
の
わ
り
に
は
十
分
と

は
い
え
な
い
の
で
は
、
と

思
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
建
設
業
退
職
金

制
度
が
充
実
し
、
老
後
の

生
活
を
十
分
に
暮
ら
し
て

い
け
る
糧
に
な
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
こ
の
業
界
を

支
え
る
若
い
力
が
、
将
来

に
希
望
が
も
て
る
よ
う

に
、
そ
し
て
、
建
設
希
望

者
が
増
え
る
よ
う
に
、
さ

ら
な
る
建
退
共
の
充
実
を

心
よ
り
願
い
ま
す
。

10月は「建設業退職金共済制度加入促進強化月間」
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２
０
５
０
年
の
茨
城
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
交
通
ア
ク
セ
ス
も
整
い
、

地
域
間
、
隣
都
県
同
士
の
往
来

や
交
流
が
ま
す
ま
す
便
利
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

ん
な
夢
を
形
に
し
た
総
合
計
画

が
茨
城
県
に
は
あ
る
。「
２
０

５
０
年
頃
の
茨
城
の
姿
」
と
題

し
、
将
来
の
イ
ン
フ
ラ
状
況
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
今
回
、
最

新
状
況
を
調
査
し
進
捗
を
ま
と

め
た
。

　

車
社
会
で
あ
る
茨
城
県
は
鉄

道
網
が
強
靱
と
は
言
え
な
い
。

水
戸
市
を
中
心
と
し
た
県
央
・

県
北
地
域
と
つ
く
ば
市
を
中
心

と
し
た
県
南
・
県
西
地
域
は
、

鉄
道
の
便
の
悪
さ
か
ら
地
域
間

で
分
断
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ

る
。そ
こ
で
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
延
伸
構
想
が
挙
が
る
。

県
総
合
計
画
で
つ
く
ば
駅
か
ら

の
延
伸
案
と
し
て
水
戸
、土
浦
、

茨
城
空
港
、
筑
波
山
に
つ
な
が

る
４
ル
ー
ト
を
想
定
す
る
。

　

さ
ら
に
地
下
鉄
８
号
の
延
伸

も
視
野
に
入
れ
る
。
２
件
と
も

具
体
的
な
進
展
は
見
ら
れ
な
い

が
、
正
式
に
事
業
化
と
な
れ

ば
、
長
年
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
事
・
業
務
が
安
定
的
に

発
注
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
。

関
係
機
関
と
の
協
議
や
事
業
費

な
ど
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は

山
積
す
る
が
、
茨
城
発
展
の
た

め
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

　

県
内
の
道
路
網
に
も
夢
が
あ

る
。
東
関
道
水
戸
線
や
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
、
県
西
縦
断
道
路
や
県

北
幹
線
道
路
な
ど
幅
広
く
展

開
。
ま
た
県
議
会
や
期
成
同
盟

会
か
ら
定
期
的
に
提
案
さ
れ
る

霞
ヶ
浦
二
橋
の
事
業
化
は
悲
願

だ
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
夢
の
あ
る

案
件
は
、
い
ず
れ
も
県
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
大
型
土
木
工

事
。
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
が
主
流
と
な

り
、
安
定
し
た
大
型
土
木
を
見

通
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
へ
投
資
し
た
い

企
業
は
多
い
は
ず

だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

に
よ
る
生
産
性
向

上
、
省
力
化
、
効

率
化
に
は
ま
だ
ま

だ
伸
び
し
ろ
が
あ

り
、
若
手
に
も
好

印
象
を
与
え
る
。

２
０
５
０
年
の
茨

城
が
具
体
的
に
動

き
出
せ
ば
、
建
設

業
界
も
一
緒
に
発

展
し
て
い
く
に
違

い
な
い
。

　

こ
の
ほ
ど
終
幕
し
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
は
、
多
く
の
人
に

夢
と
希
望
を
与
え
た
。
競
泳
種

目
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
の
感
動
が

冷
め
や
ま
ぬ
中
、
埼
玉
県
内
で

は
国
内
主
要
大
会
対
応
の
屋
内

50
ｍ
水
泳
場
と
ス
ポ
ー
ツ
科
学

拠
点
施
設
の
整
備
計
画
が
進

む
。
施
設
整
備
を
巡
っ
て
は
民

間
活
力
の
導
入
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
今
回
の
整
備
に
限
ら

ず
、
近
年
の
大
型
事
業
で
は
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
調
査
を
経
た

民
間
活
力
の
導
入
が
、
財
政
支

出
で
苦
し
む
各
自
治
体
で
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
。

　

埼
玉
県
が
取
り
組
む
屋
内
50

ｍ
水
泳
場
と
ス
ポ
ー
ツ
科
学
拠

点
施
設
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
導
入

を
視
野
に
検
討
。
宿
泊
施
設
や

レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
、
本
体

施
設
と
の
相
乗
効
果
が
期
待
で

き
る
と
民
間
収
益
施
設
の
整
備

を
念
頭
に
置
く
。
大
野
元
裕
知

事
は
「
実
際
に
計
画
・
建
設
・

開
設
に
至
る
ま
で
に
、
建
設
ス

キ
ー
ム
・
運
営
を
含
め
て
一
体

で
考
え
て
い
き
た
い
」と
し「
地

域
要
望
に
合
わ
せ
て
、
県
内
ス

ポ
ー
ツ
発
展
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
構
想
に
作
り
替
え
て

い
き
た
い
」
と
の
考
え
を
示

す
。
現
在
は
事
業
者
の
意
向
・

意
見
を
聞
く
た
め
、
対
話
型
の

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
う

こ
と
が
全
国
各
地
の
自
治
体
で

主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・

Ｐ
Ｐ
Ｐ
協
会
の
植
田
和
男
会
長

兼
理
事
長
は
「
基
本
構
想
・
基

本
計
画
の
事
業
計
画
は
従
来
、

自
治
体
だ
け
の
世
界
だ
っ
た
。

し
か
し
現
在
は
状
況
が
変
わ
り

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
が
草
の

根
的
に
広
が
っ
て
い
る
」
と
話

す
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を

契
機
に
大
企
業
が
地
方
案
件
を

撤
退
。
大
都
市
で
の
営
業
活
動

が
中
心
と
な
っ
た
た
め
、
大
企

業
を
呼
び
込
む
手
法
と
し
て
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
。

　

民
間
企
業
が
計

画
段
階
で
関
わ
れ

る
機
会
が
増
え
れ

ば
、
公
共
事
業
の

裾
野
が
広
が
り
受

注
機
会
・
仕
事
量

確
保
に
も
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

方
式
、
指
定
管
理

者
制
度
、
随
意
契

約
保
証
型
民
間
提

案
制
度
、
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
制
度
な

ど
建
設
工
事
か
ら

維
持
管
理
、
運
営

ま
で
関
わ
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ

た
。
建
設
業
界
が

安
定
的
な
発
展
を

続
け
る
に
は
、
将
来
に
わ
た
り

仕
事
が
確
保
で
き
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等

の
事
業
に
参
画
す
る
こ
と
も
選

択
肢
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
な
る
と
都
内
の
大

手
企
業
が
主
導
権
を
握
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
し
か
し
、
県
内
の

建
設
業
界
が
発
展
す
る
た
め
に

は
、
地
元
ゼ
ネ
コ
ン
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
積
極
的
な
挑
戦
が

鍵
に
な
る
。
地
元
の
声
、
地
元

の
状
況
を
分
か
っ
て
い
る
の
は

地
元
企
業
だ
か
ら
だ
。
そ
し
て

利
用
者
に
、
地
元
企
業
が
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
地
元
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

地
元
企
業
が
元
気
な
ら
地
元
経

済
は
潤
う
よ
う
に
な
る
。
建
設

業
界
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ

て
も
有
益
に
な
る
好
循
環
の
輪

が
夢
で
終
わ
る
か
正
夢
と
な
る

か
は
、
業
界
と
行
政
の
本
気
度

に
か
か
っ
て
い
る
。

　

県
内
初
の
屋
内
50
ｍ
水
泳
場

を
使
用
し
た
選
手
が
メ
ダ
ル
を

獲
得
で
き
る
日
は
夢
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
立
役

者
と
し
て
地
元
建
設
業
が
関
わ

れ
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。

　

県
内
44
市
町
村
に
お
け
る
総

合
評
価
、
低
入
札
価
格
調
査
制

度
の
導
入
状
況
を
調
べ
た
（
９

月
１
日
時
点
）。
総
合
評
価
の

未
導
入
は
11
市
町
村
で
全
体
の

４
分
の
１
を
占
め
た
。
低
入
札

価
格
調
査
は
13
市
町
村
、
最
低

制
限
価
格
は
６
自
治
体
が
未
導

入
と
な
っ
て
い
る
。
総
合
評
価

の
未
導
入
理
由
に
つ
い
て
「
見

合
っ
た
大
型
案
件
が
な
い
」
と

言
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
低
入

札
価
格
調
査
や
最
低
制
限
価
格

に
つ
い
て
は
人
員
不
足
を
理
由

に
運
用
に
至
っ
て
い
な
い
状
況

が
目
立
つ
。
さ
ら
に
、
ど
ち
ら

か
片
方
の
制
度
に
一
本
化
す
る

な
ど
簡
略
化
し
た
動
き
が
見
ら

れ
る
＝
概
要
は
別
表
参
照
＝
。

　

企
業
が
適
正
な
価
格
で
落
札

で
き
な
け
れ
ば
、
企
業
は
自
ら

の
利
益
を
削
り
、
血
を
流
す
し

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
制
度

が
い
く
ら
素
晴
ら
し
く
て
も
、

運
用
す
る
側
が
使
い
こ
な
せ
な

け
れ
ば
意
味
は
な
い
。
運
用
で

き
て
い
る
自
治
体
か
ら
手
法
を

学
び
、
い
か
に
で
き
る
か
を
前

向
き
に
研
究
・
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
無
理
を
し
た
企
業

が
増
え
れ
ば
業
界
が
疲
弊
す
る

の
は
必
然
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

ま
ま
な
ら
な
く
な
れ
ば
、
困
る

の
は
市
民
で
あ
る
。
今
こ
そ
動

き
出
す
べ
き
と
き
だ
。

　

茨
城
県
建
設
業
協
会
の
女
性

部
会
「
建
女
ひ
ば
り
会
」
が
発

足
し
て
か
ら
丸
２
年
が
経
過
し

た
。
関
東
地
方
で
も
ま
だ
珍
し

い
建
設
業
協
会
の
女
性
部
会

は
、
女
性
活
躍
の
象
徴
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
特
に
男
性
社
会
が
根
強
い

建
設
業
に
お
い
て
、
女
性
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
は
と
て
も
心
強
い
こ
と

だ
ろ
う
。

　

建
女
ひ
ば
り
会
は
、
少
子
高

齢
化
に
伴
う
女
性
労
働
力
の
確

保
や
女
性
技
術
者
等
の
情
報
共

有
、
建
設
業
の
魅
力
向
上
へ
の

情
報
発
信
、
女
性
が
働
く
た
め

の
問
題
点
の
抽
出
を
行
う
こ
と

を
活
動
方
針
と
し
て
い
る
。
会

員
か
ら
は
「
現
場
で
働
く
女
性

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て

『
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
』
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
」「
業
界

の
知
り
合
い
が
増
え
て
仕
事
が

楽
し
く
な
っ
た
」「
今
ま
で
よ

り
気
軽
に
意
見
交
換
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、交
流
が
増
え
た
」

と
好
感
触
だ
。

　

組
織
内
の
士
気
も
非
常
に
高

い
。「
現
場
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
共
通

認
識
が
あ
る
」「
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
風
通
し
が
良
い
」

な
ど
２
年
が
経
過
し
、
連
携
が

ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
る
よ
う

す
。
さ
ら
に
「
建
設
関
係
の
資

格
を
取
得
す
る
な
ど
積
極
的
な

姿
勢
を
間
近
で
見
れ
て
刺
激
を

受
け
る
」「
学
ぶ
姿
勢
が
常
に

あ
る
た
め
、
技
術
が
あ
る
人
に

は
た
め
ら
い
な
く
助
言
を
も
ら

う
」
と
前
向
き
な
声
が
多
数
挙

が
る
。

　

昨
年
に
は
初
の
現
場
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
。
女
性
な
ら
で
は

の
目
線
で
現
場
点
検
を
行
っ

た
。
女
性
活
躍
の
ポ
イ
ン
ト
を

整
理
し
た
独
自
の
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
用
い
る
こ
と
で
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
項
目
を
視

覚
化
し
て
い
る
。
柳
瀬
香
織
会

長
は
「
女
性
が
働
き
や
す
い
と

感
じ
る
現
場
は
、
男
性
に
と
っ

て
も
働
き
や
す
い
現
場
だ
と
思

う
。
環
境
を
改
善
し
て
『
選
ん

で
も
ら
え
る
業
界
』
を
目
指
し

た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　

建
設
業
界
で
女
性
が

活
躍
す
る
に
は
現
場
環

境
の
改
善
と
周
囲
の
理

解
が
必
要
不
可
欠
。
現

場
の
環
境
と
は
女
性
に

配
慮
し
た
休
憩
所
、
ト

イ
レ
、
更
衣
室
な
ど
が

該
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
何
事
に
お
い
て

も
、
き
れ
い
な
職
場
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
周
囲
の
理
解
に
は

「
家
庭
事
情
（
家
事
、

育
児
、
介
護
な
ど
）
を

考
慮
し
、
必
要
に
応
じ

た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整

っ
て
い
る
か
」
な
ど
が

重
視
さ
れ
る
。

　

あ
る
女
性
技
術
者
は
「
子
育

て
に
つ
い
て
業
界
内
で
相
談
で

き
る
人
や
機
会
が
少
な
い
」
と

話
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
仲
間
に
聞

く
機
会
が
な
か
な
か
な
け
れ

ば
、
現
場
女
性
の
不
安
を
解
消

で
き
る
事
例
集
を
発
行
し
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。「
ど
う
し

て
も
延
期
で
き
な
い
立
ち
合
い

検
査
の
日
に
、
子
ど
も
が
熱
を

出
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
」「
親
族
に
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
な
い
と
き
、
保
育
園
の
送

迎
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
な
不
安
を

解
消
し
て
く
れ
る
事
例
集
が
あ

る
と
少
し
は
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
。

　

建
女
ひ
ば
り
会
は
茨
城
県
象

徴
の
鳥
「
ひ
ば
り
」
が
天
高
く

舞
う
よ
う
に
、
女
性
が
力
強
く

羽
ば
た
き
、
建
設
業
界
を
盛
り

上
げ
、
活
躍
す
る
よ
う
命
名
し

た
も
の
。
ひ
ば
り
の
鳴
き
声
が

広
ま
り
各
県
に
女
性
部
会
が
発

足
す
れ
ば
、
ま
す
ま
す
女
性
活

躍
の
機
運
が
高
ま
っ
て
く
る
に

違
い
な
い
。
建
女
ひ
ば
り
会
は

全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
羽
ば
た
き
続
け
る
。

　
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
（
以
下
＝
加
速
化
対
策
）」

が
始
ま
っ
た
。
中
で
も
流
域
治

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
各
地

で
協
議
会
が
発
足
し
本
格
化
の

兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
従
来
と

は
異
な
り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

が
一
体
と
な
っ
た
画
期
的
な
事

前
防
災
対
策
だ
。
加
え
て
令
和

元
年
東
日
本
台
風
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
目
指
し
た
流
域
緊

急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

各
地
で
進
む
。
激
甚
化
・
頻
発

化
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
建
設
業
界
は
何
が
で
き

る
の
か
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
面
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
。

　

加
速
化
対
策
に
関
連
し
た
予

算
に
つ
い
て
、
あ
る
県
庁
職
員

は
「
多
く
の
予
算
を
付
け
て
も

ら
っ
た
」
と
語
る
。
河
道
掘
削

や
堤
防
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
対
策

と
し
て
施
す
べ
き
項
目
は
多
岐

に
わ
た
る
。
工
事
量
や
発
注
額

の
増
加
は
本
来
歓
迎
す
べ
き
事

態
だ
が
、
一
部
の
行
政
や
地
元

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
か
ら
は
事
業
量

増
加
を
懸
念
す
る
声
が
挙
が
っ

た
。
通
常
ベ
ー
ス
の
工
事
数
に

加
え
、
加
速
化
対
策
が
発
注
さ

れ
る
と
、
業
界
の
人
手
不
足
か

ら
不
調
・
不
落
が
発
生
す
る
か

も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

　

加
速
化
対
策
は
国
策
と
し
て

進
め
る
べ
き
重
要
事
業
な
だ
け

に
、
不
調
・
不
落
に
よ
る
遅
滞

が
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。
事
業

が
円
滑
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
、

行
政
と
業
界
団
体
の
ト
ッ
プ
と

の
連
携
が
鍵
と
な
る
。
不
調
・

不
落
を
防
ぐ
に
は
、
地
元
企
業

の
協
力
も
不
可
欠
だ
。
あ
る
協

会
幹
部
が
「
発
注
時
期
・
施
工

時
期
の
平
準
化
を
お
願
い
し
た

い
」
と
言
う
よ
う
に
、
発
注
者

に
は
受
注
者
の
受
け
皿
に
最
大

限
配
慮
し
た
発
注
ペ
ー
ス
を
意

識
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
限
ら
れ
た
期
間
の
中

で
膨
大
な
事
業
量
を
発
注
す
る

に
は
、
効
率
性
を
重
視
し
て
大

型
ロ
ッ
ト
で
の
発
注
案
件
が
出

て
き
や
す
い
。
し
か
し
、
地
元

を
守
り
、
地
元
を
熟
知
し
て
い

る
地
元
建
設
業
が
受
注
し
や
す

い
発
注
条
件

が
望
ま
し

い
。
仮
に
自

然
災
害
が
生

じ
た
場
合
、

現
地
の
応
急

復
旧
・
復
興

に
当
た
る
の

は
地
元
建
設

業
だ
か
ら

だ
。
整
備
か

ら
維
持
管

理
・
復
旧
ま

で
手
掛
け
る

流
れ
が
で
き

て
こ
そ
、
地

元
企
業
の
持

続
的
発
展
に

つ
な
が
る
に
違
い
な
い
。

　

一
方
、
今
後
は
ソ
フ
ト
面
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
埼
玉
県
で
は
学
校
安
全
総

合
支
援
事
業
に
取
り
組
む
。
台

風
や
地
震
に
対
す
る
災
害
対
策

も
含
め
て
情
報
提
供
を
実
施
。

地
方
気
象
台
か
ら
防
災
気
象
官

を
招
い
て
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
利
活
用
を
学
ぶ
機
会
を
設

け
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
。

　

情
報
発
信
の
打
開
策
と
し
て

は
、
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
「
そ
な
ー

え
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設
し

た
。
水す

い

嚢の
う

や
サ
バ
イ
バ
ル
ト
イ

レ
の
作
り
方
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
。
親
子
参
加
型
の
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、

双
方
向
の
対
話
を
図
る
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
連
携
」
の
一
言
に
尽
き
る
。

従
来
と
は
異
な
る
事
業
な
だ
け

に
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
、
受
発

注
者
、
行
政
・
市
民
が
一
層
連

携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国

土
を
強
靱
化
さ
せ
る
の
も
弱
体

化
さ
せ
る
の
も
、
わ
れ
わ
れ
の

連
携
次
第
だ
。

　

建
設
業
に
お
け
る
若
者
の
入

職
減
少
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
１

９
９
７
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
傾
向

が
見
え
始
め
、
以
降
、
減
少
を

続
け
て
い
る
。
若
年
層
に
と
っ

て
魅
力
的
と
思
え
る
よ
う
、
官

民
挙
げ
た
対
策
が
重
要
と
な

る
。
２
０
１
９
年
度
の
新
担
い

手
３
法
成
立
を
き
っ
か
け
に
官

民
が
若
手
入
職
者
の
呼
び
込
み

に
奔
走
中
だ
。
埼
玉
県
で
は
、

就
労
環
境
の
改
善
へ
向
け
て
労

働
時
間
や
労
働
賃
金
に
関
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

　

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
他

業
種
と
比
べ
て
長
い
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
る
。
17
年
度
か
ら
は

週
休
２
日
制
へ
の
意
識
向
上
の

た
め
、
関
東
地
方
整
備
局
・
県
・

さ
い
た
ま
市
・
建
設
業
協
会
に

よ
る
「
埼
玉
県
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
推
進
連
絡

会
」
が
一
斉
休
工
を
促
進
。
今

年
も
各
月
で
実
施
中
だ
。

　

さ
ら
に
、
19
年
度
よ
り
県
土

整
備
部
が
週
休
２
日
制
モ
デ
ル

工
事
の
試
行
を
始
め
た
。
ま

た
、
総
合
評
価
方
式
の
入
札
で

も
、
県
発
注
工
事
に
お
け
る
４

週
８
休
を
確
保
し
た
実
績
に
対

す
る
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
４

週
４
休
だ
っ
た
時
代
に
比
べ

て
、
今
で
は
４
週
６
休
と
休
日

確
保
の
取
り
組
み
は
前
進
し
て

い
る
。

　

働
く
時
間
の
対
策
と
し
て
生

産
性
向
上
も
進
む
。
県
に
お
い

て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
活
用
や
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
、
書
類
作

業
の
簡
素
化
に
よ
り
労
働
時
間

の
短
縮
を
図
っ
て
い
る
。

　

労
働
賃
金
に
つ

い
て
は
、
将
来
の

担
い
手
確
保
な
ど

を
目
的
に
労
働
環

境
調
査
モ
デ
ル
工

事
を
試
行
中
で
、

適
正
な
労
働
環

境
・
賃
金
の
状
況

を
確
認
し
て
い

る
。

　

若
手
労
働
者
の

育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
県
で

は
18
年
度
ま
で
の

３
年
間
、
県
内
建

設
関
連
団
体
等
が

実
施
す
る
職
場
定

着
に
向
け
た
研
修

経
費
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
研

修
制
度
は
「
埼
玉
県
建
設
産
業

担
い
手
確
保
育
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
取
り
組
み
と
し
て
現
在

も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

育
成
の
面
で
は
、
建
設
業
法

改
正
に
伴
い
特
例
監
理
技
術
者

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
県
の
動

き
で
は
、
21
年
２
月
か
ら
県
土

整
備
部
発
注
工
事
に
お
い
て
、

一
定
条
件
の
下
で
特
例
監
理
技

術
者
の
配
置
を
認
め
た
。
７
月

か
ら
は
総
務
部
・
都
市
整
備
部
・

下
水
道
局
・
企
業
局
発
注
工
事

で
も
同
様
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
若
い
人
た
ち
の
経
験
の
蓄

積
も
目
的
と
し
て
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
検
討
段
階
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
県
土
整

備
部
で
は
週
休
２
日
制
モ
デ
ル

工
事
の
適
用
範
囲
拡
大
や
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

活
用
に
よ
る
適
正
な
賃
金
の
確

保
な
ど
の
取
り
組
み
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

　

24
年
４
月
か
ら
建
設
業
で
も

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。
も
は
や
、
労
働
時
間
の
是

非
に
関
し
て
は
議
論
す
る
ま
で

も
な
い
。
企
業
に
よ
っ
て
は
年

間
休
日
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、

有
給
休
暇
取
得
の
推
奨
、
男
性

の
育
児
休
暇
を
取
得
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

　

ま
ず
は
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
、
よ
り
細
か
な
労
働
環

境
改
善
を
行
う
こ
と
が
必
要

だ
。

茨城県 埼玉県未来への提言

鉄
道
延
伸
や
県
西
縦
断
道
路
を

民
活
導
入
で
地
元
企
業
参
入
求
む

環
境
改
善
で
若
者
を
呼
び
込
め

入札制度改善し適切な運用図れ

全
国
に
羽
ば
た
け 

女
性
活
躍
モ
デ
ル

流
域
治
水
実
現
へ「
連
携
」意
識
せ
よ

2050年の

茨 城

女性部会のメンバーと協会幹部が発足式で記念撮影

別表
自治体 総合

評価
低入札
価格

最低
制限 備　考

龍ケ崎市 ○ ○ × 低入札価格調査でダンピング対策が出来ているという認識
茨城町 ○ ○ × 低：最低制限価格制度はないが価格を調査する制度は設けている
結城市 ○ × ○ 調査の体制（人員、ノウハウ）が整っていない、基準整備ができていない、極端な低入札がないため不必要
筑西市 ○ × ○ 最低制限でことたりる
牛久市 ○ × ○ 最低制限でことたりる、今後導入を検討予定
守谷市 ○ × ○ 最低制限でことたりる
城里町 ○ × ○ 人員不足、事業が少ない、工事費11億のごみ処理施設建設時も制度導入は議論されなかった
北茨城市 ○ ○ × 人員不足、低入札価格調査でことたりる、必要なのでは？という声もある
かすみ
がうら市 ○ × ○ かつて導入したが人員不足のため中止

美浦村 × × ○ 総：工事件数が少ない、費用対効果が見込めない　低：最低制限でことたりる
潮来市 × ○ × 総：大きい案件が無い、各部署から声が上がれば検討　最低：低入札価格調査でことたりる
河内町 × × ○ 総：町の規模が小さく大型案件がない　低：最低制限でことたりる
大洗町 × × ○ 総：事業が少ない、案件がない　低：２人しか担当がいない（人員不足）
大子町 × × ○ 総：21年度準備検討を実施し22年度以降数件実施検討　低：人員不足、費用対効果が見込めない
境町 × × ○ 総：過去に導入実績あり、必要があれば再導入を検討　低：必要があれば導入を検討
坂東市 × ○ ○ 大型案件があまりない、検討課題ではある、初期の段階で導入しておけばよかった
利根町 × ○ × 総：大規模工事がない、今後検討したい　最低：公告時のみ低入札調査を実施している
八千代町 × × ○ 総：人材不足、大規模工事が無い　低：最低制限でことたりる
五霞町 × ○ ○ 調査できる十分な知識を持った職員がいない、人材不足（担当１人）　今後導入検討したい
下妻市 × × ○ 総：制度はあり数年前に実施したが近年見合った案件がないため形骸化　低：最低制限でことたりる
日立市 ○ ○ × 最低：昭和は運用していたが平成初期に低入札に一本化、負担は大きいが今のところ大きな問題はない

整備地選定委員会から埼玉県に報告書が提出された（3月）

若手入職者の減少が進む（作成・埼玉県県土整備部）

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000

1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年
出典：国勢調査　※国勢調査結果より算定

埼玉県内の建設業就業者数（人）

48,893
70,824

192,997

84,817 66,904

177,719

82,597
93,043

161,998

42,461 29,168

142,369

87,123

27,698

142,027

83,922

189,515

62,561

■55歳以上　■30歳～54歳　■29歳以下

300,969人
348,638人

327,220人
297,520人

258,660人 253,647人

そなーえチャンネルを開設した

首都圏機能
移転候補地

（栃木・福島地域）
FIT構想

（福島・茨城・栃木）

二地域居住・
定住圏リング

北関東新産業東西軸

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

スーパー・
メガリージョン

圏央物流リング
（ゴールデンリング）
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施
工
時
期
の
平
準
化
の
達
成

状
況
を
示
す
地
方
自
治
体
の

「
平
準
化
率
」
は
、
山
梨
県
が

早
期
発
注
を
数
多
く
実
施
す
る

な
ど
、
県
内
市
町
村
と
比
べ
て

も
数
値
が
高
い
。
し
か
し
業
者

か
ら
は
「
平
準
化
を
あ
ま
り
感

じ
て
い
な
い
」
と
の
声
が
聞
か

れ
た
。
ま
た
国
の
調
査
で
は
、

市
町
村
の
中
で
も
平
準
化
率
が

低
い
自
治
体
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
平
準
化
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

施
工
時
期
の
平
準
化
に
向
け

て
、
国
土
交
通
省
な
ど
が
地
方

自
治
体
に
お
け
る
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
中
、
業
界
か
ら
は

受
発
注
者
で
認
識
の
差
が
あ
る

と
い
う
指
摘
が
目
立
つ
。
県
の

土
木
工
事
を
メ
イ
ン
に
受
注
す

る
業
者
は
「
強
靱
化
対
策
な
ど

に
よ
り
事
業
量
が
増
え
た
の
は

大
変
あ
り
が
た
い
が
、
平
準
化

は
あ
ま
り
感
じ
な
い
」
と
話

す
。
さ
ら
に
「
技
術
者
不
足
が

深
刻
で
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ

け
準
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

『
工
事
発
注
見
通
し
』
を
早
め

に
公
表
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

る
。

　

県
の
電
気
工
事
を
手
掛
け
る

業
者
は
「
４
月
か
ら
６
月
ま
で

は
仕
事
が
無
い
。
１
月
か
ら
２

月
に
入
札
が
少
な
く
、
12
月
ご

ろ
に
発
注
し
た
時
点
で
次
年
度

に
繰
り
越
す
措
置
を
取
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
要
望
す
る
。

　

一
方
で
県
や
市
町
村
な
ど
の

土
木
・
建
築
工
事
を
手
掛
け
る

業
者
は
、「
河
川
工
事
は
渇
水

期
か
ら
着
手
す
る
た
め
、
竣
工

が
年
度
末
で
は
な
く
６
月
ま
で

延
長
と
な
る
工
事
も
あ
る
」
と

改
善
さ
れ
て
い
る
点
を
評
価
す

る
が
「
大
き
な
工
事
は
議
会
承

認
が
必
要
な
の
で
工
期
が
短

い
。
臨
時
議
会
の
開
催
も
少
な

い
」
と
問
題
点
を
指
摘
。
市
町

村
の
現
状
に
も
触
れ
「
平
準
化

は
感
じ
て
い
な
い
」と
明
か
す
。

　

国
交
省
な
ど
が
全
国
の
自
治

体
を
対
象
に
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
度
に
お
け
る

県
の
平
準
化
率
は
０
・
72
と
、

県
内
の
市
町
村
と
比
べ
て
中
央

市
の
次
に
高
い
。
ま
た
県
は
、

地
方
自
治
体
が
進
め
る
施
工
時

期
の
平
準
化
の
優
良
事
例
な
ど

を
ま
と
め
た
「
さ
し
す
せ
そ
事

例
集
」
に
基
づ
き
、
債
務
負
担

行
為
の
活
用
や
早
期
の
発
注
を

行
う
な
ど
推
進
に
努
め
て
い

る
。
た
だ
事
業
量
が
多
い
こ
と

も
含
め
、
受
発
注
者
側
の
認
識

の
差
が
ま
だ
見
ら
れ
る
。

　

市
の
平
準
化
率
＝
グ
ラ
フ
参

照
＝
に
関
し
て
は
、
甲
府
市
な

ど
が
高
い
。
甲
府
市
は
「『
さ

し
す
せ
そ
事
例
集
』
を
活
用
し

て
い
る
ほ
か
、
工
事
が
集
中
し

な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
」
と

説
明
。
笛
吹
市
も
「
農
閑
期
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
工
事
以
外

は
早
め
に
発
注
し
て
い
る
。
ま

た
年
間
を
通
じ
１
カ
月
２
回
の

ペ
ー
ス
で
入
札
を
執
行
し
て
い

る
」
と
対
策
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
強
調
す
る
。

　

一
方
で
平
準
化
が
進
ん
で
い

な
い
自
治
体
の
理
由
は
「
農
閑

期
で
な
い
と
発
注
で
き
な
い
」

「
担
当
課
と
の
調
整
不
足
」
な

ど
が
挙
が
る
。

　

気
象
条
件
や
農
閑
期
以
外
の

発
注
時
期
な
ど
難
し
い
課
題
は

あ
る
も
の
の
、
受
発
注
者
間
の

認
識
の
差
を
無
く
す
た
め
に

も
、
さ
ら
な
る
平
準
化
を
推
進

す
る
べ
き
だ
。

　

北
関
東
に
位
置
す
る
群
馬

県
。
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た

２
０
２
０
年
工
場
立
地
動
向
で

は
、
立
地
件
数
が
52
件
で
全
国

４
位
と
上
位
の
成
績
を
収
め
て

い
る
。
過
去
20
年
間
で
み
て
も

進
出
件
数
が
１
２
０
８
件
で
全

国
３
位
と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
社

会
の
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば「
密
」

を
避
け
る
た
め
に
群
馬
県
へ
の

進
出
は
工
場
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
広
い
業
種
で
進
め
ら
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

企
業
進
出
に
当
た
っ
て
、
群

馬
県
の
強
み
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
そ
の
交
通
利
便
性
。
東

京
か
ら
約
１
０
０
㎞
圏
内
に
あ

り
、
高
速
道
路
や
新
幹
線
と
い

っ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
度
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
高

速
道
路
の
交
通
網
で
い
え
ば
県

内
を
関
越
・
上
信
越
・
北
関
東
・

東
北
自
動
車
道
が
通
り
、
東
京

ま
で
車
で
１
時
間
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ま
で
群
馬
県
へ
進
出

し
た
企
業
の
多
く
が
利
点
と
し

て
い
る
。

　

自
然
災
害
の
少
な
さ
も
利
点

の
一
つ
。
豪
雨
災
害
や
大
規
模

な
地
震
な
ど
は
安
定
的
な
企
業

運
営
に
対
し
て
大
き
な
課
題

だ
。
群
馬
県
は
震
度
４
以
上
の

地
震
で
あ
れ
ば
１
９
２
３
～
２

０
１
８
年
度
ま
で
の
統
計
で
62

回
と
、
近
隣
都
県
と
比
較
し
て

も
少
な
い
。
県
と
し
て
２
０
５

０
年
に
向
け
た
『
ぐ
ん
ま
５
つ

の
ゼ
ロ
宣
言
』
で
自
然
災
害
に

よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
気

象
災
害
へ
の
対
応
に
も
力
を
尽

く
す
と
し
て
い
る
。
21
年
度
に

は
、
全
35
市
町
村
で
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
の
策
定
完
了
を
予

定
し
て
お
り
、
災
害
に
強
い
群

馬
県
の
実
現
は
加
速
す
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

発
展
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

化
は
、
群
馬
県
へ
の
進
出
を
一

層
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
る
。

技
術
の
進
化
は
生
産
性
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で
海
外

に
進
出
し
て
い
た
企
業
も
国
内

に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な

る
。
県
も
、
今
後
の
大
き
な
指

針
を
定
め
た
総
合
計
画
で
産
業

競
争
力
の
強
化
を
目
指
し
て
、

海
外
依
存
度
の
高
い
製
品
・
部

素
材
の
県
内
生
産
化
支
援
を
行

う
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
加

え
て
、
団
地
造
成
を
担
う
群
馬

県
企
業
局
も
こ
れ
ま
で
の
製
造

業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
だ

け
で
な
く
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

な
ど
Ｉ
Ｔ
事
業
者
等
の
誘
致
を

進
め
る
姿
勢
を
見
せ
る
。

　

そ
の
一
方
、
受
け
皿
と
な
る

工
業
・
産
業
団
地
は
、
県
企
業

局
と
市
町
村
を
合
わ
せ
て
分
譲

面
積
は
約
９
ha
と
少
な
い
。
現

在
も
高
い
需
要
に
応
え
る
た

め
、
県
や
市
町
村
な
ど
を
事
業

主
体
に
13
カ
所
で
団
地
整
備
に

向
け
た
動
き
が
進
む
。
ま
た
、

県
と
市
町
村
で
13
地
区
３
６
１

ha
を
対
象
に
事
業
化
へ
の
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
整
備
に
向
け

た
動
き
が
出
始
め
た
。

　

群
馬
県
の
発
展
を
さ
ら
に
後

押
し
す
る
に
は
、
進
出
し
た
い

企
業
の
受
け
皿
づ
く
り
が
急

務
。
民
間
事
業
者
に
よ
る
団
地

造
成
も
考
え
ら
れ
る
が
、候
補

地
を
見
つ
け
、整
備
に
向
け
た

調
整
を
行
い
、
造
成
工
事
を
し

て
分
譲
す
る
ま
で
に
は
地
元
を

よ
く
知
る
市
町
村
の
力
が
不
可

欠
。
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
か

ら
企
業
が
集
ま
る
群
馬
県
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
県
と
市
町

村
が
一
致
団
結
し
て
本
気
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

新
た
な
観
光
の
目
玉
と
し
て

注
目
さ
れ
る
ワ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
。
県
は
、
こ
の
計
画
に
つ

い
て
単
に
１
施
設
の
整
備
で
は

な
く
、
周
辺
地
域
の
開
発
を
含

め
た
「
街
づ
く
り
」
に
近
い
も

の
に
な
る
可
能
性
を
示
す
。
ワ

イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
核
に
宿

泊
・
観
光
施
設
な
ど
を
呼
び
込

み
、
既
存
の
観
光
施
設
と
も
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
県
全
体
へ

そ
の
効
果
を
波
及
さ
せ
る
。
構

想
づ
く
り
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ

が
、「
ワ
イ
ン
県
」
を
宣
言
し

た
山
梨
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る

た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
盛
り

込
ん
だ
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
る
。

　

ワ
イ
ン
に
ゆ
か
り
の
深
い
山

梨
を
象
徴
す
る
施
設
を
と
、
県

は
２
０
１
９
年
度
に
県
内
外
の

ワ
イ
ン
の
紹
介
・
販
売
を
軸
と

し
た「
ワ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
だ
が
本
格
的
な

議
論
を
始
め

よ
う
と
し
た

矢
先
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染

が
拡
大
。
県

は
対
応
に
追

わ
れ
、
そ
の

後
検
討
は
進

ん
で
い
な

い
。

　

県
の
計
画

を
聞
き
、
候

補
地
に
と
真

っ
先
に
手
を

上
げ
た
の
は

甲
州
市
。
約

２
０
０
種
類

の
ワ
イ
ン
カ
ー
ブ
や
宿
泊
施
設

を
備
え
る
「
甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど

う
の
丘
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
活
用
す
る
案
を
県
に
提
示

し
、
誘
致
に
積
極
的
な
姿
勢
を

示
し
た
。
か
ね
て
同
施
設
の
経

営
は
厳
し
く
、
市
議
会
で
も
施

設
の
先
行
き
を
心
配
す
る
声
が

あ
る
中
で
の
県
の
計
画
。
鈴
木

幹
夫
・
甲
州
市
長
も
昨
年
の
山

梨
建
設
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
「
県
や
甲
州
市
、
ワ
イ
ン
業

界
、
地
域
す
べ
て
に
良
い
話
に

な
れ
ば
」
と
、
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

　

県
は
こ
の
施
設
に
つ
い
て
、

施
設
単
体
の
整
備
で
は
な
く
、

周
辺
一
帯
を
か
ら
め
た
周
遊
観

光
の
核
と
し
た
い
考
え
だ
。
県

の
担
当
者（
以
下
同
じ
）は「
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ポ
ツ
ン
と
つ
く

る
だ
け
で
は
人
は
来
な
い
し
、

す
ぐ
廃
れ
る
。
例
え
ば
周
辺
に

高
級
ホ
テ
ル
を
誘
致
す
る
と

か
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
用

意
す
る
と
か
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
同

士
を
つ
な
げ
る
と
か
、
県
全
体

の
周
遊
観
光
ま
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
た
道

路
や
下
水
、
水
を
ど
う
確
保
し

て
い
く
か
な
ど
、
非
常
に
大
き

な
話
に
な
る
。
い
か
に
県
内
に

お
金
を
落
と
し
て
も
ら
う
か
が

重
要
」
と
話
す
。

　

ま
た
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

は
、
ワ
イ
ン
だ
け
で
な
く
県
内

で
生
産
さ
れ
て
い
る
他
の
ア
ル

コ
ー
ル
類
も
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
。「
山
梨
は
ワ
イ
ン
の
ほ

か
ウ
イ
ス
キ
ー
や
ビ
ー
ル
、
日

本
酒
、
焼
酎
も
あ
る
。
日
本
酒

は
こ
と
し
、
国
の
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）
に
認
定
さ
れ
た
。
こ

ん
な
に
ア
ル
コ
ー
ル
類
が
豊
富

に
そ
ろ
う
県
は
他
に
な
い
」
と

力
を
込
め
る
。
今
後
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
が
開
通
す
る
こ
と

で
将
来
的
に
首
都
圏
と
の
２
拠

点
生
活
が
進
む
こ
と
も
考
え
、

場
所
や
内
容
を
検
討
し
て
い
く

方
針
だ
。

　

県
は
昨
年
度
の
時
点
で
は
コ

ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
次
第
、
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
検
討
経
費
を
予
算

化
し
た
い
考
え
を
示
し
て
い

た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ

が
収
ま
る
気
配
が
な
く
、
本
年

度
中
の
予
算
化
は
な
い
も
よ

う
。
山
梨
の
観
光
・
経
済
の
発

展
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
議
論
の
再

開
が
待
た
れ
る
。

　

建
設
業
の
課
題
と
し
て
人
手

不
足
が
真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
状
況

の
打
破
に
は
、
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
の
働
き
方
改
革
と
生

産
性
向
上
を
さ
ら
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
働
き
方
改
革
に
当

た
っ
て
は
、
現
場
の
処
遇
改
善

に
つ
な
が
る
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
活
用
促
進
が
方
策
の
一
つ
。

群
馬
県
建
設
業
協
会
（
青
柳
剛

会
長
）
は
い
ち
早
く
危
機
感
を

持
ち
、
導
入
加
速
化
に
向
け
て

特
別
部
会
を
設
置
す
る
な
ど
本

格
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

群
馬
県
も
モ
デ
ル
工
事
の
試
行

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
が
、

本
格
的
な
導
入
に
は
裾
野
と
な

る
市
町
村
で
の
工
事
で
当
た
り

前
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
な
状
況

ま
で
普
及
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

群
馬
県
内
の
建
設
就
業
者
数

は
ピ
ー
ク
時
と
な
る
１
９
９
５

年
の
10
万
２
５
２
５
人
か
ら
減

少
を
続
け
、
直
近
の
２
０
１
５

年
に
は
７
万
１
０
５
６
人
と
20

年
で
30
％
減
少
し
て
い
る
。
さ

ら
に
高
齢
化
率
も
高
く
、
建
設

業
従
事
者
の
う
ち
55
歳
以
上
が

占
め
る
割
合
は
15
年
で
37
・
２

％
と
全
国
平
均
の
33
・
８
％
を

上
回
る
。
技
能
者
の
能
力
や
経

験
を
電
子
記
録
で
保
存
し
、
活

用
す
る
こ
と
で
技
能
者
本
人
の

キ
ャ
リ
ア
に
見
合
っ
た
評
価
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
、
そ
の
人
材
が
業
界
で
長
く

働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

群
馬
県
は
県
発
注
工
事
で
20

年
度
か
ら
モ
デ
ル
工
事
の
試
行

を
開
始
。
工
事
成
績
評
点
へ
の

加
点
と
、
総
合
評
価
落
札
方
式

の
評
価
項
目
に
追
加
す
る
な

ど
、
企
業
に
導
入
を
促
し
て
い

る
。
21
年
度
も
１
６
８
件
以
上

の
入
札
公
告
を
目
指
し
て
お

り
、
積
極
的
な
導
入
を
進
め

る
。
他
方
、
市
町
村
で
は
、
モ

デ
ル
工
事
の
試
行
は
広
が
っ
て

い
な
い
。
導
入
に
つ
い
て
市
町

村
の
担
当
者
に
話
を
聞
く
と

「
受
注
者
か
ら
導
入
の
要
望
が

な
い
」「
試
行
工
事
を
行
う
ノ

ウ
ハ
ウ
が
な
い
」
と
い
っ
た
声

が
多
い
。
こ
う
し
た
声
が
出
て

く
る
の
は
、
建
設
産
業
の
担
い

手
確
保
へ
の
危
機
感
が
欠
如
し

て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
。

近
年
頻
発
す
る
豪
雨
に
よ
る
自

然
災
害
か
ら
の
復
旧
、
豪
雪
に

対
す
る
除
雪
対
応
な
ど
地
域
建

設
業
は
地
域
の
安
全
安
心
を
担

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
群
馬
県

内
で
は
20
年
、
21
年
と
連
続
し

て
養
豚
場
で
豚
熱
が
発
生
、
埋

設
作
業
に
は
建
設
業
が
携
わ
り

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
建
設
産
業
の
体
力
低
下

は
、
地
域
の
防
災
・
減
災
力
に

直
接
影
響
す
る
と
い
う
危
機
感

を
全
て
の
自
治
体
が
持
つ
べ
き

だ
。

　

業
界
側
は
導
入
に
向
け
た
動

き
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
群

馬
県
建
設
業
協
会
は
、
20
年
度

に
先
ん
じ
て
沼
田
支
部
の
全
会

員
企
業
21
社
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
登

録
。
21
年
度
の
総
会
で
人
材
確

保
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
特

別
部
会
を
設
立
す
る
な
ど
、
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
が
描
け
る
業
界
を

目
指
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
導
入
拡
大

策
を
検
討
す
る
。
建
設
産
業
が

こ
れ
か
ら
も
健
全
な
成
長
を
続

け
、
群
馬
県
の
安
全
安
心
を
守

り
続
け
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
業
界
側
の
動
き
を
全
て
の
自

治
体
が
後
押
し
で
き
る
体
制
を

整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

建
設
業
界
で
は
技
術
者
の
高

齢
化
や
職
人
の
人
手
不
足
が
課

題
だ
。
将
来
的
に
は
事
業
推
進

の
遅
れ
や
、
自
然
災
害
発
生
時

に
お
け
る
復
旧
作
業
に
も
大
き

な
影
響
が
出
る
。
急
が
れ
る
人

材
不
足
へ
の
対
応
や
人
材
育
成

の
状
況
に
つ
い
て
県
や
事
業

者
、
業
界
団
体
な
ど
に
現
状
と

課
題
を
聞
く
と
、
若
年
層
と
の

「
接
点
」
づ
く
り
の
必
要
性
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

　

県
で
は
産
学
官
に
よ
る
建
設

業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
若
手

技
術
者
の
確
保
、
建
設
業
界
の

魅
力
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
実

施
。
教
育
現
場
で
は
児
童
や
生

徒
に
建
設
産
業
と
の
「
接
点
」

を
つ
く
る
場
を
設
け
て
い
る
。

建
設
学
科
や
系
列
を
持
つ
高
校

で
は
「
建
設
産
業
説
明
会
」
を

開
き
、
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど

生
の
声
を
生
徒
た
ち
に
伝
え
る

活
動
を
進
め
て
い
る
。県
は「
建

設
業
は
経
済
活
動
や
生
活
の
基

盤
と
な
る
重
要
な
産
業
。
説
明

会
を
機
会
に
建
設
産
業
へ
進
ん

で
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る
。

　

高
校
生
を
対
象
と
し
た
現
場

研
修
会
を
開
い
た
県
内
企
業
は

「
入
職
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
は
退

職
し
て
い
く
。
一
企
業
で
の
対

策
は
限
り
が
あ
る
」
と
話
す
。

人
材
育
成
で
は
入
社
か
ら
監
理

技
術
者
に
な
る
ま
で
約
５
～
７

年
を
要
す
る
た
め
、
業
界
全
体

で
の
支
援
を
求
め
る
声
も
。

　

実
業
高
校
で
出
前
講
座
を
開

い
た
県
内
団
体
は
「
団
塊
世
代

の
大
量
離
職
に
よ
り
、
担
い
手

の
持
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
」

と
す
る
。
人
材
不
足
の
課
題
で

は
「
不
足
し
た
ま
ま
過
度
な
効

率
化
を
目
指
す
と
事
故
の
増
加

や
安
全
性
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
県

内
団
体
は
「
技
術
者
の
確
保
は

急
務
だ
が
、
若
年
層
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
で
き
て
い
な
い
」「
５

年
、
10
年
後
の
ベ
テ
ラ
ン
人
材

の
確
保
に
懸
念
が
あ
る
」
と
業

界
の
窮
状
を
明
か
す
。
課
題
や

問
題
点
で
は
、
民
間
工
事
で
の

週
休
２
日
制
導
入
や
他
業
界
と

比
べ
て
勤
務
時
間
が
長
い
点
が

大
き
く
、
こ
れ
ら
が
若
い
人
材

不
足
が
発
生
す
る
一
因
と
考
え

ら
れ
る
。
国
や
県
へ
の
要
望
と

し
て
、
建
設
業
に
対
す
る
悪
い

印
象
の
払ふ

っ

拭し
ょ
く

と
改
善
を
行
い

「
モ
ノ
づ
く
り
は
格
好
い
い
」

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
必

要
と
訴
え
る
。

　

会
員
数
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
半

減
以
下
で
運
営
す
る
建
設
業
団

体
で
は
、
高
齢
化
に
よ
る
人
材

不
足
の
ほ
か
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
メ
ン
タ
ル
の
弱
さ

と
い
っ
た
「
適
職
者
の
不
足
」

を
指
摘
す
る
声
も
出
て
い
る
。

人
材
不
足
の
課
題
で
は
「
特
に

経
験
や
知
識
が
重
要
視
さ
れ
る

型
枠
工
や
石
工
、
鉄
筋
工
な
ど

の
専
門
工
の
人
材
が
い
な
く
な

る
の
は
痛
手
だ
」「『
仕
事
は
あ

っ
て
も
人
が
い
な
い
』『
災
害

時
に
対
応
で
き
な
い
』
な
ど
、

生
活
に
密
着
す
る
建
設
業
の
役

割
を
果
た
せ
な
く
な
る
可
能
性

が
高
い
」
と
危
機
感
を
あ
ら
わ

に
す
る
。

　

業
界
の
深
刻
な
課
題
に
対
応

す
る
に
は
関
係
者
が
一
体
と
な

り
、
若
手
人
材
を
育
成
し
て
増

や
す
必
要
が
あ
る
。
特
に
将
来

を
担
う
若
者
た
ち
が
建
設
業
界

へ
興
味
や
魅
力
、
や
り
が
い
を

持
っ
て
入
職
を
し
て
も
ら
う
に

は
、積
極
的
に
接
点
を
つ
く
り
、

週
休
２
日
制
導
入
や
労
働
に
見

合
っ
た
賃
金
な
ど
労
働
環
境
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
急
務
だ
。

　

他
に
は
な
い
群
馬
県
の
強
み

と
し
て
挙
が
る
交
通
利
便
性
。

県
内
を
４
つ
の
高
速
道
路
が
走

る
関
東
き
っ
て
の
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
そ
の
強
み
を
さ
ら
に

生
か
す
た
め
に
は
高
速
道
路
を

活
用
し
た
自
動
車
交
通
網
を
群

馬
県
の
隅
々
ま
で
張
り
巡
ら
せ

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　

強
み
を
生
か
す
た
め
の
取
り

組
み
の
一
つ
は
自
動
車
交
通
網

の
結
節
点
と
な
る
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
強
化
。
高
速
道
路
を

起
点
と
し
た
効
率
的
な
交
通
網

の
整
備
は
、
製
造
業
や
物
流
な

ど
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
と

い
う
効
果
だ
け
で
な
く
、
観
光

振
興
な
ど
多
面
的
な
発
展
に
も

つ
な
が
る
。

　

県
内
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
20
カ
所
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
４
カ
所
の
計

24
カ
所
あ
り
、
現
在
も
甘
楽
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
県
の
北

部
地
域
を
中
心
に
密
度
が
低
い

状
況
だ
。
ま
た
、
館
林
市
が
東

北
自
動
車
道
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
向

け
た
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
必

要
性
や
周
辺
道
路
の
現
況
な
ど

を
検
討
中
だ
が
、
具
体
的
な
動

き
は
こ
れ
か
ら
と
な
り
そ
う
。

　

新
た
な
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
向
け
て

は
、
ま
ず
地
方
自
治
体
で
の
必

要
性
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
必
要
性
が
確
認
で
き

た
の
ち
に
、
国
の
直
轄
調
査
で

概
略
・
詳
細
検
討
が
行
わ
れ
、

整
備
計
画
を
決
定
。
具
体
的
な

整
備
段
階
に
入
る
。
地
方
自
治

体
が
行
う
検
討
に
対
し
て
は
、

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

に
よ
る
助
言
な
ど
、
現
在
も
整

備
に
向
け
た
支
援
は
行
わ
れ
て

い
る
も
の
の
、
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足

な
ど
で
困
難
な
状
況
も
垣
間
見

え
る
。
自
治
体
側
が
ま
ち
の
強

み
を
生
か
す
た
め
に
積
極
的
な

設
置
検
討
を
行
う
よ
う
な
働
き

掛
け
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。

　

高
速
道
路
と
い
う
幹
線
道
路

と
そ
の
出
入
口
が
あ
っ
た
と
し

て
も
そ
こ
か
ら
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
充
実
し
て
い
な
け
れ

ば
効
率
的
な
交
通
網
と
し
て
は

不
十
分
。イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
産
業
・
工
業
団
地
だ
け
で

な
く
、
温
泉
地
と
い
っ
た
観
光

地
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
高
速
道
路
の

効
果
を
最
大
限
に
発
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

に
も
、
県
県
土
整
備
部
を
中
心

に
こ
う
し
た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
き
て

い
る
。
今
後
は
、
県
道
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
県
と
各
市
町
村

道
の
効
果
的
な
整
備
を
進
め
る

べ
き
だ
。

　

未
来
に
目
を
向
け
れ
ば
、
実

現
ま
で
の
道
の
り
が
具
体
的
に

見
え
て
き
た
自
動
運
転
を
は
じ

め
と
し
た
技
術
の
進
化
へ
の
対

応
も
必
要
と
な
る
。
県
内
で
も

前
橋
市
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
標
と
し
た
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
構
想
を
策
定
。
自
動
運

転
バ
ス
の
走
行
試
験
を
行
う
な

ど
積
極
的
な
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
。

　

今
後
の
群
馬
県
発
展
に
向
け

て
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

全
県
下
へ
拡
大
し
て
い
く
と
と

も
に
、
新
た
な
技
術
を
ス
ム
ー

ズ
に
導
入
で
き
る
よ
う
な
道
路

空
間
を
あ
ら
か
じ
め
整
備
す
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

山梨県 群馬県未来への提言

平
準
化
を
実
感
で
き
る
発
注
急
げ

世
界
か
ら
企
業
が
集
ま
る
群
馬
へ

若
者
層
と
の
「
接
点
」
増
や
せ

隅
々
ま
で
行
き
わ
た
る
交
通
網
を

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
核
に
一
体
開
発
図
れ

建
設
業
の
存
続
に
危
機
感
持
て
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群馬県の建設業就業者数と許可業者数の推移

就業者数

建設業許可業者数

建設産業説明会で建設業が果たす役割を
生徒たちに説明した

県内では工場の進出が相次ぐ

ここにワインミュージアム？甲州市勝沼ぶどうの丘

交
通
利
便
性
の
高
い
群
馬
県
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長
野
県
内
の
大
動
脈
と
な
る

高
規
格
道
路
の
整
備
状
況
は
、

中
央
、
長
野
、
上
信
越
自
動
車

道
が
全
線
供
用
さ
れ
、
さ
ら
に

中
部
横
断
、
三
遠
南
信
、
中
部

縦
貫
自
動
車
道
の
調
査
・
建
設

が
進
む
。
日
本
で
４
番
目
の
面

積
を
有
す
る
長
野
県
は
南
北
に

広
く
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
観
点
か
ら
、
松
本
と
佐
久
地

域
を
結
ぶ
「
松
本
佐
久
連
絡
道

路
」
と
、
上
田
か
ら
諏
訪
地
域

を
結
ぶ「
上
田
諏
訪
連
絡
道
路
」

の
整
備
が
以
前
か
ら
構
想
さ
れ

て
い
る
。
県
内
の
広
域
連
携
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
に
も

な
る
２
路
線
が
完
成
す
れ
ば
、

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
い
ず
れ
も
関
係
者
に
よ
る

期
成
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
事
業
の
前
進
を

求
め
、
引
き
続
き
要
望
活
動
等

を
展
開
し
て
い
く
考
え
だ
。
７

月
に
は
国
土
交
通
省
が
、
地
域

高
規
格
道
路
と
し
て
構
想
路
線

に
位
置
付
け
、
早
期
具
体
化
の

機
運
が
高
ま
っ
た
。

　

松
本
佐
久
連
絡
道
路
は
松
本

市
と
塩
尻
市
に
ま
た
が
る
松
本

空
港
付
近
を
起
点
に
、
国
道
24

号
と
国
道
１
４
２
号
に
並
行
し

て
走
り
、
上
信
越
自
動
車
道
の

佐
久
地
域
周
辺
を
終
点
と
す

る
。
一
方
、
上
田
諏
訪
連
絡
道

路
は
、
上
信
自
動
車
道
が
通
る

上
田
地
域
を
起
点
と
し
、
お
お

よ
そ
国
道
１
５
２
号
に
並
行
し

て
走
り
、
丸
子
腰
越
周
辺
で
松

本
佐
久
連
絡
道
路
と
連
結
さ
せ

諏
訪
地
域
を
終
点
に
考
え
て
い

る
。

　

松
本
・
佐
久
・
上
田
地
域
を

結
ぶ
こ
と
で
、
文
化
の
交
流
や

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与

す
る
ほ
か
、
信
州
ま
つ
も
と
空

港
と
中
部
横
断
自
動
車
道
、
中

部
縦
貫
自
動
車
道
な
ど
と
連
結

す
る
こ
と
で
、
県
内
だ
け
で
な

く
他
県
と
の
経
済
的
な
交
流
な

ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
さ
ら
に
医
療
機
関
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
向
上
し
、
災
害
時
に

お
け
る
「
強
い
道
路
」
と
な
る

た
め
、
県
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
高
規
格
幹
線
道
路
と
し
て

早
期
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
日

本
の
中
心
に
位
置
す
る
複
数
の

道
路
が
有
機
的
に
結
ば
れ
る
こ

と
で
、
国
全
体
の
人
流
、
物
流

が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
、

国
全
体
の
連

携
に
も
つ
な

が
る
。

　

県
に
よ
る

と
２
路
線
の

整
備
に
つ
い

て
「
構
想
段

階
に
位
置
付

け
ら
れ
た
ば

か
り
で
、
実

現
性
に
つ
い

て
は
未
定
だ

が
、
こ
れ
か

ら
必
要
性
を

含
め
検
討
に

入
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。

　

上
田
諏
訪
連
絡
道
路
建
設
期

成
同
盟
会
で
は
「
構
想
路
線
に

位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
長

期
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
要
望

活
動
が
少
し
報
わ
れ
た
。
調
査

が
進
む
周
辺
の
高
規
格
道
路
に

比
べ
、
優
先
順
位
は
低
い
が
、

引
き
続
き
、
根
気
強
く
要
望
活

動
を
行
う
」
と
意
気
込
む
。

　

実
現
ま
で
の
道
の
り
は
ま
だ

遠
い
が
、
好
機
を
逃
さ
ず
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
一
日
も
早
い

着
工
に
こ
ぎ
着
け
る
べ
き
だ
。

　

新
潟
県
長
岡
市
寺
泊
の
信
濃

川
河
口
部
で
進
む
大
河
津
分
水

路
の
改
修
事
業
は
「
令
和
の
大

改
修
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
事

業
期
間
18
年
、
全
体
事
業
費
に

約
１
２
０
０
億
円
が
投
じ
ら
れ

る
。
戦
後
最
大
規
模
の
洪
水
が

安
全
に
流
下
で
き
る
よ
う
流
下

能
力
が
不
足
す
る
河
口
部
を
１

０
０
ｍ
拡
幅
。
掘
削
土
量
は
約

１
０
０
０
万
㎥
に
上
り
、
拡
幅

工
事
と
と
も
に
第
二
床
固
の
改

築
や
国
道
４
０
２
号
に
架
か
る

野
積
橋
の
架
け
替
え
が
行
わ
れ

て
い
る
。
大
規
模
な
工
事
が
同

時
並
行
で
進
め
ら
れ
る
事
業

は
、
洪
水
被

害
の
防
止
に

加
え
て
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
に
よ

る
未
来
の
建

設
現
場
の
実

証
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
大

き
な
期
待
が

か
か
る
。

　

工
事
を
担

当
す
る
信
濃

川
河
川
事
務

所
は
ｉ
―
Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
を
先
導
す

る
モ
デ
ル
事

務
所
に
、
大

河
津
分
水
路

改
修
事
業
は
「
３
次
元
情
報
活

用
モ
デ
ル
事
業
」
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
設
計
や
測
量
の
３
次

元
デ
ー
タ
を
組
み
込
み
、
一
元

管
理
す
る
統
合
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

を
作
成
。
契
約
図
書
や
施
工
管

理
に
３
次
元
デ
ー
タ
が
活
用
さ

れ
る
。
加
え
て
本
年
度
か
ら
は

施
工
条
件
把
握
や
段
階
確
認
、

完
成
検
査
な
ど
、
原
則
、
全
て

の
監
督
・
検
査
で
遠
隔
臨
場
の

試
行
を
開
始
し
た
。
新
第
２
床

固
改
築
Ⅰ
期
工
事
で
は
、
遠
隔

臨
場
の
運
用
ル
ー
ル
と
な
る

「
大
河
津
分
水
改
修
工
事
監
督
・

検
査
技
術
要
領
（
案
）」
を
作

成
し
、
従
来
の
立
会
い
と
比
較

し
な
が
ら
効
果
検
証
と
課
題
の

明
確
化
を
進
め
て
い
る
。

　

大
河
津
分
水
路
改
修
事
業
を

筆
頭
に
、
北
陸
地
整
管
内
で
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た

業
務
・
工
事
の
実
施
件
数
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
で
取
り
組
み
を
行
う
の

は
規
模
の
大
き
な
工
事
、
企
業

が
中
心
で
地
元
企
業
の
受
注
が

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

北
陸
地
整
管
内
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
業
務
の
う
ち
、
２
０
１
６

～
20
年
度
ま
で
の
累
計
で
地
元

企
業
の
受
注
は
16
％
に
と
ど
ま

る
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
の
試
行

に
取
り
組
む
発
注
者
は
、
直
轄

工
事
以
外
で
は
新
潟
県
と
新
潟

市
の
み
。
導
入
ま
で
に
は
高
性

能
な
ソ
フ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
、
専

門
人
材
の
育
成
な
ど
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
。
当
然
、
受
注
者
側
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
発
注
者

側
に
も
同
様
に
備
え
が
必
要
で

あ
る
。

　

働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ
禍
で

Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
機
運
は

高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
業
界

全
体
で
普
及
・
定
着
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
儲
か
る
こ
と
が
重

要
だ
。
導
入
効
果
が
コ
ス
ト
を

上
回
る
必
要
が
あ
り
、
数
値
化

で
き
な
い
部
分
も
含
め
て
未
導

入
の
状
況
よ
り
も
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
効
果
や
課
題
を
可
能
な
限

り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

実
証
を
進
め
る
大
河
津
分
水
路

改
修
事
業
の
役
割
は
大
き
い
。

全
国
的
に
注
目
を
集
め
る
モ
デ

ル
事
業
は
、
未
来
の
建
設
現
場

を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
３
次

元
情
報
活
用
の
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
る
真
の
モ
デ
ル
に
な
る
べ
き

だ
。

　

一
昨
年
の
令
和
元
年
東
日
本

台
風
や
昨
年
の
７
月
豪
雨
、
今

年
８
月
の
豪
雨
災
害
な
ど
、
自

然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
頻
発

し
て
い
る
。
河
川
の
氾
濫
を
は

じ
め
と
す
る
被
害
が
生
じ
る
中

で
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
の
治
水

対
策
に
加
え
、
市
町
村
や
民
間

事
業
者
な
ど
流
域
の
関
係
者
が

共
同
で
水
害
を
軽
減
さ
せ
る

「
流
域
治
水
」
へ
の
取
り
組
み

「
長
野
県
流
域
治
水
推
進
計
画
」

を
２
月
に
策
定
。
計
画
期
間
は

本
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度
ま

で
の
５
カ
年
と
し
、
①
河
川
整

備
②
流
域
に
お
け
る
雨
水
貯
留

③
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
避
難
を

３
つ
の
柱
と
し
て
、
集
中
的
に

取
り
組
む
方
針
だ
。

　

３
つ
の
柱
の
中
で
、
県
が
特

に
重
要
視
し
て
い
る
の
が
、
雨

水
を
直
接
河
川
に
流
す
の
で
は

な
く
「
留
め
る
」
対
策
だ
。

　

同
計
画
で
は
、
雨
水
貯
留
の

取
り
組
み
は
比
較
的
施
設
規
模

の
大
き
い
、
合
同
庁
舎
や
高
等

学
校
な
ど
の
県
有
施
設
、
市
町

村
の
庁
舎
な
ど
の
市
町
村
所
有

の
施
設
で
は
、
特
に
施
設
設
置

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
県
有
施

設
で
は
、
計
画
期
間
の
５
年
間

で
目
標
数
を
設
定
し
整
備
を
推

進
。
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
つ

い
て
は
、
県
内
19
市
ご
と
に
１

施
設
お
よ
び
木
曽
圏
域
で
１
施

設
の
計
20
の
大
き
な
県
有
施
設

に
お
い
て
整
備
す
る
。
ま
た
、

貯
留
タ
ン
ク
は
、
民
間
事
業
者

や
県
民
に
促
す
目
的
か
ら
、
東

日
本
台
風
や
昨
年
の
７
月
豪
雨

で
大
き
な
水
害
が
発
生
し
た
千

曲
川
、
天
竜
川
、
木
曽
川
流
域

内
の
４
３
９
の
県
有
施
設
で
設

置
を
進
め
て
い
く
。

　

市
町
村
に
お
け
る
各
戸
貯
留

施
設
の
設
置
に
は
補
助
制
度
が

あ
り
、
県
内
で
は
20
年
２
月
時

点
で
９
市
町
村
が
制
度
を
利
用

し
て
お
り
、
５
３
７
０
基
の
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
25
年
度
ま
で
に
21
市
町

村
以
上
が
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
が
目
標
。
各
戸
で
施
設
が
増

加
し
、
県
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
同
計
画
後
の
策
定
後
、

補
助
制
度
は
２
町
村
が
利
用
を

始
め
て
お
り
、
県
で
は
さ
ら
に

拡
充
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　

貯
留
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
農
業
用
た
め
池
の
活
用
も

重
要
課
題
。
県
内
に
は
約
１
８

０
０
の
農
業
用

た
め
池
が
あ

り
、
全
体
の
貯

水
量
は
約
３
０

０
０
万
㎥
に
な

る
。
こ
の
う

ち
、
決
壊
し
た

場
合
の
浸
水
区

域
に
家
屋
や
公

共
施
設
等
が
存

在
し
、
人
的
被

害
を
与
え
る
恐

れ
の
あ
る
た
め

池
「
防
災
重
点

農
業
用
た
め

池
」
が
６
５
３
カ
所
、
全
体
貯

留
水
量
の
約
８
割
（
２
４
６
０

万
㎥
）を
占
め
る
。計
画
で
は
、

た
め
池
の
貯
水
位
を
下
げ
、
空

き
容
量
を
確
保
す
る
こ
と
で
降

雨
時
の
流
入
水
を
貯
留
さ
せ
、

河
川
へ
の
流
出
量
を
抑
制
す

る
。
25
年
度
ま
で
に
４
０
４
カ

所
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、
管
理
体
制
が
整
っ

て
い
る
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
を
優
先
し
、
管
理
者
の
理
解

が
得
ら
れ
た
た
め
池
で
取
り
組

み
を
促
進
す
る
。
放
流
ゲ
ー
ト

や
低
水
位
管
理
の
た
め
の
洪
水

吐
切
り
欠
き
の
設
置
は
、
管
理

者
と
調
整
し
た
上
で
、
た
め
池

の
改
修
と
併
せ
て
整
備
し
て
い

く
。

　

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
流
域
全

て
の
関
係
者
が
協
働
し
県
民
の

積
極
的
な
参
画
が
必
須
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
県
民
が

理
解
で
き
る
よ
う
、
計
画
の
周

知
が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
５
年
間
で
終
わ
ら
せ
る
こ

と
な
く
、
今
後
も
必
要
な
事
業

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
は

ず
だ
。

　

昨
年
12
月
か
ら
本
年
１
月
に

か
け
て
県
内
を
襲
っ
た
豪
雪
で

は
、
除
雪
に
限
ら
ず
防
災
・
減

災
を
担
う
建
設
業
が
コ
ロ
ナ
禍

の
医
療
従
事
者
同
様
に
生
活
に

必
要
不
可
欠
な
産
業
で
あ
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
印
象
付
け

た
。
北
陸
地
方
整
備
局
の
岡
村

次
郎
局
長
は
８
月
、
新
潟
県
の

花
角
英
世
知
事
と
の
懇
談
会
の

中
で
「
除
雪
作
業
を
進
め
る
建

設
業
は
、
ま
さ
に
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
除
雪

が
無
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
い
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

昨
冬
は
新
潟
県
内
全
域
が
大

雪
に
見
舞
わ
れ
、
上
越
市
の
高

田
観
測
所
で
は
１
月
８
日
～
９

日
の
24
時
間
降
雪
量
が
１
０
３

㎝
と
な
り
観
測
史
上
最
高
を
記

録
。
12
月
に
は
関
越
自
動
車
道

で
長
時
間
に
わ
た
る
滞
留
車
両

が
発
生
し
た
ほ
か
、
幹
線
道
路

で
も
車
両
の
ス
タ
ッ
ク
に
よ
る

渋
滞
で
、
交
通
が
ま
ひ
し
た
。

魚
沼
エ
リ
ア
で
国
道
除
雪
に
当

た
っ
た
事
業
者
は
「
20
数
年
に

わ
た
り
国
道
除
雪
に
携
わ
っ
て

い
る
が
、
初
期
の
降
雪
が
こ
の

よ
う
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
の

は
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
」
と

し
、当
時
の
状
況
と
し
て「
朝
、

除
雪
基
地
に
来
る
は
ず
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
た
ち
が
交
通
障
害
に

巻
き
込
ま
れ
、
除
雪
基
地
ま
で

行
け
な
い
、
遅
く
な
る
と
い
う

連
絡
が
次
々
と
耳
に
入
っ
て
く

る
。
夜
勤
を
終
え
基
地
に
戻
っ

て
き
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
残
っ

て
も
ら
い
、
休
憩
す
る
間
も
な

く
再
出
動
を
命
じ
た
。
車
庫
が

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
、
電
話
線
が

切
れ
た
、
家
族
の
車
が
動
け
な

い
、
な
ど
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
家

に
帰
り
た
い
気
持
ち
を
抑
え
な

が
ら
、除
雪
作
業
に
当
た
っ
た
」

と
過
酷
な
状
況
を
語
る
。

　

除
雪
が
生
活
を
支
え
る
重
要

な
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
作
業
の

苦
労
か
ら
担
い
手
確
保
、
高
齢

化
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
新
潟
県
発
注
の
除
雪
請
負

事
業
者
を
対
象
に
行
っ
た
２
０

１
９
年
度
の
実
態
調
査
で
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
人
数
は
２
７

２
１
人
で
、
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
。
５
年
前
と
比
較
し
て
１

５
７
人
減
っ
た
。
年
齢
別
で
見

る
と
40
歳
以
下
は
７
０
０
人

で
、
５
年
前
か
ら
76
人
減
少
し

た
一
方
で
、
61
歳
以
上
は
６
１

９
人
と
５
年
間
で
１
７
８
人
増

加
し
、
着
実
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
現
在
は
何
と
か
体
制

を
維
持
で
き
て
い
て
も
、
将
来

に
不
安
を
抱
え
る
関
係
者
は
多

い
。

　

除
雪
事
業
者
の
処
遇
改
善
に

向
け
て
は
、
基
本
待
機
料
の
前

倒
し
や
総
合
評
価
方
式
で
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
の
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
北

陸
地
整
や
新
潟
県
、
新
潟
市
の

道
路
管
理
者
を
は
じ
め
日
本
道

路
建
設
業
協
会
、
日
本
建
設
機

械
施
工
協
会
、
新
潟
県
建
設
業

協
会
、
新
潟
市
建
設
業
協
会
等

の
関
係
団
体
が
連
携
し
、
対
応

策
を
検
討
す
る
協
議
会
を
立
ち

上
げ
た
。
協
議
会
の
中
で
は
平

常
時
の
対
応
や
地
域
の
理
解
を

求
め
る
意
見
が
上
が
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
業
界
全
体
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
り
、
除
雪
従
事
者
で
も

あ
る
建
設
業
者
を
正
当
に
評
価

し
、
日
々
の
生
活
を
守
る
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
、
や
り
が
い
や
魅
力
が
持
て

る
産
業
に
な
る
取
り
組
み
を
急

ぐ
べ
き
だ
。

　

建
設
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
産
業
で
あ
る
た
め

に
は
、
担
い
手
確
保
が
喫
緊
の

課
題
だ
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り

労
働
者
不
足
は
全
産
業
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
３
Ｋ
（
き
つ
い
・
汚
い
・

危
険
）
と
い
っ
た
、
負
の
イ
メ

ー
ジ
が
付
い
て
回
る
建
設
業
界

の
人
手
不
足
は
、
事
業
承
継
な

ど
を
含
め
地
方
ほ
ど
深
刻
だ
。

災
害
発
生
時
に
い
ち
早
く
駆
け

付
け
る
地
域
の
「
守
り
手
」
と

し
て
、
あ
る
い
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
支
え
る
「
町
医
者
」
と
し

て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

産
業
で
あ
り
、
早
急
な
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。

　

現
在
、国
土
交
通
省
で
は「
長

時
間
労
働
の
是
正
」「
給
与
・

社
会
保
険
」
な
ど
の
処
遇
改

善
、「
生
産
性
向
上
」
を
柱
と

す
る
建
設
業
の
働
き
方
改
革
を

推
進
し
て
お
り
、
週
休
２
日
制

の
定
着
、
労
働
災
害
防
止
対
策

な
ど
、
新
３
Ｋ
（
給
与
・
休
暇
・

希
望
）
の
実
現
へ
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

長
野
県
の
場
合
は
ど
う
か
。

諏
訪
地
域
に
あ
る
建
設
業
者
の

社
長
は
「
特
に
、
こ
の
地
域
の

若
手
技
術
者
不
足
は
深
刻
だ
」

と
現
状
を
憂
い
、
そ
の
原
因
に

つ
い
て
「
地
域
に
建
設
系
学
科

を
持
つ
工
業
高
校
が
な
い
」
こ

と
を
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
る
。

県
内
に
は
建
設
関
連
の
学
科
を

持
つ
工
業
高
校
が
13
校
あ
る
も

の
の
、
諏
訪
地
域
に
は
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
工
業
高
校
は
建

設
分
野
の
実
技
を
取
得
す
る
た

め
の
設
備
が
充
実
し
て
お
り
、

学
生
時
代
か
ら
、
も
の
づ
く
り

に
興
味
を
持
つ
の
に
適
し
た
環

境
が
整
っ
て
い
る
。
授
業
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
実
習
は
技

術
者
の
育
成
に
も
つ
な
が
る

し
、
建
設
業
界
の
へ
入
職
に
も

期
待
が
持
て
る
。
ま
た
早
い
段

階
で
職
業
体
験
が
で
き
る
よ
う

な
授
業
が
あ
れ
ば
、
万
が
一
自

分
に
向
い
て
な
い
と
思
え
ば
、

早
い
段
階
で
将
来
の
進
路
変
更

も
可
能
だ
。
建
設
業
界
は
入
社

３
年
目
の
未
満
の
離
職
率
が
高

い
産
業
。
離
職
率
を
抑
え
る
こ

と
は
、
個
社
の
企
業
努
力
が
不

可
欠
だ
。

　

県
内
の
新
規
高
等
学
校
卒
業

者
の
建
設
業
求
人
数
は
２
０
１

２
年
度
以
降
、
大
幅
に
増
加

し
、
18
年
度
以
降
は
１
０
０
０

人
を
超
え
た
。
し
か
し
就
職
内

定
者
数
は
15
年
度
に
３
１
５
人

と
減
少
後
、
近
年
は
横
ば
い
傾

向
（
19
年
度
２
３
５
人
）
に
あ

る
。
こ
れ
は
高
等
学
校
の
統
廃

合
や
改
編
な
ど
に
よ
り
、
工
業

高
校
自
体
の
規
模
が
縮
小
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
要
因
で
は
な
い

か
。
数
多
く
の
若
く
優
秀
な
技

術
者
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、

地
域
ご
と
に
充
実
し
た
工
業
高

校
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　

今
年
８
月
、
長
雨
と
豪
雨
に

よ
り
県
内
で
も
死
亡
者
が
出
る

災
害
が
発
生
し
た
。
真
っ
先
に

現
場
に
駆
け
付
け
る
の
は
地
元

建
設
業
。
救
急
車
の
通
る
道
を

作
り
、
救
助
作
業
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
倒
木
や
土
砂
を
撤
去

す
る
。
橋
や
道
路
を
造
る
だ
け

で
は
な
い
、
人
命
救
助
と
い
う

重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

猶
予
期
間
の
あ
る
建
設
業
へ

の「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」

が
24
年
４
月
か
ら
適
用
と
な

る
。
そ
れ
ま
で
に
魅
力
あ
る
産

業
の
礎
を
築
け
る
の
か
。
今
こ

そ
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

週
休
２
日
の
取
り
組
み
が
新

潟
県
内
で
も
浸
透
し
つ
つ
あ

る
。「
待
望
の
若
手
が
入
職
し

た
」
と
話
す
中
越
地
域
の
あ
る

土
木
事
業
者
。
本
年
度
か
ら
試

行
を
始
め
、
来
年
度
は
完
全
週

休
２
日
を
目
指
す
。「
デ
フ
レ

下
で
20
年
前
と
初
任
給
が
変
わ

ら
な
い
。
若
者
は
高
賃
金
よ
り

癒
し
や
安
ら
ぎ
を
求
め
て
お

り
、
求
人
条
件
に
週
休
２
日
は

不
可
欠
」。
完
全
実
施
を
足
掛

か
り
に
、
除
雪
の
後
継
者
が
見

つ
か
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

歓
迎
の
声
が
あ
る
一
方
、

個
々
の
複
雑
な
事
情
も
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
き
た
。
新
潟
県
建

設
産
業
団
体
連
合
会
が
こ
と
し

１
～
３
月
に
実
施
し
た
調
査
で

は
、
完
全
週
休
２
日
の
実
施
企

業
は
約
３
割
。
依
然
半
数
以
上

が
４
週
６
休
だ
っ
た
。
県
内
事

業
者
に
胸
の
内
を
聞
く
と
、
多

く
が
土
曜
日
に
休
め
る
の
は
工

事
序
盤
の
大
型
連
休
ご
ろ
ま

で
。
閉
所
し
て
い
て
も
書
類
作

成
に
追
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

間
接
工
事
費
の
補
正
手
続
き
に

も
労
力
を
要
す
る
た
め
、
最
初

か
ら
余
裕
を
持
っ
た
工
期
を
、

と
い
う
の
が
本
音
だ
。

　

工
期
は
荒
天
を

見
込
ん
で
い
る

が
、
例
年
よ
り
も

悪
天
候
や
祝
日
の

多
い
月
に
作
業
の

ピ
ー
ク
が
重
な
る

こ
と
も
あ
る
。
達

成
状
況
に
応
じ
た

評
価
も
あ
る
が
、

日
本
海
側
の
新
潟

だ
。
冬
場
は
激
し

い
風
浪
で
港
湾
工
事
な
ど
は
で

き
ず
、
内
陸
部
は
豪
雪
に
見
舞

わ
れ
る
。
冬
ま
で
に
作
業
を
確

実
に
終
え
る
た
め
、
可
能
な
限

り
の
前
倒
し
は
当
然
の
心
理
と

言
え
る
。

　

県
・
市
町
村
も
制
度
導
入
で

後
押
し
す
る
。
新
潟
県
は
本
年

度
か
ら
原
則
全
て
の
土
木
工
事

を
対
象
と
し
、
新
潟
市
で
も
営

繕
工
事
で
発
注
者
指
定
型
を
導

入
。
国
に
合
わ
せ
て
補
正
係
数

を
引
き
上
げ
た
。
柏
崎
市
、
十

日
町
市
、村
上
市
、糸
魚
川
市
、

上
越
市
、
佐
渡
市
、
魚
沼
市
、

粟
島
浦
村
、
妙
高
市
、
湯
沢
町

が
制
度
導
入
済
み
で
、
長
岡
市

が
来
年
度
か
ら
の
試
行
を
検
討

中
だ
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
時
間

外
労
働
上
限
規
制
に
対
す
る
不

安
の
声
も
あ
っ
た
。
多
く
の
技

能
者
を
抱
え
る
場
合
は
特
に
、

降
雪
前
に
稼
ぎ
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
応
え
ら
れ
な
い
と
い

う
。
舗
装
が
主
力
の
事
業
者
は

「
い
ま
で
さ
え
作
業
員
の
配
置

に
苦
心
し
て
い
る
。
長
く
置
く

こ
と
に
な
る
重
機
リ
ー
ス
料
も

心
配
。
工
期
と
経
費
が
確
保
で

き
れ
ば
、
確
か
に
現
場
単
位
の

週
休
２
日
は
で
き
る
。
だ
が
、

作
業
員
・
下
請
け
を
含
め
た
事

業
所
全
体
で
は
難
し
い
」

　

民
間
で
の
実
施
は
依
然
難
航

し
て
い
る
。
ぎ
り
ぎ
り
の
工
期

に
さ
ら
に
短
縮
の
要
望
が
あ
る

の
が
常
だ
。
そ
れ
で
も
流
れ
が

変
わ
っ
た
と
い
う
の
は
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
の
担
当
者
。「
週
休
２

日
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
昔
に
比
べ
契
約

時
に
理
解
し
て
も
ら
い
や
す
く

な
っ
た
」。
地
場
ゼ
ネ
コ
ン
の

営
業
マ
ン
は
「
工
程
打
ち
合
わ

せ
で
施
主
に
週
休
２
日
を
持
ち

出
す
場
面
は
、
数
年
前
に
は
無

か
っ
た
。
公
共
で
当
た
り
前
に

な
り
、
民
間
に
も
そ
の
潮
流
が

及
ぶ
と
い
い
」
と
話
す
。

　

日
給
制
の
技
能
者
が
い
ま
だ

に
多
い
業
界
。
一
つ
の
現
場
が

閉
所
し
て
い
て
も
、
ほ
か
で
従

事
し
て
い
た
ら
本
来
の
目
的
か

ら
遠
ざ
か
る
ば
か
り
だ
。
稼
働

減
が
収
入
減
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

し
わ
寄
せ
の
大
き
い
技
能
者
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
直
視

し
、
真
の
週
休
２
日
制
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
。

長野県 新潟県未来への提言

連
絡
道
路
実
現
の
機
運
高
め
よ

Ｄ
Ｘ
で
未
来
の
現
場
を
見
せ
ろ

工
業
高
校
の
重
要
性
見
直
し
て

現
実
直
視
し
真
の
週
休
２
日
へ

雨
水
を
「
留
め
て
」
安
全
守
れ

除
雪
従
事
者
に
正
当
な
評
価
を

大河津分水路のCIMモデル（BIM／CIM活用事例集より）

安全・安心を守る除雪作業
（北陸地方整備局提供）

日本の中心で構想される
「松本佐久連絡道路」と「上田諏訪連絡道路」

週休2日の取り組みは進むが…

長野保健所には雨水貯留タンクが設置された

上
田
諏
訪

松
本
佐
久

上
田
諏
訪

連
絡
道
路

松本佐久
連絡道路

大
河
津
分
水

改
修
事
業

担い手
確　保

工業高校は担い手育成に重要な役割を果たす
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定
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
５
０
０
０
万
円
の
保

険
金
区
分
新
設
に
つ
い
て
は
、
全
体

２
万
４
０
０
０
あ
る
中
で
１
０
０
０

件
程
度
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
出
張
も
で
き

な
い
の
で
、
新
聞
等
を
は
じ
め
と
す

る
広
報
媒
体
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

利
用
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
ま
と
ま

り
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
で
30
秒
程

度
の
Ｃ
М
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

今
月
の
加
入
促
進
月
間
に
合
わ
せ
、

重
点
地
区
で
あ
る
栃
木
、
新
潟
、
石

川
、
兵
庫
、
広
島
の
地
方
局
で
放
映

し
、
周
辺
の
県
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
効
果
の
ほ
ど
を
見
て
、
今
後

拡
大
も
検
討
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
　

建
設
業
に
対
し

求
め
る
こ
と
は

■
茂
木
理
事
長　

昔
か
ら
治
山
治

水
、
衣
食
住
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
国

土
保
全
と
生
活
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
建
設
業
が
担
っ
て
い
る
。
わ
が

国
の
最
重
要
産
業
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
労
働
集
約
型
産
業
で
も

あ
る
の
で
、
担
い
手
確
保
・
育
成
が

業
界
の
生
命
線
で
あ
る
、
し
た
が
っ

て
若
者
向
け
の
戦
略
的
広
報
が
重

要
。
そ
の
た
め
に
も
建
設
業
協
会
と

わ
れ
わ
れ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
後

方
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
震
や
台
風
、
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
等
が
頻
発
す
る
中
、
地
域
の
守

り
手
と
し
て
防
災
・
減
災
へ
の
息
の

長
い
取
り
組
み
を
継
続
す
る
中
で
、

地
域
な
り
に
工
夫
し
て
安
全
安
心
の

文
化
を
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
下
支
え
を
私
た
ち
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

る
。
こ
の
機
会
に
東
西
の
大
都
市
協

会
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
支
店
等
の

工
事
現
場
単
位
で
の
加
入
の
あ
り
方

を
提
案
し
、
お
互
い
検
討
し
て
い

る
。
協
会
間
で
の
負
担
の
公
平
に
つ

い
て
の
方
策
も
満
た
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

最
重
要
課
題
は

■
茂
木
理
事
長　

10
月
か
ら
の
制
度

改
正
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
最
重

要
課
題
。
加
入
企
業
の
構
造
変
化
が

見
ら
れ
る
中
、
完
工
高
10
億
円
以
上

の
企
業
が
平
成
25
年
に
１
５
８
６
社

だ
っ
た
の
が
、
令
和
２
年
度
に
は
２

１
１
６
社
と
33
・
４
％
増
え
た
。
完

工
高
１
０
０
億
円
以
上
の
企
業
も
39

か
ら
77
社
と
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
企
業

規
模
も
含
め
保
険
金
制
度
に
バ
ラ
ン

ス
良
く
加
入
し
い
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
、
掛
金
の
収
入
構
造
も
調
整

し
な
い
と
先
々
困
る
こ
と
に
な
る
。

　

保
険
金
の
支
払
い
が
あ
っ
た
翌
年

に
は
、
完
工
高
が
高
い
ゾ
ー
ン
で
は

掛
金
が
最
大
２
・
28
倍
へ
と
上
が
っ

て
し
ま
う
。
完
工
高
が
増
え
れ
ば
、

掛
金
が
割
安
に
な
り
逆
に
減
る
と
割

高
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
は
完

工
高
区
分
を
細
分
化
す
る
し
か
対
処

法
は
な
い
。
そ
の
た
め
６
段
階
を
12

段
階
へ
と
変
更
し
た
。
今
は
難
し
い

経
済
状
況
で
も
あ
る
の
で
、
契
約
者

に
負
担
が
極
力
か
か
ら
ぬ
よ
う
、
改

定
割
引
率
の
適
用
は
、
前
年
度
に
保

険
金
の
支
払
い
が
な
く
、
か
つ
完
工

高
区
分
が
上
昇
し
な
い
場
合
に
は
、

現
行
の
割
引
率
を
５
年
間
経
過
措
置

と
し
て
適
用
さ
れ
る
。
新
規
加
入

者
、
事
故
が
あ
っ
た
方
、
完
工
高
が

上
が
る
方
に
は
改
定
割
引
率
が
適
用

さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
現
在
も
契
約
更

新
率
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

団
に
も
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。

　

平
成
25
年
度
を
境
に
そ
の
前
後
で

は
様
相
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
平
成

25
年
度
に
保
険
業
法
の
適
用
下
に
入

り
、
厚
生
労
働
大
臣
と
国
土
交
通
大

臣
に
認
可
を
い
た
だ
い
た
。
同
時
に

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
認
定
を
受

け
、
公
益
財
団
法
人
へ
移
行
し
た
。

こ
れ
で
「
収
支
相
償
の
原
則
」
が
適

用
さ
れ
た
。

　

公
益
目
的
事
業
は
収
支
が
ゼ
ロ
か

マ
イ
ナ
ス
で
な
く
て
は
い
け
な
い
、

赤
字
が
望
ま
し
い
と
い
う
ス
キ
ー
ム

な
の
だ
が
、
保
険
業
務
を
営
む
上

で
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
常
々
黒

字
を
目
指
し
、
良
好
な
財
政
状
況
を

続
け
て
い
る
が
、
内
閣
府
か
ら
見
る

と
問
題
。
そ
の
た
め
財
政
構
造
を
見

直
す
べ
き
と
の
命
題
を
受
け
、
平
成

28
年
に
労
働
安
全
衛
生
推
進
事
業
を

立
ち
上
げ
た
。
掛
金
の
負
担
割
合
を

そ
れ
ま
で
１
０
０
％
を
保
険
料
に
充

て
て
い
た
も
の
を
85
％
ま
で
圧
縮

し
、
残
り
を
公
益
目
的
事
業
へ
使
う

よ
う
に
切
り
替
え
た
。

　

平
成
27
年
に
無
事
故
割
引
２
割
拡

大
を
実
施
し
た
が
、
制
度
の
ゆ
が
み

が
生
じ
て
き
て
い
た
の
で
、
今
年
度

制
度
改
正
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ

の
無
事
故
割
引
率
の
改
定
と
合
わ

せ
、
21
年
ぶ
り
の
保
険
金
区
分
の
新

し
い
ゾ
ー
ン
と
し
て
５
０
０
０
万
円

を
新
設
し
た
。
今
ま
で
は
４
０
０
０

万
円
が
最
高
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は

足
り
な
い
と
い
う
契
約
者
か
ら
の
声

に
応
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
は

大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
、
申
し
込

み
が
相
次
い
で
い
る
状
態
で
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
剰
余
金
の
割

り
戻
し
制
度
を
導
入
し
、
収
支
相
償

の
悩
み
か
ら
は
解
放
さ
れ
る
。

　

ま
た
共
済
保
険
は
そ
の
名
の
通

り
、
掛
金
を
持
ち
寄
っ
て
お
互
い
を

助
け
合
う
と
い
う
共
済
の
精
神
が
あ

に
経
営
事
項
審
査
の
労
働
福
祉
状
況

と
い
う
中
で
、
法
定
外
の
労
災
保
険

に
入
っ
て
い
る
場
合
に
は
15
点
の
加

点
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
特
典
が
付

い
た
。
こ
れ
は
業
界
に
大
変
な
衝
撃

を
与
え
、
平
成
10
年
に
は
掛
金
収
入

が
71
億
３
０
０
０
万
円
に
達
し
た
。

そ
れ
を
ピ
ー
ク
に
長
期
の
低
落
傾
向

と
な
り
、
平
成
24
年
度
に
は
30
億
９

０
０
０
万
円
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

そ
こ
で
底
を
打
っ
た
形
で
、
徐
々

に
盛
り
返
し
令
和
２
年
度
で
33
億
７

７
０
０
万
円
ま
で
持
ち
直
し
、
今
後

は
35
億
円
規
模
が
視
野
に
入
っ
て
き

た
。

　

こ
れ
は
組
織
を
挙
げ
て
、
加
入
促

進
に
全
国
展
開
で
取
り
組
ん
だ
成

果
。
特
に
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会

と
の
関
係
性
は
重
要
で
、
未
加
入
の

会
長
企
業
に
加
入
い
た
だ
い
た
。
私

が
理
事
長
に
就
任
し
た
平
成
27
年
に

は
31
社
だ
っ
た
の
が
、
現
在
41
社
に

ま
で
達
し
て
い
る
。
組
織
の
ト
ッ
プ

が
入
っ
て
い
た
だ
く
と
、
加
入
促
進

に
力
が
入
り
、
会
員
加
入
率
も
押
し

上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
現

在
全
国
の
加
入
率
は
52
・
８
％
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
も
０
・
５
％
ア
ッ

プ
し
た
。
契
約
更
新
率
も
令
和
２
年

度
は
97
％
で
前
年
度
比
０
・
３
％
上

昇
し
た
。
こ
の
勢
い
は
相
変
わ
ら
ず

続
い
て
お
り
、
今
年
４
月
か
ら
８
月

の
間
も
97
・
６
％
に
伸
び
た
。
協
会

と
福
祉
共
済
団
が
両
輪
と
な
り
、
加

入
促
進
の
よ
い
展
開
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。福

祉
共
済
団
の

現
況
に
つ
い
て

■
茂
木
理
事
長　

福
沢
諭
吉
の
「
一

身
に
し
て
二
生
を
経
る
が
如
し
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
幕
末
と
明
治
維

新
で
は
全
く
異
な
る
世
界
だ
と
い
う

事
を
表
し
た
も
の
だ
が
、
福
祉
共
済

保
険
制
度
創
設
　

50
周
年
を
迎
え
て

■
茂
木
理
事
長　

建
設
共
済
保
険

は
、
昭
和
45
年
11
月
に
全
国
建
設
業

協
会
（
全
建
）
と
の
特
約
の
も
と
に

わ
が
国
で
最
初
の
労
災
保
険
と
し
て

制
度
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
２
０

年
11
月
に
創
設
50
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
だ
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
、
記
念
行
事
は
自
粛
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

準
の
中
の
現
場
管
理
費
に
掛
金
相
当

額
を
算
入
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
で

言
う
改
正
品
確
法
で
、
保
険
料
が
予

定
価
格
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、
労

災
補
償
に
必
要
な
保
険
契
約
の
保
険

料
等
の
予
定
価
格
へ
の
反
映
と
い
う

流
れ
を
40
年
以
上
前
に
や
っ
て
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
当
時
の
建
設
省
建
設
経
済
局

長
通
達
で
、
建
設
労
働
者
の
福
祉
充

実
を
目
的
に
、
当
制
度
へ
の
加
入
を

促
進
し
て
い
た
だ
い
た
。
平
成
６
年

　

50
年
を
迎
え
て
真
っ
先
に
思
い
浮

か
べ
る
の
は
、
盛
り
立
て
て
い
た
だ

い
た
契
約
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
。
ま

た
歴
代
の
役
職
員
の
方
々
に
ご
努
力

い
た
だ
い
た
そ
の
結
果
、
50
周
年
を

迎
え
た
の
で
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

も
ち
ろ
ん
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
認
可
官
庁
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
こ

と
。
特
に
当
時
の
建
設
省
に
は
発
足

以
来
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昭
和

51
年
に
は
公
共
土
木
工
事
の
積
算
基

　

建
設
業
福
祉
共
済
団
（
茂
木

繁
理
事
長
）
は
、
保
険
金
区
分

の
新
設
お
よ
び
無
事
故
割
引
率

の
改
定
等
を
決
め
、
き
ょ
う
10

月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。
改
定

す
る
の
は
①
年
間
完
成
工
事
高

契
約
の
保
険
金
区
分
の
新
設
②

年
間
完
成
工
事
高
契
約
の
無
事

故
割
引
率
お
よ
び
適
用
方
法
の

改
定
③
建
設
共
済
保
険
制
度
の

掛
金
割
合
の
変
更
―
の
３
点
。

　

年
間
完
成
工
事
高
契
約
の
保

険
金
区
分
の
新
設
に
つ
い
て

は
、
建
設
共
済
保
険
の
最
高
保

償
額
４
０
０
０
万
円
が
、
不
足

で
あ
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
５
０
０
０
万
円
の

新
設
区
分
を
設
け
た
。
福
祉
共

済
団
で
過
去
10
年
間
に
支
払
っ

た
保
険
金
支
払
い
は
、
全
体
の

99
％
が
示
談
金
５
０
０
０
万
円

以
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
新
た
に
５
０

０
０
万
円
の
区
分
を
設
け
た
。

　

年
間
完
成
工
事
高
契
約
の
無

事
故
割
引
率
お
よ
び
適
用
方
法

の
改
定
は
、
完
工
高
10
億
円
以

上
の
契
約
増
加
や
保
険
金
支
払

い
状
況
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を

図
っ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
完
工

高
２
億
円
未
満
か
ら
１
０
０
億

円
以
上
を
６
区
分
に
し
て
い
た

も
の
を
、
２
億
円
未
満
か
ら
５

０
０
億
円
以
上
の
12
区
分
へ
と

拡
大
・
細
分
化
し
、
割
引
率
を

見
直
し
た
。
内
容
は
、
完
工
高

２
億
円
以
上
の
新
規
契
約
と
更

新
時
に
区
分
が
上
が
る
契
約
に

限
定
し
て
、
新
区
分
の
割
引
率

を
適
用
。
一
部
を
除
き
割
引
率

は
前
年
度
を
上
回
る
。
そ
れ
以

外
は
経
過
措
置
と
し
て
当
面
５

年
間
現
行
の
割
引
率
適
用
と
な

る
。

　

建
設
共
済
保
険
制
度
の
掛
金

割
合
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
保

険
事
業
に
充
当
す
る
掛
金
割
合

を
85
％
か
ら
82
％
に
、
共
済
事

業
に
充
当
す
る
掛
金
割
合
を
15

％
か
ら
18
％
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更

す
る
。
こ
れ
は
労
働
安
全
衛
生

推
進
事
業
で
、
新
た
な
剰
余
金

活
用
が
今
後
見
込
め
な
く
な
る

こ
と
か
ら
実
施
す
る
。

　

公
益
財
団
法
人
建
設
業
福
祉
共
済
団
に
よ
る
建
設
労
災
補
償
共
済
保
険
制
度
が
、
２
０
２
０
年
11
月
に
創
設
50

周
年
を
迎
え
た
。
建
設
労
災
補
償
共
済
保
険
は
、
労
働
福
祉
な
ら
び
に
経
営
上
の
不
測
の
危
機
へ
の
対
処
を
柱
と

し
て
、
建
設
業
の
工
事
現
場
に
従
事
す
る
労
働
者
が
業
務
災
害
・
通
勤
災
害
で
死
亡
、
重
度
の
身
体
障
害
ま
た
は

傷
病
を
受
け
た
場
合
に
保
険
金
を
支
払
う
も
の
。
保
険
契
約
者
は
各
都
道
府
県
建
設
業
協
会
会
員
に
と
ど
ま
ら

ず
、
一
般
の
建
設
業
者
も
対
応
。
こ
れ
ま
で
に
制
度
改
善
を
重
ね
、
加
入
事
業
所
は
全
国
に
わ
た
り
、
支
払
わ
れ

た
保
険
金
も
巨
額
な
実
績
を
上
げ
る
な
ど
、
他
に
類
を
見
な
い
法
定
外
労
災
補
償
制
度
と
な
り
、
共
済
団
は
２
０

１
３
年
度
か
ら
公
益
法
人
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
茂
木
繁
理
事
長
に
創
設
50
周
年
を
迎
え
て
の
思
い
、
共
済
団
の

現
況
、
重
点
的
な
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
に
つ
い
て
聞
い
た
。

ま
で
の
剰
余
金
は
全
て

異
常
危
険
準
備
金
と
し

て
積
み
増
し
し
た
。
結

果
、
20
年
度
末
で
の
異

常
危
険
準
備
金
は
40
・

７
億
円
に
達
し
た
。

　

現
在
で
は
安
全
衛
生

推
進
事
業
へ
の
剰
余
金

運
用
が
望
め
な
い
た

め
、
20
年
度
以
降
に
発

生
す
る
剰
余
金
解
消
策

と
し
て
、
新
た
に
契
約

者
還
元
策
で
あ
る
割
戻

金
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

制
度
自
体
は
22
年
度

４
月
１
日
か
ら
の
施
行

を
目
指
し
て
い
る
が
、

割
戻
金
の
実
際
の
運
用

は
23
年
８
月
と
な
る
見

込
み
。

無
事
故
割
引
率
な
ど
改
定

割戻金制度で契約者還元ヘ

茂
木
繁 

理
事
長  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝

制度改善重ね加入促進建設業福祉共済団創設50周年

　

建
設
業
福
祉
共
済
団

で
は
、
剰
余
金
を
活
用

し
た
契
約
者
還
元
策
と

し
て
２
０
２
２
年
度
か

ら
割
戻
金
制
度
の
導
入

を
計
画
し
て
い
る
。
年

内
を
目
途
に
認
可
当
局

で
あ
る
厚
生
労
働
省
及

び
国
土
交
通
省
か
ら
の

変
更
認
可
を
取
得
し
、

22
年
年
明
け
に
は
契
約

者
に
手
続
き
書
類
を
送

付
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。

　

剰
余
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
13
・
14

年
度
の
剰
余
金
10
・
４

億
円
を
安
全
衛
生
用
品

の
頒
布
を
中
心
に
契
約

者
に
還
元
。
続
い
て

15
・
16
年
度
の
19
・
６

億
円
を
含
め
、
18
年
度

保険⾦区分合計
（被災者補償保険⾦）
（諸費⽤補償保険⾦）

保険⾦の種類

5,000万円
（2,500万円）
（2,500万円）

4,000万円
（2,000万円）
（2,000万円）

3,000万円
（1,500万円）
（1,500万円）

2,000万円
（1,000万円）
（1,000万円）

1,000万円
（500万円）
（500万円）

死亡保険⾦ 5,000万円 4,000万円 3,000万円 2,000万円 1,000万円

障害保険⾦
（障害1・2・3級） （2,500万円）（2,000万円）（1,500万円）（1,000万円）（500万円）

傷病保険⾦
（傷病1・2・3級） （2,500万円）（2,000万円）（1,500万円）（1,000万円）（500万円）

障害保険⾦
（障害4・5級）

4,000万円 3,200万円 2,400万円 1,600万円 800万円

（2,000万円）（1,600万円）（1,200万円）（800万円）（400万円）

（2,000万円）（1,600万円）（1,200万円）（800万円）（400万円）

障害保険⾦
（障害6・7級）

3,000万円 2,400万円 1,800万円 1,200万円 600万円

（1,500万円）（1,200万円）（900万円）（600万円）（300万円）

（1,500万円）（1,200万円）（900万円）（600万円）（300万円）

保険金区分5000万円を新設
新設
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